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﹃
左
傳
﹄
に
お
け
る
﹁
後
﹂
に
つ
い
て

小
寺　
　

敦

は
じ
め
に

　

前
近
代
の
中
國
で
は
血
縁
集
團
を
男
系
で
繼
承
し
續
け
る
こ
と
は
極
め
て
重
大
な
問
題
と
さ
れ
て
き
た
︒﹃
孟
子
﹄
離
婁
上
篇
に
︑

　
　

孟
子
曰
︑
不
孝
有
三
︒
無
後
爲
大
︒
舜
不
告
而
娶
︑
爲
無
後
也
︒
︙
︙

　
　

孟
子
曰
く
︑﹁
不
孝
に
三
有
り
︒
後
無
き
を
大
な
り
と
爲
す
︒
舜
の
告
げ
ず
し
て
娶
る
は
︑
後
無
き
が
爲
な
り
︒
︙
︙
﹂
と
︒

と
あ
り
︑
そ
の
趙
岐
注
に
は
︑

　
　

於
禮
有
不
孝
者
三
事
︒
︙
︙
不
娶
無
子
︑
絶
先
祖
祀
︑
三
不
孝
也
︒
三
者
之
中
︑
無
後
爲
大
︒

　
　

 

禮
に
於
い
て
不
孝
な
る
者
三
事
有
り
︒
︙
︙
娶
ら
ず
し
て
子
無
く
︑
先
祖
の
祀
を
絶
つ
は
︑
三
の
不
孝
な
り
︒
三
者
の
中
︑
後
無
き

を
大
な
り
と
爲
す
︒

と
あ
る
︒
ま
た
妻
を
離
縁
し
て
も
よ
い
七
つ
の
條
件
と
し
て
︑﹃
大
戴
禮
記
﹄
本
命
篇
に
︑

　
　

婦
有
七
出
︒
不
順
父
母
去
︑
無
子
去
︑
︙
︙



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
七
册

― 2―

　
　

婦
に
七
出
有
り
︒
父
母
に
順
わ
ざ
る
は
去
り
︑
子
無
き
は
去
り
︑
︙
︙

と
あ
り
︑﹃
孔
子
家
語
﹄
本
命
解
に
︑

　
　

婦
有
七
出
三
不
去
︒
七
出
者
︑
不
順
父
母
出
者
︑
無
子
者
︑
︙
︙

　
　

婦
に
七
出
と
三
不
去
と
有
り
︒
七
出
と
は
︑
父
母
に
順
わ
ざ
る
者
︑
子
無
き
者
︑
︙
︙

と
あ
る
︒
こ
こ
に
い
う
﹁
子
﹂
は
男
子
の
み
を
指
す
︒
こ
の
よ
う
に
血
縁
集
團
に
お
い
て
男
子
繼
承
者
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
﹁
不
孝
﹂

と
さ
れ
︑
單
に
實
際
上
の
障
害
に
と
ど
ま
ら
ず
︑
倫
理
的
・
法
的
に
容
認
し
得
な
い
も
の
と
さ
れ
た
︒

　

陳
顧
遠
は
︑
中
國
古
代
家
族
に
お
け
る
子
孫
の
擴
大
・
繁
榮
と
關
連
づ
け
て
こ
の
﹃
孟
子
﹄
離
婁
上
篇
の
文
章
に
言
及
す
る︶

1
︵

︒
宇
野
哲

人
は
七
出
を
中
國
の
家
族
主
義
に
引
き
つ
け
て
理
解
す
る︶

2
︵

︒
仁
井
田
陞
は
︑
家
の
繼
續
は
祖
先
祭
祀
の
方
面
か
ら
い
え
ば
祭
祀
の
繼
續
で

あ
り
︑
死
ん
だ
祖
先
︵
鬼
︶
は
男
子
子
孫
の
供
養
を
う
け
る
も
の
で
︑
そ
れ
が
な
け
れ
ば
飢
え
る
と
さ
れ
︑
ま
た
男
子
子
孫
が
な
く
︑
か

つ
寡
婦
も
い
な
い
場
合
は
﹁
戸
絶
﹂
と
い
わ
れ
︑
そ
の
戸
︵
家
︶
は
﹁
絶
戸
﹂
と
い
わ
れ
た
な
ど
と
説
明
し
︑
家
の
繼
續
が
は
か
ら
れ
る

重
要
な
理
由
と
し
て
財
産
相
續
の
目
的
を
あ
げ
て
い
る︶

3
︵

︒
下
見
隆
雄
は
孝
思
想
と
の
關
連
で
︑
結
婚
せ
ず
子
を
生
ま
ぬ
こ
と
を
不
孝
と
す

る
言
説
が
あ
る
の
は
︑
血
族
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
に
子
に
血
族
の
祭
祀
を
永
續
す
る
こ
と
へ
の
義
務
を
要
請
す
る
か
ら
だ
と
い
う
意
味
の
こ

と
を
述
べ
て
い
る︶

4
︵

︒

　

こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
︑先
秦
時
代
に
お
け
る
男
系
繼
承
の
重
視
が
指
摘
さ
れ
︑仁
井
田
ら
の
議
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑族
制
・

祖
先
祭
祀
・
財
産
相
續
と
い
っ
た
問
題
と
も
關
連
づ
け
て
檢
討
さ
れ
て
き
た
︒
そ
の
理
解
自
體
は
し
ご
く
妥
當
な
も
の
で
あ
り
︑
こ
れ
ま

で
豐
か
な
學
問
的
成
果
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
︒
だ
が
︑
本
稿
で
は
そ
こ
か
ら
脱
落
し
て
い
る
視
點
が
あ
る
と
考
え
る
︒

　

そ
れ
と
い
う
の
は
︑
先
秦
時
代
に
お
い
て
文
獻
の
果
た
し
た
機
能
の
問
題
で
あ
る
︒
近
年
︑
少
な
か
ら
ぬ
研
究
者
が
文
字
︵
漢
字
︶
や
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そ
れ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
獻
が
中
國
古
代
社
會
に
與
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
論
じ
て
い
る︶

5
︵

︒
筆
者
も
最
近
︑
戰
國
時
代
に
お
け
る
文
獻

編
纂
が
︑血
縁
組
織
に
關
す
る
意
識
・
思
想
の
み
な
ら
ず
︑そ
の
實
態
に
も
大
き
な
影
響
を
與
え
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た︶

6
︵

︒﹃
左
傳
﹄

は
先
秦
時
代
の
血
縁
集
團
に
關
す
る
資
料
に
富
ん
で
い
る︶

7
︵

︒
そ
の
中
に
は
︑
あ
る
人
物
や
血
縁
集
團
の
﹁
後
﹂
の
有
無
に
つ
い
て
述
べ
た

記
事
が
相
當
數
存
在
す
る
︒
こ
の
﹁
後
﹂
は
血
縁
集
團
に
お
け
る
單
數
も
し
く
は
複
數
か
ら
な
る
繼
承
者
を
指
す︶

8
︵

︒
先
に
述
べ
た
よ
う
に
︑

繼
承
者
の
存
在
は
中
國
前
近
代
の
血
縁
集
團
を
再
生
産
す
る
た
め
に
第
一
義
的
な
重
要
性
を
も
ち
︑
こ
う
し
た
資
料
中
に
多
く
見
ら
れ
る

﹁
後
﹂
の
語
を
檢
討
す
る
こ
と
は
︑
先
秦
時
代
の
文
獻
と
血
縁
集
團
と
の
關
わ
り
を
新
た
に
見
直
す
手
掛
か
り
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
︒

こ
の
語
は
﹃
左
傳
﹄
以
外
の
文
獻
に
も
多
く
見
え
る
が
︑
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
﹃
左
傳
﹄
に
お
け
る
﹁
後
﹂
の
語
を
出
發
點
と
し
て
︑
血

縁
集
團
の
あ
り
方
と
文
獻
編
纂
と
に
關
わ
る
問
題
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
︒

一
︑﹃
左
傳
﹄
に
現
れ
る
﹁
後
﹂
に
つ
い
て

　
﹃
左
傳
﹄
に
は
個
人
や
集
團
の
血
縁
を
示
す
文
章
が
多
く
含
ま
れ
る
︒
そ
こ
で
は
繼
承
者
を
表
す
言
葉
と
し
て
﹁
後
﹂
が
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
︒
文
中
に
お
け
る
こ
の
種
の
﹁
後
﹂
の
現
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
︑﹁
後
﹂
の
有
無
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
︑
あ

る
人
物
・
集
團
が
何
ら
か
の
﹁
後
﹂
で
あ
る
こ
と
が
單
に
示
さ
れ
る
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
︒

　

以
下
︑﹃
左
傳
﹄
に
お
い
て
︑
血
縁
に
關
係
す
る
﹁
後
﹂
が
現
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
︑
そ
の
語
の
用
い
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
に
應
じ
て
幾

つ
か
に
分
類
し
︑
煩
を
厭
わ
ず
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
︒﹁
後
﹂
の
有
無
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
か
ら
︑﹁
後
﹂
の
有
無
お
よ
び

そ
の
他
と
い
う
よ
う
に
大
き
く
分
類
す
る
こ
と
と
す
る
︒
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︵
一
︶﹁
後
﹂
が
有
る
事
例

　
︵
１
︶
桓
公
二
年

　
　

 

夏
四
月
︑
取
郜
大
鼎
于
宋
︒
戊
申
︑
納
于
大
廟
︑
非
禮
也
︒
臧
哀
伯
諫
曰
︑
︙
︙
公
不
聽
︒
周
内
史
聞
之
曰
︑
臧
孫
達
其
有
後
於
魯

乎
︒
君
違
︑
不
忘
諫
之
以
德
︒

　
　

 

夏
四
月
︑
郜
の
大
鼎
を
宋
よ
り
取
る
︒
戊
申
︑
納
于
大
廟
︑
非
禮
也
︒
臧
哀
伯
諫
め
て
曰
く
︑
︙
︙
公
聽
か
ず
︒
周
内
史
之
を
聞
き

て
曰
く
︑﹁
臧
孫
達
は
其
れ
魯
に
後
有
ら
ん
か
︒
君
違
い
て
︑
之
を
諫
む
る
に
德
を
以
て
す
る
を
忘
れ
ず
︒﹂
と︶

9
︵

︒

　

こ
こ
は
周
の
内
史
が
︑
臧
孫
達
が
主
君
を
諫
め
る
に
あ
た
り
﹁
德
﹂
に
よ
っ
た
と
し
て
︑
そ
の
子
孫
が
續
く
こ
と
を
豫
言
す
る
︒

　
︵
２
︶
莊
公
十
九
年

　
　

 

初
︑
鬻
拳
強
諫
楚
子
︒
楚
子
弗
從
︒
臨
之
以
兵
︑
懼
而
從
之
︒
鬻
拳
曰
︑
吾
懼
君
以
兵
︑
罪
莫
大
焉
︒
遂
自
刖
也
︒
楚
人
以
爲
大
閽
︑

謂
之
大
伯
︑
使
其
後
掌
之
︒
君
子
曰
︑
鬻
拳
可
謂
愛
君
矣
︒
諫
以
自
納
於
刑
︑
刑
猶
不
忘
納
君
於
善
︒

　
　

 

初
め
︑
鬻
拳
︑
楚
子
を
強
諫
す
︒
楚
子
從
わ
ず
︒
之
に
臨
む
に
兵
を
以
て
し
︑
懼
れ
て
之
に
從
う
︒
鬻
拳
曰
く
︑﹁
吾
︑
君
を
懼
す

に
兵
を
以
て
す
︑
罪
︑
焉
よ
り
大
な
る
は
莫
し
︒﹂
と
︒
遂
に
自
ら
刖
る
な
り
︒
楚
人
以
て
大
閽
と
爲
し
︑
之
を
大
伯
と
謂
い
︑
其

の
後
を
し
て
之
を
掌
ら
し
む
︒
君
子
曰
く
︑﹁
鬻
拳
は
君
を
愛
す
と
謂
う
べ
し
︒
諫
め
て
以
て
自
ら
刑
に
納
る
︑
刑
す
る
も
猶
お
君

を
善
に
納
る
る
を
忘
れ
ず
︒﹂
と
︒
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こ
こ
は
楚
の
鬻
拳
と
そ
の
子
孫
に
︑官
職
を
世
襲
さ
せ
る
説
話
で
あ
る
︒﹁
君
子
曰
﹂で﹁
君
を
愛
す
﹂と
評
さ
れ
て
い
る
︒こ
こ
で﹁
後
﹂

は
地
の
文
に
現
れ
る
︒
官
職
を
世
襲
す
る
の
は
血
縁
集
團
の
長
で
あ
る
か
ら
︑
こ
の
説
話
は
他
の
多
く
の
事
例
の
よ
う
に
︑
血
縁
集
團
の

首
領
を
繼
承
し
て
い
く
こ
と
と
共
通
性
を
も
つ
︒

　
︵
３
︶
莊
公
二
十
二
年

　
　

 

陳
厲
公
蔡
出
也
︒
故
蔡
人
殺
五
父
而
立
之
︒
生
敬
仲
︒
其
少
也
︑
周
史
有
以
周
易
見
陳
侯
者
︒
陳
侯
使
筮
之
︑
遇
觀

之
否

曰
︑

是
謂
觀
國
之
光
︑
利
用
賓
于
王
︒
此
其
代
陳
有
國
乎
︒
不
在
此
︑
其
在
異
國
︒
非
此
其
身
︑
在
其
子
孫
︒
光
遠
而
自
他
有
耀
者
也
︒

坤
土
也
︒
巽
風
也
︒
乾
天
也
︒
風
爲
天
︑
於
土
上
山
也
︒
有
山
之
材
︑
而
照
之
以
天
光
︑
於
是
乎
居
土
上
︒
故
曰
︑
觀
國
之
光
︑
利

用
賓
于
王
︒
庭
實
旅
百
︑
奉
之
以
玉
帛
︑
天
地
之
美
具
焉
︒
故
曰
︑
利
用
賓
于
王
︒
猶
有
觀
焉
︒
故
曰
︑
其
在
後
乎
︒
風
行
而
著
於

土
︒
故
曰
︑
其
在
異
國
乎
︒
若
在
異
國
︑
必
姜
姓
也
︒
姜
大
嶽
之
後
也
︒
山
嶽
則
配
天
︑
物
莫
能
兩
大
︒
陳
衰
︑
此
其
昌
乎
︒
及
陳

之
初
亡
也
︑
陳
桓
子
始
大
於
齊
︒
其
後
亡
也
︑
成
子
得
政
︒

　
　

 

陳
の
厲
公
は
蔡
の
出
な
り
︒
故
に
蔡
人
︑
五
父
を
殺
し
て
之
を
立
つ
︒
敬
仲
を
生
む
︒
其
の
少
き
と
き
︑
周
史
︑
周
易
を
以
て
陳
侯

に
見
ゆ
る
者
有
り
︒
陳
侯
之
を
筮
せ
し
め
︑
觀

の
否

に
之
く
に
遇
い
て
曰
く
︑﹁
是
れ
を
國
の
光
を
觀
る
︑
用
て
王
に
賓
た
る

に
利
し
と
謂
う
︒
此
れ
其
れ
陳
に
代
わ
り
て
國
を
有
た
ん
か
︒
此
に
在
ら
ず
し
て
︑
其
れ
異
國
に
在
り
︒
此
れ
其
の
身
に
非
ず
し
て
︑

其
の
子
孫
に
在
り
︒
光
は
遠
く
し
て
他
自
り
耀
く
こ
と
有
る
者
な
り
︒
坤
は
土
な
り
︒
巽
は
風
な
り
︒
乾
は
天
な
り
︒
風
は
天
と
爲

り
︑
土
上
に
於
て
山
な
り
︒
山
の
材
有
り
て
︑
之
を
照
ら
す
に
天
光
を
以
て
す
︑
是
に
於
て
か
土
上
に
居
る
︒
故
に
曰
く
︑
國
の
光
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を
觀
る
︑
用
て
王
に
賓
た
る
に
利
し
︑
と
︒
庭
實
百
を
旅
ね
︑
之
を
奉
ず
る
に
玉
帛
を
以
て
し
︑
天
地
の
美
具
わ
る
︒
故
に
曰
く
︑

用
て
王
に
賓
た
る
に
利
し
︑
と
︒
猶
お
觀
る
こ
と
有
り
︒
故
に
曰
く
︑
其
れ
後
に
在
ら
ん
か
︑
と
︒
風
行
き
て
土
に
著
く
︒
故
に
曰

く
︑
其
れ
異
國
に
在
ら
ん
か
︑
と
︒
若
し
異
國
に
在
ら
ば
︑
必
ず
姜
姓
な
り
︒
姜
は
大
嶽
の
後
な
り
︒
山
嶽
則
ち
天
に
配
し
︑
物
能

く
兩
つ
な
が
ら
大
な
る
は
莫
し
︒
陳
衰
え
ば
︑
此
れ
其
れ
昌
え
ん
か
︒﹂
と
︒
陳
の
初
め
て
亡
ぶ
る
に
及
ぶ
や
︑
陳
桓
子
始
め
て
齊

に
大
な
り
︒
其
の
後
に
亡
ぶ
る
や
︑
成
子
政
を
得
た
り
︒

　

こ
こ
は
陳
の
厲
公
が
子
の
敬
仲
に
つ
い
て
筮
し
た
結
果
に
つ
い
て
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
︒敬
仲
の
子
孫
が
繁
栄
し
︑そ
れ
は
姜
姓
に
行
っ

て
か
ら
で
︑
そ
れ
は
大
嶽
の
子
孫
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
齊
に
逃
れ
た
敬
仲
の
子
孫
で
あ
る
陳
氏
が
繁
榮
す
る
と
す
る
豫

言
記
事
で
あ
る
︒

　
︵
４
︶
莊
公
三
十
二
年

　
　

 

初
︑
公
築
臺
臨
黨
氏
︒
見
孟
任
︑
從
之
︑
閟
︒
而
以
夫
人
言
︑
許
之
︒
割
臂
盟
公
︒
生
子
般
焉
︒
雩
︑
講
于
梁
氏
︑
女
公
子
觀
之
︒

圉
人
犖
自
牆
外
與
之
戲
︒
子
般
怒
︑
使
鞭
之
︒
公
曰
︑
不
如
殺
之
︒
是
不
可
鞭
︒
犖
有
力
焉
︑
能
投
蓋
于
稷
門
︒
公
疾
︒
問
後
於
叔

牙
︒
對
曰
︑
慶
父
材
︒
問
於
季
友
︒
對
曰
︑
臣
以
死
奉
般
︒
公
曰
︑
郷
者
牙
曰
︑
慶
父
材
︒
成
季
使
以
君
命
命
僖
叔
︑
待
于
鍼
巫
氏
︒

使
鍼
季
酖
之
曰
︑
飲
此
則
有
後
於
魯
國
︒
不
然
死
且
無
後
︒
飲
之
︑
歸
及
逵
泉
而
卒
︒
立
叔
孫
氏
︒
八
月
癸
亥
︑
公
薨
于
路
寢
︒
子

般
即
位
︑
次
于
黨
氏
︒
冬
十
月
己
未
︑
共
仲
使
圉
人
犖
賊
子
般
于
黨
氏
︒
成
季
奔
陳
︒
立
閔
公
︒

　
　

 

初
め
︑
公
︑
臺
を
築
き
て
黨
氏
に
臨
む
︒
孟
任
を
見
︑
之
に
從
う
︑
閟
ず
︒
而
し
て
夫
人
の
言
を
以
て
し
︑
之
を
許
す
︒
臂
を
割
き
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て
公
に
盟
う
︒
子
般
を
生
む
︒
雩
し
︑
梁
氏
に
講
じ
︑
女
公
子
之
を
觀
る
︒
圉
人
犖
︑
牆
外
自
り
之
と
戲
る
︒
子
般
怒
り
︑
之
を
鞭

う
た
し
む
︒
公
曰
く
︑﹁
之
を
殺
す
に
如
か
ず
︒
是
れ
鞭
う
つ
べ
か
ら
ず
︒﹂
と
︒
犖
︑
力
有
り
︑
能
く
蓋
を
稷
門
に
投
ず
︒
公
疾
む
︒

後
を
叔
牙
に
問
う
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
慶
父
材
あ
り
︒﹂
と
︒
季
友
に
問
う
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
臣
︑
死
を
以
て
般
を
奉
ぜ
ん
︒﹂
と
︒

公
曰
く
︑﹁
郷
に
牙
曰
く
︑
慶
父
材
あ
り
︑
と
︒﹂
と
︒
成
季
君
命
を
以
て
僖
叔
に
命
じ
て
︑
鍼
巫
氏
に
待
た
し
め
︒
鍼
季
を
し
て
之

に
酖
せ
し
め
て
曰
く
︑﹁
此
を
飲
ま
ば
則
ち
魯
國
に
後
有
ら
ん
︒
然
ら
ず
ん
ば
死
し
て
且
に
後
無
か
ら
ん
︒﹂
と
︒
之
を
飲
み
︑
歸
り

て
逵
泉
に
及
び
て
卒
す
︒
叔
孫
氏
を
立
つ
︒
八
月
癸
亥
︑
公
︑
路
寢
に
薨
ず
︒
子
般
即
位
し
︑
黨
氏
に
次
る
︒
冬
十
月
己
未
︑
共
仲
︑

圉
人
犖
を
し
て
子
般
を
黨
氏
に
賊
せ
し
む
︒
成
季
︑
陳
に
奔
る
︒
閔
公
を
立
つ
︒

　

こ
こ
は
魯
の
莊
公
の
世
繼
ぎ
と
︑叔
牙
の
子
孫
が
叔
孫
氏
と
し
て
立
て
ら
れ
た
こ
と
を
い
う
説
話
で
あ
る
︒﹁
後
﹂の
有
る
・
無
い
事
例
︑

更
に
單
に
﹁
後
﹂
に
つ
い
て
説
明
す
る
事
例
が
全
て
出
て
く
る
︒
有
る
事
例
に
含
ま
れ
る
の
は
︑
成
季
が
叔
牙
に
自
害
を
強
要
す
る
會
話

文
で
あ
る
︒

　
︵
５
︶
閔
公
元
年

　
　

 

卜
偃
曰
︑
畢
萬
之
後
必
大
︒
萬
︑
盈
數
也
︒
魏
︑
大
名
也
︒
以
是
始
賞
︑
天
啓
之
矣
︒
天
子
曰
兆
民
︑
諸
侯
曰
萬
民
︒
今
名
之
大
︑

以
從
盈
數
︑
其
必
有
衆
︒
︙
︙
辛
廖
占
之
曰
︑
吉
︒
︙
︙
公
侯
之
卦
也
︒
公
侯
之
子
孫
︑
必
復
其
始
︒

　
　

 

卜
偃
曰
く
︑﹁
畢
萬
の
後
は
必
ず
大
な
ら
ん
︒
萬
は
︑
盈
數
な
り
︒
魏
は
︑
大
名
な
り
︒
是
を
以
て
始
め
て
賞
せ
ら
る
︑
天
之
を
啓

く
な
り
︒
天
子
を
兆
民
と
曰
い
︑
諸
侯
を
萬
民
と
曰
う
︒
今
︑
名
の
大
︑
以
て
盈
數
に
從
う
︑
其
れ
必
ず
衆
を
有
た
ん
︒﹂
と
︒
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︙
︙
辛
廖
之
を
占
い
て
曰
く
︑﹁
吉
な
り
︒
︙
︙
公
侯
の
卦
な
り
︒
公
侯
の
子
孫
︑
必
ず
其
の
始
め
に
復
ら
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
畢
萬
の
子
孫
が
榮
え
る
と
す
る
︑
晉
の
卜
偃
に
よ
る
豫
言
で
あ
る
︒

　
︵
６
︶
文
公
元
年

　
　

 

公
孫
敖
聞
其
能
相
人
也
︑
見
其
二
子
焉
︒
叔
服
曰
︑
穀
也
食
子
︑
難
也
收
子
︒
穀
也
豐
下
︑
必
有
後
於
魯
國
︒

　
　

 

公
孫
敖
︑
其
の
能
く
人
を
相
す
る
を
聞
き
て
︑
其
の
二
子
を
見
え
し
む
︒
叔
服
曰
く
︑﹁
穀
や
子
を
食
わ
ん
︑
難
や
子
を
收
め
ん
︒

穀
や
豐
下
な
り
︑
必
ず
魯
國
に
後
有
ら
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
れ
は
周
の
内
史
の
叔
服
の
豫
言
で
︑
魯
の
公
孫
敖
の
子
︑
穀
︵
文
伯
︶
の
子
孫
が
魯
國
で
榮
え
る
と
さ
れ
る
︒

　
︵
７
︶
宣
公
三
年

　
　

 

冬
︑
鄭
穆
公
卒
︒
初
︑
鄭
文
公
有
賤
妾
︑
曰
燕
姞
︒
夢
天
使
與
己
蘭
曰
︑
余
爲
伯
鯈
︒
余
而
祖
也
︒
以
是
爲
而
子
︒
以
蘭
有
國
香
︑

人
服
媚
之
如
是
︒
既
而
文
公
見
之
︑
與
之
蘭
而
御
之
︒
辭
曰
︑
妾
不
才
︑
幸
而
有
子
︒
將
不
信
︑
敢
徴
蘭
乎
︒
公
曰
︑
諾
︒
生
穆
公
︑

名
之
曰
蘭
︒
文
公
報
鄭
子
之
妃
︑
曰
陳
嬀
︑
生
子
華
子
臧
︒
︙
︙
又
娶
于
江
︑
生
公
子
士
︒
︙
︙
又
娶
于
蘇
︑
生
子
瑕
子
俞
彌
︒

︙
︙
文
公
亦
惡
之
︑
故
不
立
也
︒
公
逐
羣
公
子
︑
公
子
蘭
奔
晉
︑
從
晉
文
公
伐
鄭
︒
石
癸
曰
︑
吾
聞
姫
姞
耦
︑
其
子
孫
必
蕃
︒
姞
︑

吉
人
也
︑
后
稷
之
元
妃
也
︒
今
公
子
蘭
︑
姞
甥
也
︑
天
或
啓
之
︑
必
將
爲
君
︑
其
後
必
蕃
︒
先
納
之
︑
可
以
亢
寵
︒
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冬
︑
鄭
の
穆
公
卒
す
︒
初
め
︑
鄭
の
文
公
に
賤
妾
有
り
て
︑
燕
姞
と
曰
う
︒
天
︑
己
に
蘭
を
與
え
し
む
を
夢
み
て
曰
く
︑﹁
余
は
伯

鯈
爲
り
︒
余
は
而
の
祖
な
り
︒
是
を
以
て
而
の
子
と
爲
さ
ん
︒
蘭
に
國
香
有
る
を
以
て
︑
人
︑
之
に
服
媚
す
る
こ
と
是
の
如
く
な
ら

ん
︒﹂
と
︒
既
に
し
て
文
公
之
を
見
︑
之
に
蘭
を
與
え
て
之
を
御
す
︒
辭
し
て
曰
く
︑﹁
妾
は
不
才
な
り
︑
幸
に
し
て
子
有
り
︒
將
に

信
ぜ
ら
れ
ざ
ら
ん
と
す
︑
敢
え
て
蘭
を
徴
と
せ
ん
か
︒﹂
と
︒
公
曰
く
︑﹁
諾
︒﹂
と
︒
穆
公
を
生
み
︑
之
を
名
づ
け
て
蘭
と
曰
う
︒

文
公
︑
鄭
子
の
妃
に
報
じ
て
︑
陳
嬀
と
曰
い
︑
子
華
・
子
臧
を
生
む
︒
︙
︙
又
江
よ
り
娶
り
︑
公
子
士
を
生
む
︒
︙
︙
又
蘇
よ
り
娶

り
︑
子
瑕
・
子
俞
彌
を
生
む
︒
︙
︙
文
公
も
亦
之
を
惡
む
︑
故
に
立
て
ざ
る
な
り
︒
公
︑
羣
公
子
を
逐
い
︑
公
子
蘭
は
晉
に
奔
り
︑

晉
の
文
公
に
從
い
て
鄭
を
伐
つ
︒
石
癸
曰
く
︑﹁
吾
聞
く
︑
姫
・
姞
耦
す
れ
ば
︑
其
の
子
孫
必
ず
蕃
ら
ん
︑
と
︒
姞
は
︑
吉
人
な
り
︑

后
稷
の
元
妃
な
り
︒
今
︑
公
子
蘭
は
︑
姞
甥
な
り
︑
天
或
い
は
之
を
啓
か
ば
︑
必
ず
將
に
君
と
爲
ら
ん
と
し
︑
其
の
後
必
ず
蕃
ら
ん
︒

先
ず
之
を
納
れ
ば
︑
以
て
寵
を
亢
む
べ
し
︒﹂
と
︒

　

こ
れ
は
鄭
の
石
癸
の
豫
言
で
︑
公
子
蘭
︵
穆
公
︶
が
國
君
と
な
り
︑
子
孫
が
繁
榮
す
る
と
さ
れ
る
︒

　
︵
８
︶
成
公
十
七
年

　
　

 

齊
慶
克
通
于
聲
孟
子
︒
與
婦
人
蒙
衣
乘
輦
而
入
于
閎
︒
鮑
牽
見
之
︑
以
告
國
武
子
︒
武
子
召
慶
克
而
謂
之
︒
慶
克
久
不
出
︑
而
告
夫

人
曰
︑
國
子
謫
我
︒
夫
人
怒
︒
國
子
相
靈
公
以
會
︑
高
鮑
處
守
︒
及
還
︑
將
至
︑
閉
門
而
索
客
︒
孟
子
訴
之
曰
︑
高
鮑
將
不
納
君
而

立
公
子
角
︒
國
子
知
之
︒
秋
七
月
壬
寅
︑
刖
鮑
牽
而
逐
高
無
咎
︒
無
咎
奔
莒
︑
高
弱
以
盧
叛
︒
齊
人
來
召
鮑
國
而
立
之
︒
初
︑
鮑
國

去
鮑
氏
而
來
爲
施
孝
叔
臣
︒
施
氏
卜
宰
︑
匡
句
須
吉
︒
施
氏
之
宰
︑
有
百
室
之
邑
︒
與
匡
句
須
邑
︑
使
爲
宰
︑
以
讓
鮑
國
而
致
邑
焉
︒
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施
孝
叔
曰
︑
子
實
吉
︒
對
曰
︑
能
與
忠
良
︑
吉
孰
大
焉
︒
鮑
國
相
施
氏
忠
︒
故
齊
人
取
以
爲
鮑
氏
後
︒
仲
尼
曰
︑
鮑
莊
子
之
知
不
如

葵
︒
葵
猶
能
衞
其
足
︒

　
　

 
齊
の
慶
克
︑
聲
孟
子
に
通
ず
︒
婦
人
と
衣
を
蒙
り
輦
に
乘
り
て
閎
に
入
る
︒
鮑
牽
之
を
見
て
︑
以
て
國
武
子
に
告
ぐ
︒
武
子
︑
慶
克

を
召
し
て
之
に
謂
う
︒
慶
克
久
し
く
出
で
ず
し
て
︑
夫
人
に
告
げ
て
曰
く
︑﹁
國
子
︑
我
を
謫
む
︒﹂
と
︒
夫
人
怒
る
︒
國
子
︑
靈
公

を
相
し
て
以
て
會
し
︑
高
・
鮑
處
守
す
︒
還
る
に
及
び
︑
將
に
至
ら
ん
と
し
て
︑
門
を
閉
じ
て
客
を
索
む
︒
孟
子
︑
之
を
訴
え
て
曰

く
︑﹁
高
・
鮑
將
に
君
を
納
れ
ず
し
て
公
子
角
を
立
て
ん
と
す
︒
國
子
之
を
知
る
︒﹂
と
︒
秋
七
月
壬
寅
︑
鮑
牽
を
刖
し
て
高
無
咎
を

逐
う
︒
無
咎
︑
莒
に
奔
り
︑
高
弱
︑
盧
を
以
て
叛
く
︒
齊
人
來
り
て
鮑
國
を
召
し
て
之
を
立
つ
︒
初
め
︑
鮑
國
︑
鮑
氏
を
去
り
て
來

り
て
施
孝
叔
の
臣
と
爲
る
︒
施
氏
︑
宰
を
卜
し
︑
匡
句
須
吉
な
り
︒
施
氏
の
宰
︑
百
室
の
邑
有
り
︒
匡
句
須
に
邑
を
與
え
て
︑
宰
爲

ら
し
め
て
︑
以
て
鮑
國
に
讓
り
て
邑
を
致
す
︒
施
孝
叔
曰
く
︑﹁
子
實
に
吉
な
り
︒﹂
と
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
能
く
忠
良
に
與
え
ば
︑

吉
孰
れ
か
焉
よ
り
大
な
ら
ん
︒﹂
と
︒
鮑
國
︑
施
氏
を
相
け
て
忠
な
り
︒
故
に
齊
人
取
り
て
以
て
鮑
氏
の
後
と
爲
す
︒
仲
尼
曰
く
︑﹁
鮑

莊
子
の
知
は
葵
に
如
か
ず
︒
葵
す
ら
猶
お
能
く
其
の
足
を
衞
る
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
齊
の
人
が
鮑
國
が
﹁
忠
﹂
で
あ
る
た
め
︑
彼
を
鮑
氏
の
後
繼
者
と
し
た
と
す
る
記
事
で
あ
り
︑
地
の
文
に
書
か
れ
て
い
る
︒

　
︵
９
︶
襄
公
二
十
七
年

　
　

 

楚
薳
罷
如
晉
涖
盟
︑
晉
侯
享
之
︒
將
出
︑
賦
既
醉
︒
叔
向
曰
︑
薳
氏
之
有
後
於
楚
國
也
︑
宜
哉
︒
承
君
命
︑
不
忘
敏
︒
子
蕩
將
知
政

矣
︒
敏
以
事
君
︑
必
能
養
民
︑
政
其
焉
往
︒
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楚
の
薳
罷
︑
晉
に
如
き
て
涖
盟
し
︑
晉
侯
之
を
享
す
︒
將
に
出
で
ん
と
し
て
︑
既
醉
を
賦
す
︒
叔
向
曰
く
︑﹁
薳
氏
の
楚
國
に
後
有

る
は
︑
宜
な
る
か
な
︒
君
命
を
承
け
て
︑
敏
を
忘
れ
ず
︒
子
蕩
將
に
政
を
知
ら
ん
と
す
︒
敏
に
し
て
以
て
君
に
事
え
ば
︑
必
ず
能
く

民
を
養
わ
ん
︑
政
其
れ
焉
に
往
か
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
晉
の
叔
向
が
︑
楚
の
薳
罷
を
﹁
敏
﹂
で
あ
る
と
し
つ
つ
︑
楚
國
で
薳
氏
の
子
孫
が
續
い
て
い
る
の
は
當
然
の
こ
と
だ
と
述
べ
て

い
る
︒

　
︵
10
︶
襄
公
二
十
九
年

　
　

 

爲
高
氏
之
難
故
︑
高
豎
以
盧
叛
︒
十
月
庚
寅
︑
閭
丘
嬰
帥
師
圍
盧
︒
高
豎
曰
︑
苟
使
高
氏
有
後
︑
請
致
邑
︒
齊
人
立
敬
仲
之
曾
孫
酀
︒

良
敬
仲
也
︒
十
一
月
乙
卯
︑
高
豎
致
盧
而
出
奔
晉
︒
晉
人
城
緜
而
寘
旃
︒

　
　

 

高
氏
の
難
の
爲
め
の
故
に
︑
高
豎
︑
盧
を
以
て
叛
く
︒
十
月
庚
寅
︑
閭
丘
嬰
︑
師
を
帥
い
て
盧
を
圍
む
︒
高
豎
曰
く
︑﹁
苟
し
高
氏

を
し
て
後
有
ら
し
め
ば
︑
請
う
邑
を
致
さ
ん
︒﹂
と
︒
齊
人
︑
敬
仲
の
曾
孫
酀
を
立
つ
︒
敬
仲
を
良
と
す
る
な
り
︒
十
一
月
乙
卯
︑

高
豎
︑
盧
を
致
し
て
晉
に
出
奔
す
︒
晉
人
︑
緜
に
城
き
て
旃
を
寘
く
︒

　

こ
こ
は
高
豎
が
︑
高
氏
に
後
繼
者
が
あ
る
な
ら
︑
自
分
が
據
る
邑
を
お
返
し
す
る
と
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
そ
こ
で
後
繼
者
に
立
て

ら
れ
た
の
は
︑﹁
良
﹂
と
さ
れ
た
敬
仲
の
曾
孫
で
あ
る
︒
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︵
11
︶
昭
公
二
十
六
年

　
　

 
申
豐
從
女
賈
︑
以
幣
錦
二
兩
縛
一
如
瑱
︑
適
齊
師
︒
謂
子
猶
之
人
高
齮
︑
能
貨
子
猶
︑
爲
高
氏
後
︑
粟
五
千
庾
︒

　
　

 
申
豐
︑
女
賈
に
從
い
︑
幣
錦
二
兩
を
以
て
一
に
縛
す
る
こ
と
瑱
の
如
く
し
て
︑
齊
師
に
適
く
︒
子
猶
の
人
高
齮
に
謂
う
︑﹁
能
く
子

猶
に
貨
す
れ
ば
︑
高
氏
の
後
と
爲
し
︑
粟
五
千
庾
あ
ら
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
魯
の
申
豐
が
齊
の
高
齮
に
︑
こ
ち
ら
の
願
い
を
聞
き
入
れ
れ
ば
︑
お
前
を
高
氏
の
後
繼
者
と
し
て
や
ろ
う
と
言
う
と
こ
ろ
で
あ

る
︒

　
︵
12
︶
昭
公
二
十
八
年

　
　

 

仲
尼
聞
魏
子
之
舉
也
︑
以
爲
義
曰
︑
近
不
失
親
︑
遠
不
失
舉
︑
可
謂
義
矣
︒
又
聞
其
命
賈
辛
也
︑
以
爲
忠
︑
詩
曰
︑
永
言
配
命
︑
自

求
多
福
︑
忠
也
︒
魏
子
之
舉
也
義
︑
其
命
也
忠
︑
其
長
有
後
於
晉
國
乎
︒

　
　

 

仲
尼
︑
魏
子
の
舉
を
聞
く
や
︑
以
て
義
と
爲
し
て
曰
く
︑﹁
近
き
は
親
を
失
わ
ず
︑
遠
き
は
舉
を
失
わ
ず
︑
義
と
謂
う
べ
し
︒﹂
と
︒

又
其
の
賈
辛
に
命
ず
る
を
聞
き
て
︑
以
て
忠
と
爲
す
︑﹁
詩
に
曰
く
︑
永
く
言
に
命
を
配
し
︑
自
ら
多
福
を
求
む
︑
と
は
︑
忠
な
れ

ば
な
り
︒
魏
子
の
舉
ぐ
る
や
義
︑
其
の
命
ず
る
や
忠
︑
其
れ
長
く
晉
國
に
後
有
ら
ん
か
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
孔
子
の
豫
言
記
事
で
︑
魏
獻
子
が
﹁
義
﹂・﹁
忠
﹂
で
あ
り
︑
晉
國
で
長
く
子
孫
が
續
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
︒
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︵
13
︶
定
公
六
年

　
　

 
陳
寅
曰
︑
子
立
後
而
行
︑
吾
室
亦
不
亡
︒
唯
君
亦
以
我
爲
知
難
而
行
也
︒
見
溷
而
行
︒
趙
簡
子
逆
而
飲
之
酒
於
綿
上
︒
獻
楊
楯
六
十

於
簡
子
︒
陳
寅
曰
︑
昔
吾
主
范
氏
︑
今
子
主
趙
氏
︑
又
有
納
焉
︑
以
楊
楯
賈
禍
︑
弗
可
爲
也
已
︒
然
子
死
晉
國
︑
子
孫
必
得
志
於
宋
︒

　
　

 

陳
寅
曰
く
︑﹁
子
︑
後
を
立
て
て
行
け
ば
︑
吾
が
室
亦
亡
び
ず
︒
唯
だ
君
も
亦
我
を
以
て
難
を
知
り
て
行
く
と
爲
す
な
り
︒﹂
と
︒
溷

を
見
え
し
め
て
行
く
︒
趙
簡
子
逆
え
て
之
に
酒
を
綿
上
に
飲
ま
し
む
︒
楊
楯
六
十
を
簡
子
に
獻
ず
︒
陳
寅
曰
く
︑﹁
昔
︑
吾
︑
范
氏

を
主
と
し
︑
今
︑
子
︑
趙
氏
を
主
と
し
て
︑
又
納
る
る
有
り
︑
楊
楯
を
以
て
禍
い
を
賈
う
︑
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
︒
然
れ
ど
も
子
︑

晉
國
に
死
す
れ
ば
︑
子
孫
必
ず
志
を
宋
に
得
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
宋
の
樂
氏
の
宰
で
あ
る
陳
寅
が
樂
祁
に
︑
あ
な
た
が
後
繼
者
を
立
て
て
か
ら
晉
に
行
け
ば
︑
陳
氏
一
族
も
滅
び
ず
に
す
む
こ
と

を
述
べ
る
︒
後
段
で
︑
樂
祁
の
子
孫
に
關
す
る
豫
言
記
事
が
あ
る
︒

　
︵
14
︶
哀
公
十
三
年

　
　

 

呉
人
乃
止
︒
既
而
悔
之
︑
將
囚
景
伯
︒
景
伯
曰
︑
何
也
立
後
於
魯
矣
︒
將
以
二
乘
與
六
人
從
︒
遲
速
唯
命
︒
遂
囚
以
還
︒

　
　

 

呉
人
乃
ち
止
む
︒
既
に
し
て
之
を
悔
い
︑
將
に
景
伯
を
囚
え
ん
と
す
︒
景
伯
曰
く
︑﹁
何
や
後
を
魯
に
立
つ
︒
將
に
二
乘
と
六
人
と

を
以
て
從
わ
ん
と
す
︒
遲
速
唯
だ
命
の
ま
ま
な
り
︒﹂
と
︒
遂
に
囚
え
て
以
て
還
る
︒

　

こ
こ
は
魯
の
子
服
景
伯
が
︑
自
分
は
魯
に
後
繼
者
を
立
て
て
き
た
こ
と
を
述
べ
る
︒
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︵
15
︶
哀
公
十
四
年

　
　

 
向
魋
奔
衞
︑
向
巣
來
奔
︒
宋
公
使
止
之
曰
︑
寡
人
與
子
有
言
矣
︒
不
可
以
絶
向
氏
之
祀
︒
辭
曰
︑
臣
之
罪
大
︒
盡
滅
桓
氏
可
也
︒
若

以
先
臣
之
故
︑
而
使
有
後
︑
君
之
惠
也
︒
若
臣
則
不
可
以
入
矣
︒

　
　

 

向
魋
︑
衞
に
奔
り
︑
向
巣
來
奔
す
︒
宋
公
︑
之
を
止
め
し
め
て
曰
く
︑﹁
寡
人
と
子
と
言
有
り
︒
以
て
向
氏
の
祀
を
絶
つ
べ
か
ら
ず
︒﹂

と
︒
辭
し
て
曰
く
︑﹁
臣
の
罪
大
な
り
︒
盡
く
桓
氏
を
滅
ぼ
す
と
も
可
な
り
︒
若
し
先
臣
の
故
を
以
て
し
て
︑
後
有
ら
し
め
ば
︑
君

の
惠
な
り
︒
臣
の
若
き
は
則
ち
以
て
入
る
べ
か
ら
ず
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
宋
の
向
巣
が
︑
桓
氏
︵
向
氏
︶
に
後
繼
者
を
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
る
︒

　

以
上
︑︵
７
︶
鄭
の
穆
公
に
關
す
る
事
例
以
外
は
︑
大
夫
ク
ラ
ス
の
個
人
・
族
に
つ
い
て
﹁
後
﹂
の
有
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
︒︵
７
︶

の
事
例
に
お
い
て
も
︑
繁
榮
を
豫
言
さ
れ
て
い
る
﹁
後
﹂
は
鄭
の
公
室
で
は
な
く
︑
世
族
と
な
る
七
穆
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
︑
實
質
的
に

は
大
夫
ク
ラ
ス
の
﹁
後
﹂
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
同
義
と
い
っ
て
よ
い
︒
説
話
に
よ
っ
て
は
︑﹁
德
﹂・﹁
忠
﹂・﹁
敏
﹂・﹁
義
﹂・

﹁
良
﹂
と
い
っ
た
概
念
を
理
由
に
︑﹁
後
﹂
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
﹁
義
﹂・﹁
忠
﹂
の
見
え
る
︵
12
︶
は
孔
子
の
豫
言
記

事
で
あ
り
︑
特
に
後
代
性
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る︶

10
︵

︒

︵
二
︶﹁
後
﹂
が
無
い
と
す
る
表
現
が
現
れ
る
が
︑
實
際
に
は
有
る
事
例
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︵
１
︶
莊
公
十
六
年

　
　

 
九
月
︑
殺
公
子
閼
︑
刖
強
鉏
︒
公
父
定
叔
出
奔
衞
︒
三
年
而
復
之
曰
︑
不
可
使
共
叔
無
後
於
鄭
︒
使
以
十
月
入
曰
︑
良
月
也
︒
就
盈

數
焉
︒

　
　

 

九
月
︑
公
子
閼
を
殺
し
︑
強
鉏
を
刖
す
︒
公
父
定
叔
︑
衞
に
出
奔
す
︒
三
年
に
し
て
之
を
復
し
て
曰
く
︑﹁
共
叔
を
し
て
後
に
後
無

か
ら
し
む
べ
か
ら
ず
︒﹂
と
︒
十
月
を
以
て
入
ら
し
め
て
曰
く
︑﹁
良
月
な
り
︒
盈
數
に
就
く
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
鄭
の
厲
公
が
︑
共
叔
段
の
後
繼
者
を
な
く
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
の
理
由
か
ら
︑
公
父
定
叔
を
呼
び
戻
す
場
面
で
あ
る
︒

　
︵
２
︶
宣
公
四
年

　
　

 

其
孫
箴
尹
克
黄
使
於
齊
︑
還
及
宋
︑
聞
亂
︒
其
人
曰
︑
不
可
以
入
矣
︒
箴
尹
曰
︑
棄
君
之
命
︑
獨
誰
受
之
︒
君
︑
天
也
︑
天
可
逃
乎
︒

遂
歸
︑
復
命
︑
而
自
拘
於
司
敗
︒
王
思
子
文
之
治
楚
國
也
曰
︑
子
文
無
後
︑
何
以
勸
善
︒
使
復
其
所
︑
改
命
曰
生
︒

　
　

 

其
の
孫
箴
尹
克
黄
︑
齊
に
使
し
て
︑
還
り
て
宋
に
及
び
︑
亂
を
聞
く
︒
其
の
人
曰
く
︑﹁
以
て
入
る
べ
か
ら
ず
︒﹂
と
︒
箴
尹
曰
く
︑

﹁
君
の
命
を
棄
つ
れ
ば
︑
獨
り
誰
か
之
を
受
け
ん
︒
君
は
︑
天
な
り
︑
天
は
逃
る
べ
け
ん
や
︒﹂
と
︒
遂
に
歸
り
︑
復
命
し
て
︑
自
ら

司
敗
に
拘
わ
る
︒
王
︑
子
文
の
楚
國
を
治
め
し
を
思
い
て
曰
く
︑﹁
子
文
に
後
無
け
れ
ば
︑
何
を
以
て
善
を
勸
め
ん
︒﹂
と
︒
其
の
所

に
復
せ
し
め
︑
改
め
命
け
て
生
と
曰
う
︒

　

こ
こ
は
楚
の
莊
王
が
令
尹
子
文
の
子
孫
で
あ
る
若
敖
氏
を
滅
ぼ
し
た
後
︑
子
文
の
孫
で
あ
る
克
黄
を
箴
尹
に
復
職
・
改
名
さ
せ
た
説
話
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で
あ
る
︒
莊
王
の
會
話
文
で
︑
子
文
に
後
繼
者
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
後
繼
者
が
い
な
け
れ
ば
︑
ど
う
や
っ

て
﹁
善
﹂
を
勸
め
よ
う
か
と
さ
れ
て
い
る
︒

　
︵
３
︶
成
公
八
年

　
　

 

晉
趙
莊
姫
爲
趙
嬰
之
亡
故
︑
譖
之
于
晉
侯
曰
︑
原
屏
將
爲
亂
︒
欒
郤
爲
徴
︒
六
月
︑
晉
討
趙
同
趙
括
︒
武
從
姫
氏
畜
于
公
宮
︒
以
其

田
與
祁
奚
︒
韓
厥
言
於
晉
侯
曰
︑
成
季
之
勳
︑
宣
孟
之
忠
︑
而
無
後
︑
爲
善
者
其
懼
矣
︒
三
代
之
令
王
皆
數
百
年
保
天
之
祿
︒
夫
豈

無
辟
王
︒
頼
前
哲
以
免
也
︒
周
書
曰
︑
不
敢
侮
鰥
寡
︑
所
以
明
德
也
︒
乃
立
武
︑
而
反
其
田
焉
︒

　
　

 

晉
の
趙
莊
姫
︑
趙
嬰
の
亡
ぐ
る
爲
の
故
に
︑
之
を
晉
侯
に
譖
し
て
曰
く
︑﹁
原
・
屏
將
に
亂
を
爲
さ
ん
と
す
︒﹂
と
︒
欒
・
郤
︑
徴
を

爲
す
︒
六
月
︑
晉
︑
趙
同
・
趙
括
を
討
つ
︒
武
︑
姫
氏
に
從
い
て
公
宮
に
畜
わ
る
︒
其
の
田
を
以
て
祁
奚
に
與
う
︒
韓
厥
︑
晉
侯
に

言
い
て
曰
く
︑﹁
成
季
の
勳
︑
宣
孟
の
忠
に
し
て
︑
後
無
け
れ
ば
︑
善
を
爲
す
者
其
れ
懼
れ
ん
︒
三
代
の
令
王
︑
皆
數
百
年
︑
天
の

祿
を
保
つ
︒
夫
れ
豈
に
辟
王
無
か
ら
ん
や
︒
前
哲
に
頼
り
て
以
て
免
か
る
る
な
り
︒
周
書
に
曰
く
︑
敢
え
て
鰥
寡
を
侮
ら
ず
︑
と
は
︑

德
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
︒﹂
と
︒
乃
ち
武
を
立
て
て
︑
其
の
田
を
反
す
︒

　

こ
こ
は
晉
の
趙
趙
同
・
趙
括
が
滅
ぼ
さ
れ
た
後
︑
韓
厥
に
よ
り
晉
侯
に
對
し
て
︑
趙
衰
の
﹁
勲
﹂・
趙
盾
の
﹁
忠
﹂
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑

趙
氏
の
子
孫
が
無
い
こ
と
に
な
れ
ば
云
々
と
︑
趙
氏
の
子
孫
を
續
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
後
繼

者
が
い
な
け
れ
ば
︑﹁
善
﹂
を
爲
す
者
は
恐
れ
る
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
︒︵
２
︶
と
同
様
︑﹁
後
﹂
と
﹁
善
﹂
と
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
︒
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︵
４
︶
定
公
元
年

　
　

 
叔
孫
︹
成
子
︺
使
告
之
曰
︑
公
衍
公
爲
實
使
羣
臣
不
得
事
君
︒
若
公
子
宋
主
社
稷
︑
則
羣
臣
之
願
也
︒
凡
從
君
出
而
可
以
入
者
︑
將

唯
子
是
聽
︒
子
家
氏
未
有
後
︒
季
孫
願
與
子
從
政
︒
此
皆
季
孫
之
願
也
︒
使
不
敢
以
告
︒︹
子
家
子
︺
對
曰
︑
若
立
君
︑
則
有
卿
士

大
夫
與
守
龜
在
︒
羈
弗
敢
知
︒
︙
︙

　
　

 

叔
孫
︹
成
子
︺︑
之
に
告
げ
し
め
て
曰
く
︑﹁
公
衍
・
公
爲
實
に
羣
臣
を
し
て
君
に
事
う
る
を
得
ざ
ら
し
む
︒
若
し
公
子
宋
︑
社
稷
を

主
れ
ば
︑
則
ち
羣
臣
の
願
い
な
り
︒
凡
そ
君
に
從
い
て
出
で
て
以
て
入
る
べ
き
者
︑
將
に
唯
だ
子
の
み
是
聽
か
ん
と
す
︒
子
家
氏
未

だ
後
有
ら
ず
︒
季
孫
︑
子
と
政
に
從
わ
ん
と
願
う
︒
此
れ
皆
季
孫
の
願
い
な
り
︒
不
敢
を
し
て
以
て
告
げ
し
む
︒﹂
と
︒︹
子
家
子
︺

對
え
て
曰
く
︑﹁
君
を
立
つ
る
が
若
き
は
︑
則
ち
卿
士
大
夫
と
守
龜
と
の
在
る
有
り
︒
羈
敢
え
て
知
ら
ず
︒
︙
︙
﹂
と
︒

　

こ
こ
は
魯
の
叔
孫
成
子
が
子
家
子
に
︑子
家
氏
に
ま
だ
後
繼
者
が
い
な
い
こ
と
を
述
べ
る
︒こ
の
發
言
は
呉
に
對
す
る
一
種
の
レ
ト
リ
ッ

ク
で
︑
子
家
氏
が
斷
絶
す
る
わ
け
で
は
な
い
︒

　

以
上
︑︵
４
︶
以
外
は
﹁
後
﹂
が
無
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
文
脈
で
あ
る
︒
ま
た
い
ず
れ
の
説
話
で
も
大
夫
層
の
﹁
後
﹂
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
︒︵
２
︶・︵
３
︶
は
﹁
後
﹂
が
な
け
れ
ば
﹁
善
﹂
を
爲
す
者
が
い
な
く
な
る
と
さ
れ
て
い
る
︒

︵
三
︶﹁
後
﹂
が
無
い
事
例

　
︵
１
︶
莊
公
三
十
二
年
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︵
一
︶︵
４
︶
の
事
例
で
あ
る
か
ら
原
文
は
省
略
す
る
︒
こ
こ
は
成
季
が
叔
牙
に
自
害
を
強
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　
︵
２
︶
僖
公
十
一
年

　
　

 

天
王
使
召
武
公
內
史
過
賜
晉
侯
命
︒
受
玉
惰
︒
過
歸
︑
告
王
曰
︑
晉
侯
其
無
後
乎
︒
王
賜
之
命
︑
而
惰
於
受
瑞
︒
先
自
弃
也
已
︑
其

何
繼
之
有
︒
禮
國
之
幹
也
︑
敬
禮
之
輿
也
︒
不
敬
則
禮
不
行
︑
禮
不
行
則
上
下
昏
︒
何
以
長
世
︒

　
　

 

天
王
︑
召
武
公
・
內
史
過
を
し
て
晉
侯
に
命
を
賜
わ
し
む
︒
玉
を
受
く
る
こ
と
惰
な
り
︒
過
歸
り
︑
王
に
告
げ
て
曰
く
︑﹁
晉
侯
其

れ
後
無
か
ら
ん
か
︒
王
之
に
命
を
賜
い
て
︑
瑞
を
受
く
る
に
惰
な
り
︒
先
ず
自
ら
弃
つ
る
の
み
︑
其
れ
何
の
繼
か
之
有
ら
ん
︒
禮
は

國
の
幹
な
り
︑
敬
は
禮
の
輿
な
り
︒
敬
せ
ざ
れ
ば
則
ち
禮
行
わ
れ
ず
︑
禮
行
わ
れ
ざ
れ
ば
則
ち
上
下
昏
し
︒
何
を
以
て
世
を
長
く
せ

ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
晉
の
惠
公
に
は
﹁
禮
﹂・﹁
敬
﹂
が
缺
け
て
お
り
︑
そ
の
子
孫
は
續
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
︑
周
の
内
史
過
に
よ
る
豫
言
で
あ
る
︒

　
︵
３
︶
僖
公
二
十
三
年

　
　

 

九
月
︑
晉
惠
公
卒
︒
懷
公
立
︑
命
無
從
亡
人
︑
期
期
而
不
至
︑
無
赦
︒
狐
突
之
子
毛
及
偃
從
重
耳
在
秦
︑
弗
召
︒
冬
︑
懷
公
執
狐
突

曰
︑
子
來
則
免
︒
對
曰
︑
子
之
能
仕
︑
父
教
之
忠
︑
古
之
制
也
︒
策
名
委
質
︑
貳
乃
辟
也
︒
今
臣
之
子
︑
名
在
重
耳
︑
有
年
數
矣
︒

若
又
召
之
︑
教
之
貳
也
︒
父
教
子
貳
︑
何
以
事
君
︒
刑
之
不
濫
︑
君
之
明
也
︑
臣
之
願
也
︒
淫
刑
以
逞
︑
誰
則
無
罪
︒
臣
聞
命
矣
︒

乃
殺
之
︒
卜
偃
稱
疾
不
出
曰
︑
周
書
有
之
︑
乃
大
明
服
︒
己
則
不
明
︑
而
殺
人
以
逞
︑
不
亦
難
乎
︒
民
不
見
德
︑
而
唯
戮
是
聞
︒
其
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何
後
之
有
︒

　
　

 
九
月
︑
晉
の
惠
公
卒
す
︒
懷
公
立
ち
︑
亡
人
に
從
う
こ
と
無
か
れ
︑
期
を
期
し
て
至
ら
ざ
れ
ば
︑
赦
す
こ
と
無
か
ら
ん
と
命
ず
︒
狐

突
の
子
︑
毛
と
偃
と
重
耳
に
從
い
て
秦
に
在
り
︑
召
さ
ず
︒
冬
︑
懷
公
︑
狐
突
を
執
え
て
曰
く
︑﹁
子
來
ら
ば
則
ち
免
さ
ん
︒﹂
と
︒

對
え
て
曰
く
︑﹁
子
の
能
く
仕
う
れ
ば
︑
父
之
に
忠
を
教
う
る
は
︑
古
の
制
な
り
︒
策
名
委
質
し
て
︑
貳
す
れ
ば
乃
ち
辟
な
り
︒
今

臣
の
子
︑
名
の
重
耳
に
在
る
こ
と
︑
年
數
有
り
︒
若
し
又
之
を
召
さ
ば
︑
之
に
貳
を
教
う
る
な
り
︒
父
︑
子
に
貳
を
教
う
れ
ば
︑
何

を
以
て
君
に
事
え
ん
︒
刑
の
濫
れ
ざ
る
は
︑
君
の
明
な
り
︑
臣
の
願
い
な
り
︒
刑
を
淫
り
に
し
て
以
て
逞
く
す
れ
ば
︑
誰
か
則
ち
罪

無
か
ら
ん
︒
臣
命
を
聞
け
り
︒﹂
と
︒
乃
ち
之
を
殺
す
︒
卜
偃
疾
と
稱
し
て
出
ず
し
て
曰
く
︑﹁
周
書
に
之
有
り
︑
乃
ち
大
い
に
明
ら

か
な
れ
ば
服
す
︑
と
︒
己
は
則
ち
不
明
に
し
て
︑
人
を
殺
し
て
以
て
逞
く
す
︑
亦
難
か
ら
ず
や
︒
民
︑
德
を
見
ず
し
て
︑
唯
戮
を
是

れ
聞
く
︒
其
れ
何
の
後
か
之
有
ら
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
晉
の
懷
公
が
德
な
く
し
て
戮
の
み
あ
る
と
し
て
︑
そ
の
子
孫
は
續
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
︑
晉
の
卜
偃
に
よ
る
豫
言
で
あ
る
︒

反
語
表
現
で
あ
る
か
ら
︑﹁
後
﹂
の
無
い
事
例
に
含
め
る
︒

　
︵
４
︶
僖
公
二
十
三
年

　
　

 

及
鄭
︑
鄭
文
公
亦
不
禮
焉
︒
叔
詹
諫
曰
︑
臣
聞
天
之
所
啓
︑
人
弗
及
也
︒
晉
公
子
有
三
焉
︒
天
其
或
者
將
建
諸
︒
君
其
禮
焉
︒
男
女

同
姓
︑
其
生
不
蕃
︒
晉
公
子
姫
出
也
︑
而
至
於
今
︑
一
也
︒
離
外
之
患
︑
而
天
不
靖
晉
國
︑
殆
將
啓
之
︑
二
也
︒
有
三
士
足
以
上
人

而
從
之
︑
三
也
︒
晉
鄭
同
儕
︑
其
過
子
弟
固
將
禮
焉
︒
況
天
之
所
啓
乎
︒
弗
聽
︒
及
楚
︑
楚
子
饗
之
曰
︑
︙
︙
楚
子
曰
︑﹁
晉
公
子
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廣
而
儉
︑
文
而
有
禮
︒
其
從
者
肅
而
寛
︑
忠
而
能
力
︒
晉
侯
無
親
︑
外
内
惡
之
︒
吾
聞
姫
姓
唐
叔
之
後
︑
其
後
衰
者
也
︒
其
將
由
晉

公
子
乎
︒
︙
︙
﹂

　
　

 
鄭
に
及
び
︑
鄭
の
文
公
も
亦
禮
せ
ず
︒
叔
詹
諫
め
て
曰
く
︑﹁
臣
聞
く
︑
天
の
啓
く
所
︑
人
及
ば
ざ
る
な
り
︒
晉
の
公
子
に
三
有
り
︒

天
其
れ
或
い
は
將
に
諸
を
建
て
ん
と
す
る
か
︒
君
其
れ
禮
せ
よ
︒
男
女
同
姓
な
れ
ば
︑
其
の
生
蕃
ら
ず
︒
晉
の
公
子
は
姫
の
出
な
り
︑

而
し
て
今
に
至
る
は
︑
一
な
り
︒
外
の
患
い
に
離
り
て
︑
天
︑
晉
國
を
靖
ん
ぜ
ず
︑
殆
ん
ど
將
に
之
を
啓
か
ん
と
す
る
は
︑
二
な
り
︒

三
士
の
以
て
人
に
上
た
る
に
足
る
有
り
て
之
に
從
う
は
︑
三
な
り
︒
晉
・
鄭
は
同
儕
な
り
︑
其
の
過
ぐ
る
子
弟
も
固
よ
り
將
に
禮
せ

ん
と
す
︒
況
ん
や
天
の
啓
く
所
を
や
︒﹂
と
︒
聽
か
ず
︒
楚
に
及
び
︑
楚
子
︑
之
を
饗
し
て
曰
く
︑
︙
︙
楚
子
曰
く
︑﹁
晉
の
公
子
は

廣
に
し
て
儉
︑
文
に
し
て
禮
有
り
︒
其
の
從
者
は
肅
に
し
て
寛
︑
忠
に
し
て
能
く
力
む
︒
晉
侯
親
無
く
︑
外
内
之
を
惡
む
︒
吾
聞
く
︑

姫
姓
は
唐
叔
の
後
︑
其
れ
後
に
衰
う
る
者
な
り
︑
と
︒
其
れ
將
に
晉
の
公
子
に
由
ら
ん
と
す
る
か
︒
︙
︙
﹂
と
︒

　

こ
こ
は
楚
の
成
王
が
晉
の
重
耳
︵
後
の
文
公
︶
に
つ
い
て
語
る
部
分
で
あ
る
︒
こ
こ
は
姫
姓
で
は
唐
叔
の
子
孫
︑
つ
ま
り
晉
が
最
後
に

滅
ぶ
と
す
る
傳
聞
で
あ
る
︒
最
終
的
に
は
﹁
後
﹂
が
衰
え
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
︑﹁
後
﹂
が
無
い
事
例
に
含
め
て
お
く
︒

　
︵
５
︶
襄
公
二
十
五
年

　
　

 

衞
獻
公
自
夷
儀
使
與
甯
喜
言
︒
甯
喜
許
之
︒
大
叔
文
子
聞
之
曰
︑
烏
呼
︑
詩
所
謂
我
躬
不
説
︑
皇
恤
我
後
者
︒
甯
子
可
謂
不
恤
其
後

矣
︒
將
可
乎
哉
︒
殆
必
不
可
︒
君
子
之
行
︑
思
其
終
也
︑
思
其
復
也
︒
書
曰
︑
愼
始
而
敬
終
︑
終
以
不
困
︒
詩
曰
︑
夙
夜
匪
解
︑
以

事
一
人
︒
今
甯
子
視
君
不
如
弈
棋
︒
其
何
以
免
乎
︒
弈
者
舉
棋
不
定
︑
不
勝
其
耦
︒
而
況
置
君
而
弗
定
乎
︒
必
不
免
矣
︒
九
世
之
卿
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族
︑
一
舉
而
滅
之
︑
可
哀
也
哉
︒

　
　

 
衞
の
獻
公
︑
夷
儀
自
り
甯
喜
と
言
わ
し
む
︒
甯
喜
之
を
許
す
︒
大
叔
文
子
之
を
聞
き
て
曰
く
︑﹁
烏
呼
︑
詩
に
所
謂
﹁
我
が
躬
説
れ

ら
れ
ず
︑
我
が
後
を
恤
う
る
に
皇
あ
ら
ん
や
﹂
者
な
り
︒
甯
子
は
其
の
後
を
恤
え
ず
と
謂
う
べ
し
︒
將
た
可
な
ら
ん
や
︒
殆
ん
ど
必

ず
不
可
な
ら
ん
︒
君
子
の
行
は
︑
其
の
終
を
思
い
︑
其
の
復
を
思
う
な
り
︒
書
に
曰
く
︑﹁
始
を
愼
み
て
終
を
敬
す
れ
ば
︑
終
り
以

て
困
ま
ず
︒﹂
と
︒
詩
に
曰
く
︑﹁
夙
夜
解
ら
ず
︑
以
て
一
人
に
事
う
︒﹂
と
︒
今
甯
子
︑
君
を
視
る
こ
と
弈
棋
に
如
か
ず
︒
其
れ
何

を
以
て
免
れ
ん
や
︒
弈
者
︑
棋
を
舉
げ
て
定
ま
ら
ざ
れ
ば
︑
其
の
耦
に
勝
た
ず
︒
而
る
を
況
ん
や
君
を
置
き
て
定
ま
ら
ざ
る
を
や
︒

必
ず
免
れ
ざ
ら
ん
︒
九
世
の
卿
族
︑
一
舉
に
し
て
之
を
滅
ぼ
す
︑
哀
し
む
べ
き
か
な
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
衞
の
大
叔
文
子
が
﹃
詩
﹄
小
雅
小
弁
の
引
用
し
つ
つ
︑
甯
喜
が
自
分
の
子
孫
を
氣
に
し
な
い
と
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
︑﹁
九

世
の
卿
族
﹂
甯
氏
が
滅
亡
す
る
豫
言
記
事
で
も
あ
る
︒﹁
つ
つ
し
む
﹂
の
意
を
も
つ
﹁
愼
﹂・﹁
敬
﹂
と
い
っ
た
言
葉
が
甯
喜
の
振
る
舞
い

の
對
と
し
て
︑
經
書
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
︒

　
︵
６
︶
昭
公
十
年

　
　

 

昭
子
至
自
晉
︑
大
夫
皆
見
︒
高
彊
見
而
退
︒
昭
子
語
諸
大
夫
曰
︑
爲
人
子
不
可
不
愼
也
哉
︒
昔
慶
封
亡
︑
子
尾
多
受
邑
而
稍
致
諸
君
︒

君
以
爲
忠
︑
而
甚
寵
之
︒
將
死
︑
疾
于
公
宮
︑
輦
而
歸
︑
君
親
推
之
︒
其
子
不
能
任
︑
是
以
在
此
︒
忠
爲
令
德
︑
其
子
弗
能
任
︑
罪

猶
及
之
︒
難
不
愼
也
︒
喪
夫
人
之
力
︑
棄
德
曠
宗
︑
以
及
其
身
︑
不
害
乎
︒
詩
曰
︑
不
自
我
先
︑
不
自
我
後
︒
其
是
之
謂
乎
︒

　
　

 

昭
子
︑
晉
自
り
至
り
︑
大
夫
皆
見
ゆ
︒
高
彊
見
え
て
退
く
︒
昭
子
︑
諸
大
夫
に
語
げ
て
曰
く
︑﹁
人
の
子
爲
り
て
愼
ま
ざ
る
べ
か
ら
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ざ
る
か
な
︒
昔
慶
封
亡
ぐ
る
に
︑
子
尾
多
く
邑
を
受
け
て
稍
く
に
し
て
諸
を
君
に
致
す
︒
君
以
て
忠
と
爲
し
て
︑
甚
だ
之
を
寵
す
︒

將
に
死
せ
ん
と
し
て
︑
公
宮
に
疾
み
︑
輦
に
て
歸
る
に
︑
君
親
ら
之
を
推
す
︒
其
の
子
︑
任
う
る
能
わ
ず
︑
是
を
以
て
此
に
在
り
︒

忠
は
令
德
爲
り
︑
其
の
子
︑
任
う
る
能
わ
ず
︑
罪
猶
お
之
に
及
ぶ
︒
難
し
︑
愼
ま
ざ
る
や
︒
夫
の
人
の
力
を
喪
い
︑
德
を
棄
て
宗
を

曠
し
く
し
て
︑
以
て
其
の
身
に
及
ぶ
︑
害
な
ら
ず
や
︒
詩
に
曰
く
︑﹁
我
自
り
先
な
ら
ず
︑
我
自
り
後
な
ら
ず
︒﹂
と
︒
其
れ
是
を
之

謂
う
か
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
魯
の
叔
孫
昭
子
が
﹃
詩
﹄
小
雅
正
月
を
引
用
し
て
︑
齊
の
子
尾
の
後
繼
者
が
先
代
の
﹁
忠
﹂
を
繼
承
で
き
ず
︑
魯
に
亡
命
し
た

こ
と
を
戒
め
て
い
る
︒
彼
に
は
﹁
愼
﹂・﹁
德
﹂
が
な
い
と
さ
れ
る
︒

　
︵
７
︶
昭
公
十
五
年

　
　

 

賓
出
︑
王
曰
︑
籍
父
其
無
後
乎
︒
數
典
而
忘
其
祖
︒
籍
談
歸
以
告
叔
向
︒
叔
向
曰
︑
王
其
不
終
乎
︒
︙
︙

　
　

 

賓
出
で
て
︑
王
曰
く
︑﹁
籍
父
は
其
れ
後
無
き
か
︒
典
を
數
え
て
其
の
祖
を
忘
る
︒﹂
と
︒
籍
談
歸
り
て
以
て
叔
向
に
告
ぐ
︒
叔
向
曰

く
︑﹁
王
其
れ
終
わ
ら
ざ
ら
ん
か
︒
︙
︙
﹂
と
︒

　

こ
こ
は
周
の
景
王
が
晉
の
籍
談
の
子
孫
が
絶
え
る
こ
と
を
豫
言
し
て
い
る
︒

　
︵
８
︶
昭
公
二
十
八
年
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初
︑
叔
向
欲
娶
於
申
公
巫
臣
氏
︒
其
母
欲
娶
其
黨
︒
叔
向
曰
︑
吾
母
多
而
庶
鮮
︒
吾
懲
舅
氏
矣
︒
其
母
曰
︑
子
靈
之
妻
殺
三
夫
一
君

一
子
︑
而
亡
一
國
兩
卿
矣
︒
可
無
懲
乎
︒
吾
聞
之
︑
甚
美
必
有
甚
惡
︒
是
鄭
穆
少
妃
姚
子
之
子
︑
子
貉
之
妹
也
︒
子
貉
早
死
無
後
︑

而
天
鍾
美
於
是
︑
將
必
以
是
大
有
敗
也
︒
昔
有
仍
氏
生
女
︑
黰
黑
而
甚
美
︑
光
可
以
鑑
︒
名
曰
玄
妻
︒
樂
正
后
夔
取
之
︑
生
伯
封
︒

實
有
豕
心
︑
貪
惏
無
饜
︑
忿
纇
無
期
︒
謂
之
封
豕
︒
有
窮
后
羿
滅
之
︑
夔
是
以
不
祀
︒
且
三
代
之
亡
︑
共
子
之
廢
︑
皆
是
物
也
︒
女

何
以
爲
哉
︒
夫
有
尤
物
足
以
移
人
︒
苟
非
德
義
︑
則
必
有
禍
︒
叔
向
懼
︑
不
敢
取
︒
平
公
強
使
取
之
︑
生
伯
石
︒
︙
︙
曰
︑
是
豺
狼

之
聲
也
︒
狼
子
野
心
︒
非
是
莫
喪
羊
舌
氏
矣
︒
遂
弗
視
︒

　
　

 

初
め
︑
叔
向
︑
申
公
巫
臣
氏
に
娶
ら
ん
と
欲
す
︒
其
の
母
︑
其
の
黨
に
娶
ら
ん
と
欲
す
︒
叔
向
曰
く
︑﹁
吾
が
母
多
く
し
て
庶
鮮
し
︒

吾
︑
舅
氏
に
懲
る
︒﹂
と
︒
其
の
母
曰
く
︑﹁
子
靈
の
妻
︑
三
夫
一
君
一
子
を
殺
し
て
︑
一
國
兩
卿
を
亡
ぼ
す
︒
懲
る
る
無
か
る
べ
け

ん
や
︒
吾
之
を
聞
く
︑
甚
だ
美
な
れ
ば
必
ず
甚
だ
惡
な
る
有
り
︒
と
︒
是
れ
鄭
穆
の
少
妃
︑
姚
子
の
子
︑
子
貉
の
妹
な
り
︒
子
貉
早

く
死
し
て
後
無
く
し
て
︑
天
︑
美
を
是
に
鍾
め
︑
將
に
必
ず
是
を
以
て
大
い
に
敗
有
ら
ん
と
す
る
な
り
︒
昔
有
仍
氏
︑
女
を
生
み
︑

黰
黑
に
し
て
甚
だ
美
︑
光
以
て
鑑
と
す
べ
し
︒
名
づ
け
て
玄
妻
と
曰
う
︒
樂
正
后
夔
之
を
取
り
︑
伯
封
を
生
む
︒
實
に
豕
心
有
り
︑

貪
惏
に
し
て
饜
く
無
く
︑
忿
纇
に
し
て
期
無
し
︒
之
を
封
豕
と
謂
う
︒
有
窮
の
后
羿
之
を
滅
ぼ
し
︑
夔
是
を
以
て
祀
ら
れ
ず
︒
且
つ

三
代
の
亡
︑
共
子
の
廢
は
︑
皆
是
の
物
な
り
︒
女
何
を
以
て
爲
さ
ん
や
︒
夫
れ
尤
物
︑
以
て
人
を
移
す
に
足
る
有
り
︒
苟
し
德
義
に

非
ざ
れ
ば
︑
則
ち
必
ず
禍
有
り
︒﹂
と
︒
叔
向
懼
れ
︑
敢
え
て
取
ら
ず
︒
平
公
強
い
て
之
を
取
ら
し
め
︑
伯
石
を
生
む
︒
︙
︙
曰
く
︑

﹁
是
れ
豺
狼
の
聲
な
り
︒
狼
子
は
野
心
な
り
︒
是
に
非
ず
ん
ば
羊
舌
氏
を
喪
う
莫
か
ら
ん
︒﹂
と
︒
遂
に
視
ず
︒

　

こ
こ
は
晉
の
叔
向
の
母
が
︑申
公
巫
臣
の
妻
︑つ
ま
り
夏
姫
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
で
︑そ
の
兄
で
あ
る
子
貉
に
後
繼
者
が
い
な
か
っ
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た
こ
と
を
い
う
︒

　
︵
９
︶
哀
公
十
七
年

　
　

將
入
城
︒︹
趙
︺
簡
子
曰
︑
止
︒
叔
向
有
言
曰
︑
怙
亂
滅
國
者
無
後
︒

　
　

 

將
に
城
に
入
ら
ん
と
す
︒︹
趙
︺
簡
子
曰
く
︑﹁
止
め
よ
︒
叔
向
言
う
有
り
て
曰
く
︑﹁
亂
を
怙
み
て
國
を
滅
ぼ
す
者
は
後
無
し
︒﹂﹂
と
︒

　

こ
こ
は
晉
の
趙
簡
子
が
︑
叔
向
の
言
葉
を
引
用
し
な
が
ら
︑
亂
に
乘
じ
て
國
を
滅
ぼ
す
者
は
後
繼
者
が
絶
え
る
と
述
べ
る
︒

　

以
上
︑︵
２
︶・︵
３
︶・︵
４
︶
は
國
君
の
﹁
後
﹂
が
無
い
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
︑
そ
れ
以
外
は
大
夫
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
の

記
事
で
あ
る
︒

　
﹁
後
﹂
が
無
い
に
は
そ
れ
相
應
の
理
由
が
あ
る
場
合
が
あ
り
︑
そ
う
し
た
事
例
で
は
﹁
後
﹂
の
無
い
者
に
は
﹁
禮
﹂・﹁
敬
﹂・﹁
愼
﹂・﹁
德
﹂

の
い
ず
れ
か
少
な
く
と
も
一
つ
が
缺
け
て
い
る
と
さ
れ
る
︒﹁
禮
﹂・﹁
敬
﹂
は
豫
言
記
事
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

︵
四
︶
單
に
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
示
す
事
例

　
︵
１
︶
莊
公
二
十
二
年

　
︵
一
︶︵
３
︶
と
同
じ
箇
所
で
あ
る
か
ら
原
文
は
省
略
す
る
︒
陳
の
厲
公
が
子
の
敬
仲
に
つ
い
て
筮
し
た
結
果
を
い
う
と
こ
ろ
で
︑
姜
姓

は
大
嶽
の
後
で
あ
る
と
さ
れ
る
︒
こ
こ
の
﹁
後
﹂
は
直
接
に
は
齊
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
︑
説
話
全
體
と
し
て
は
齊
の
陳
氏
に
關
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す
る
内
容
で
あ
る
︒

　
︵
２
︶
莊
公
三
十
二
年

　
︵
一
︶︵
５
︶
と
同
じ
箇
所
で
あ
る
か
ら
原
文
は
省
略
す
る
︒
こ
こ
は
魯
の
莊
公
の
﹁
後
﹂
に
つ
い
て
問
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑
地
の
文

に
書
か
れ
て
い
る
︒

　
︵
３
︶
僖
公
二
十
四
年

　
　

 

宋
及
楚
平
︑
宋
成
公
如
楚
︒
還
︑
入
於
鄭
︒
鄭
伯
將
享
之
︑
問
禮
於
皇
武
子
︒
對
曰
︑
宋
︑
先
代
之
後
也
︑
於
周
爲
客
︒
天
子
有
事

膰
焉
︑
有
喪
拜
焉
︒
豐
厚
可
也
︒
鄭
伯
從
之
︑
享
宋
公
有
加
︑
禮
也
︒

　
　

 

宋
と
楚
と
平
ら
ぎ
︑
宋
の
成
公
︑
楚
に
如
く
︒
還
り
て
︑
鄭
に
入
る
︒
鄭
伯
將
に
之
を
享
せ
ん
と
し
︑
禮
を
皇
武
子
に
問
う
︒
對
え

て
曰
く
︑﹁
宋
は
︑
先
代
の
後
な
り
︑
周
に
於
い
て
客
爲
り
︒
天
子
事
有
れ
ば
膰
し
︑
喪
有
れ
ば
拜
す
︒
豐
厚
に
す
れ
ば
可
な
り
︒﹂

と
︒
鄭
伯
之
に
從
い
︑
宋
公
を
享
す
る
に
加
う
る
有
る
は
︑
禮
な
り
︒

　

こ
こ
は
宋
の
皇
武
子
が
鄭
に
お
け
る
禮
に
つ
い
て
宋
の
成
公
に
回
答
し
た
と
こ
ろ
で
︑
宋
は
先
代
︑
つ
ま
り
商
の
子
孫
と
さ
れ
て
い
る
︒

　
︵
４
︶
宣
公
十
五
年

　
　

 

潞
子
嬰
兒
之
夫
人
︑
晉
景
公
之
姊
也
︒
酆
舒
爲
政
而
殺
之
︑
又
傷
潞
子
之
目
︒
晉
侯
將
伐
之
︒
諸
大
夫
皆
曰
︑
不
可
︒
酆
舒
有
三
儁
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才
︑
不
如
待
後
之
人
︒
伯
宗
曰
︑
必
伐
之
︒
狄
有
五
罪
︑
儁
才
雖
多
︑
何
補
焉
︒
不
祀
︑
一
也
︒
耆
酒
︑
二
也
︒
棄
仲
章
而
奪
黎
氏

地
︑
三
也
︒
虐
我
伯
姫
︑
四
也
︒
傷
其
君
目
︑
五
也
︒
怙
其
儁
才
︑
而
不
以
茂
德
︑
茲
益
罪
也
︒
後
之
人
或
者
將
敬
奉
德
義
以
事
神

人
︑
而
申
固
其
命
︑
若
之
何
待
之
︒
不
討
有
罪
曰
將
待
後
︑
後
有
辭
而
討
焉
︑
毋
乃
不
可
乎
︒
夫
恃
才
與
衆
︑
亡
之
道
也
︒
商
紂
由

之
︑
故
滅
︒
天
反
時
爲
災
︑
地
反
物
爲
妖
︑
民
反
德
爲
亂
︒
亂
則
妖
災
生
︒
故
文
︑
反
正
爲
乏
︒
盡
在
狄
矣
︒
晉
侯
從
之
︒
六
月
癸

卯
︑
晉
荀
林
父
敗
赤
狄
于
曲
梁
︒
辛
亥
︑
滅
潞
︒
酆
舒
奔
衞
︑
衞
人
歸
諸
晉
︑
晉
人
殺
之
︒

　
　

 

潞
子
嬰
兒
の
夫
人
は
︑
晉
の
景
公
の
姊
な
り
︒
酆
舒
︑
政
を
爲
し
て
之
を
殺
し
︑
又
潞
子
の
目
を
傷
つ
く
︒
晉
侯
將
に
之
を
伐
た
ん

と
す
︒
諸
大
夫
皆
曰
く
︑﹁
不
可
な
り
︒
酆
舒
に
三
儁
才
有
り
︑
後
の
人
を
待
つ
に
如
か
ず
︒﹂
と
︒
伯
宗
曰
く
︑﹁
必
ず
之
を
伐
て
︒

狄
に
五
罪
有
り
︑
儁
才
多
し
と
雖
も
︑
何
ぞ
補
わ
ん
︒
祀
ら
ざ
る
は
︑
一
な
り
︒
酒
を
耆
む
は
︑
二
な
り
︒
仲
章
を
棄
て
て
黎
氏
の

地
を
奪
う
は
︑
三
な
り
︒
我
が
伯
姫
を
虐
ぐ
る
は
︑
四
な
り
︒
其
の
君
の
目
を
傷
つ
く
る
は
︑
五
な
り
︒
其
の
儁
才
を
怙
み
て
︑
以

て
德
を
茂
め
ざ
る
は
︑
茲
れ
罪
を
益
す
な
り
︒
後
の
人
或
は
將
に
敬
み
て
德
義
を
奉
じ
て
以
て
神
人
に
事
え
て
︑
申
ね
て
其
の
命
を

固
く
せ
ん
と
す
︑
之
を
若
何
ぞ
之
を
待
た
ん
︒
罪
有
る
を
討
た
ず
し
て
將
に
後
を
待
た
ん
と
す
と
曰
う
も
︑
後
に
辭
有
り
て
討
ち
︑

乃
ち
不
可
な
る
こ
と
毋
か
ら
ん
か
︒
夫
れ
才
と
衆
と
を
恃
む
は
︑
亡
の
道
な
り
︒
商
紂
之
に
由
る
︑
故
に
滅
ぶ
︒
天
︑
時
に
反
す
れ

ば
災
を
爲
し
︑
地
︑
物
に
反
す
れ
ば
妖
を
爲
し
︑
民
︑
德
に
反
す
れ
ば
亂
を
爲
す
︒
亂
な
れ
ば
則
ち
妖
災
生
ず
︒
故
に
文
︑
正
に
反

す
る
を
乏
と
爲
す
︒
盡
く
狄
に
在
り
︒﹂
と
︒
晉
侯
之
に
從
う
︒
六
月
癸
卯
︑
晉
の
荀
林
父
︑
赤
狄
を
曲
梁
に
敗
る
︒
辛
亥
︑
潞
を

滅
ぼ
す
︒
酆
舒
︑
衞
に
奔
り
︑
衞
人
︑
諸
を
晉
に
歸
り
︑
晉
人
之
を
殺
す
︒

　

こ
こ
の
﹁
後
﹂
は
﹁
後
之
人
﹂
と
あ
っ
て
他
の
﹁
後
﹂
の
用
例
と
は
若
干
表
現
が
異
な
る
が
︑
後
繼
者
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
た
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め
檢
討
對
象
に
含
め
る
︒
こ
こ
の
﹁
後
﹂
は
赤
狄
の
一
派
︑
潞
の
酆
舒
の
後
繼
者
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
︑
晉
の
大
夫
達
や
伯

宗
の
會
話
文
に
現
れ
る
︒

　
︵
５
︶
宣
公
十
八
年

　
　

 

公
孫
歸
父
以
襄
仲
之
立
公
也
有
寵
︒
欲
去
三
桓
以
張
公
室
︒
與
公
謀
而
聘
于
晉
︑
欲
以
晉
人
去
之
︒
冬
︑
公
薨
︒
季
文
子
言
於
朝
曰
︑

使
我
殺
適
立
庶
以
失
大
援
者
︑
仲
也
夫
︒
臧
宣
叔
怒
曰
︑
當
其
時
不
能
治
也
︑
後
之
人
何
罪
︒
子
欲
去
之
︑
許
請
去
之
︒
遂
逐
東
門

氏
︒
子
家
還
及
笙
︑
壇
帷
︑
復
命
於
介
︒
既
復
命
︑
袒
括
髪
︑
即
位
哭
︑
三
踊
而
出
︒
遂
奔
齊
︒
書
曰
︑
歸
父
還
自
晉
︑
善
之
也
︒

　
　

 

公
孫
歸
父
︑
襄
仲
の
公
を
立
つ
る
を
以
て
寵
有
り
︒
三
桓
を
去
り
て
以
て
公
室
を
張
ら
ん
と
欲
す
︒
公
と
謀
り
て
晉
に
聘
し
︑
晉
人

を
以
て
之
を
去
ら
ん
と
欲
す
︒
冬
︑
公
薨
ず
︒
季
文
子
朝
に
言
い
て
曰
く
︑﹁
我
を
し
て
適
を
殺
し
て
庶
を
立
て
以
て
大
援
を
失
わ

し
む
る
者
は
︑
仲
な
る
か
な
︒﹂
と
︒
臧
宣
叔
怒
り
て
曰
く
︑﹁
其
の
時
に
當
り
て
治
む
る
こ
と
能
わ
ず
︑
後
の
人
何
ぞ
罪
あ
ら
ん
︒

子
︑
之
を
去
ら
ん
と
欲
せ
ば
︑
許
請
う
之
を
去
ら
ん
︒﹂
と
︒
遂
に
東
門
氏
を
逐
う
︒
子
家
還
り
て
笙
に
及
び
︑
壇
帷
し
て
︑
介
に

復
命
す
︒
既
に
復
命
し
︑
袒
し
て
髪
を
括
ね
︑
位
に
即
き
て
哭
し
︑
三
踊
し
て
出
ず
︒
遂
に
齊
に
奔
る
︒
書
し
て
曰
く
︑
歸
父
晉
自

り
還
る
と
は
︑
之
を
善
み
す
る
な
り
︒

　

こ
れ
も
﹁
後
之
人
﹂
の
用
例
で
あ
る
︒
こ
こ
は
魯
の
臧
宣
叔
が
︑
東
門
襄
仲
の
子
で
あ
る
公
孫
歸
父
︵
子
家
︶
に
つ
い
て
い
う
と
こ
ろ

で
あ
る
︒
襄
仲
が
﹁
適
を
殺
し
て
庶
を
立
て
﹂
た
こ
と
を
口
實
に
︑
季
文
子
が
子
家
を
追
放
し
よ
う
と
す
る
と
︑
臧
宣
叔
は
襄
仲
の
﹁
後
﹂

の
人
に
は
罪
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
︒
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︵
６
︶
成
公
二
年

　
　

 
晉
侯
使
鞏
朔
獻
齊
捷
于
周
︒
王
弗
見
︑
使
單
襄
公
辭
焉
曰
︑
蠻
夷
戎
狄
︑
不
式
王
命
︑
淫
湎
毀
常
︒
王
命
伐
之
︑
則
有
獻
捷
︒
王
親

受
而
勞
之
︒
所
以
懲
不
敬
勸
有
功
也
︒
兄
弟
甥
舅
︑
侵
敗
王
略
︒
王
命
伐
之
︑
告
事
而
已
︑
不
獻
其
功
︒
所
以
敬
親
暱
禁
淫
慝
也
︒

今
叔
父
克
遂
有
功
于
齊
︑
而
不
使
命
卿
鎭
撫
王
室
︒
所
使
來
撫
余
一
人
︑
而
鞏
伯
實
來
︑
未
有
職
司
於
王
室
︒
又
奸
先
王
之
禮
︒
余

雖
欲
於
鞏
伯
︑
其
敢
廢
舊
典
以
忝
叔
父
︒
夫
齊
︑
甥
舅
之
國
也
︑
而
大
師
之
後
也
︒
寧
不
亦
淫
從
其
欲
以
怒
叔
父
︒
抑
豈
不
可
諫
誨
︒

士
莊
伯
不
能
對
︒

　
　

 

晉
侯
︑
鞏
朔
を
し
て
齊
の
捷
を
周
に
獻
ぜ
し
む
︒
王
見
え
ず
︑
單
襄
公
を
し
て
辭
せ
し
め
て
曰
く
︑﹁
蠻
夷
戎
狄
︑
王
命
を
式
い
ず
︑

淫
湎
常
を
毀
る
︒
王
命
じ
て
之
を
伐
て
ば
︑
則
ち
捷
を
獻
ず
る
こ
と
有
り
︒
王
親
ら
受
け
て
之
を
勞
う
︒
不
敬
を
懲
し
有
功
を
勸
む

る
所
以
な
り
︒
兄
弟
甥
舅
︑
王
略
を
侵
敗
す
︒
王
命
じ
て
之
を
伐
て
ば
︑
事
を
告
ぐ
る
の
み
︑
其
の
功
を
獻
ぜ
ず
︒
親
暱
を
敬
し
淫

慝
を
禁
ず
る
所
以
な
り
︒
今
叔
父
克
く
遂
に
齊
に
功
有
る
も
︑
命
卿
を
し
て
王
室
を
鎭
撫
せ
し
め
ず
︒
來
た
り
て
余
一
人
を
撫
せ
し

め
る
所
に
し
て
︑
鞏
伯
實
に
來
た
り
︑
未
だ
王
室
に
職
司
有
ら
ず
︒
又
先
王
の
禮
を
奸
す
︒
余
︑
鞏
伯
を
欲
す
と
雖
も
︑
其
れ
敢
え

て
舊
典
を
廢
し
て
以
て
叔
父
を
忝
め
ん
や
︒
夫
れ
齊
は
︑
甥
舅
の
國
に
し
て
︑
大
師
の
後
な
り
︒
寧
ぞ
亦
其
の
欲
を
淫
從
し
て
以
て

叔
父
を
怒
ら
し
め
ざ
ら
ん
や
︒
抑
も
豈
に
諫
誨
す
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
︒﹂
と
︒
士
莊
伯
︑
對
う
る
こ
と
能
わ
ず
︒

　

こ
こ
は
周
の
定
王
が
齊
の
捕
虜
を
獻
上
し
た
晉
を
譴
責
す
る
た
め
︑
單
襄
公
に
言
わ
せ
た
會
話
文
で
あ
る
︒
そ
こ
で
齊
が
大
師
︵
呂
尚
︶

の
子
孫
だ
と
さ
れ
て
い
る
︒
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︵
７
︶
襄
公
十
九
年

　
　

 
晉
侯
先
歸
︒
公
享
晉
六
卿
于
蒲
圃
︑
賜
之
三
命
之
服
︒
軍
尉
司
馬
司
空
輿
尉
候
奄
皆
受
一
命
之
服
︒
賄
荀
偃
束
錦
加
璧
乘
馬
︑
先
呉

壽
夢
之
鼎
︒
荀
偃
癉
疽
︑
生
瘍
於
頭
︒
濟
河
︑
及
著
雍
︒
病
︑
目
出
︒
大
夫
先
歸
者
皆
反
︒
士
匄
請
見
︑
弗
內
︒
請
後
︒
曰
︑
鄭
甥

可
︒
二
月
甲
寅
︑
卒
︒

　
　

 

晉
侯
先
ず
歸
る
︒
公
︑
晉
の
六
卿
を
蒲
圃
に
享
し
︑
之
に
三
命
の
服
を
賜
う
︒
軍
尉
・
司
馬
・
司
空
・
輿
尉
・
候
奄
皆
一
命
の
服
を

受
く
︒
荀
偃
に
束
錦
・
加
璧
・
乘
馬
を
賄
い
︑
呉
の
壽
夢
の
鼎
に
先
ん
ず
︒
荀
偃
癉
疽
し
︑
瘍
︑
頭
に
生
ず
︒
河
を
濟
り
︑
著
雍
に

及
ぶ
︒
病
み
︑
目
出
ず
︒
大
夫
先
ず
歸
る
者
皆
反
る
︒
士
匄
見
え
ん
こ
と
を
請
い
︑
內
れ
ず
︒
後
を
請
う
︒
曰
く
︑﹁
鄭
の
甥
可
な
り
︒﹂

と
︒
二
月
甲
寅
︑
卒
す
︒

　

こ
こ
は
荀
偃
︵
中
行
獻
子
︶
の
後
繼
者
を
ど
う
す
る
か
尋
ね
る
場
面
で
︑
地
の
文
で
あ
る
︒

　
︵
８
︶
襄
公
二
十
五
年

　
　

 

鄭
子
産
獻
捷
于
晉
︑
戎
服
將
事
︒
晉
人
問
陳
之
罪
︒
對
曰
︑
昔
虞
閼
父
爲
周
陶
正
︑
以
服
事
我
先
王
︒
我
先
王
頼
其
利
器
用
也
︑
與

其
神
明
之
後
也
︑
庸
以
元
女
大
姫
配
胡
公
︑
而
封
諸
陳
︑
以
備
三
恪
︒
則
我
周
之
自
出
︑
至
于
今
是
頼
︒
桓
公
之
亂
︑
蔡
人
欲
立
其

出
︑
我
先
君
莊
公
奉
五
父
而
立
之
︑
蔡
人
殺
之
︒
我
又
與
蔡
人
奉
戴
厲
公
︒
至
於
莊
宣
皆
我
之
自
立
︒
夏
氏
之
亂
︑
成
公
播
蕩
︑
又

我
之
自
入
︑
君
所
知
也
︒
︙
︙
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鄭
の
子
産
︑
捷
を
晉
に
獻
じ
︑
戎
服
に
て
事
を
將
う
︒
晉
人
︑
陳
の
罪
を
問
う
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
昔
︑
虞
の
閼
父
︑
周
の
陶
正
爲
り
︑

以
て
我
が
先
王
に
服
事
す
︒
我
が
先
王
︑
其
の
器
用
を
利
と
す
る
と
︑
其
の
神
明
の
後
な
る
と
に
頼
り
て
︑
庸
て
元
女
大
姫
を
以
て

胡
公
に
配
し
て
︑
諸
を
陳
に
封
じ
て
︑
以
て
三
恪
に
備
う
︒
則
ち
我
が
周
の
自
出
に
し
て
︑
今
に
至
る
ま
で
是
れ
頼
る
︒
桓
公
の
亂

に
︑
蔡
人
︑
其
の
出
を
立
て
ん
と
欲
し
︑
我
が
先
君
莊
公
︑
五
父
を
奉
じ
て
之
を
立
て
︑
蔡
人
之
を
殺
す
︒
我
又
蔡
人
と
厲
公
を
奉

戴
す
︒
莊
・
宣
に
至
る
ま
で
皆
な
我
に
之
自
り
て
立
つ
︒
夏
氏
の
亂
に
︑
成
公
播
蕩
し
︑
又
我
に
之
自
り
て
入
る
は
︑
君
の
知
る
所

な
り
︒
︙
︙
﹂
と
︒

　

こ
こ
は
鄭
の
子
産
が
︑
陳
の
祖
先
に
つ
い
て
語
る
中
で
︑
先
王
︵
周
の
武
王
︶
が
︑
陳
が
神
明
︵
帝
舜
︶
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
︑
そ
れ
を
陳
に
封
建
し
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
て
い
る
︒

　
︵
９
︶
襄
公
二
十
九
年

　
　

 

晉
侯
使
司
馬
女
叔
侯
來
治
杞
田
︑
弗
盡
歸
也
︒
晉
悼
夫
人
慍
曰
︑
齊
也
取
貨
︒
先
君
若
有
知
也
︑
不
尚
取
之
︒
公
告
叔
侯
︒
叔
侯
曰
︑

虞
虢
焦
滑
霍
楊
韓
魏
︑
皆
姫
姓
也
︒
晉
是
以
大
︒
若
非
侵
小
︑
將
何
所
取
︒
武
獻
以
下
︑
兼
國
多
矣
︒
誰
得
治
之
︒
杞
︑
夏
餘
也
︑

而
即
東
夷
︒
魯
︑
周
公
之
後
也
︑
而
睦
於
晉
︒
以
杞
封
魯
猶
可
︒
而
何
有
焉
︒
魯
之
於
晉
也
︑
職
貢
不
乏
︑
玩
好
時
至
︑
公
卿
大
夫

相
繼
於
朝
︒
史
不
絶
書
︑
府
無
虛
月
︒
如
是
可
矣
︒
何
必
瘠
魯
以
肥
杞
︒
且
先
君
而
有
知
也
︑
毋
寧
夫
人
︒
而
焉
用
老
臣
︒

　
　

 

晉
侯
︑
司
馬
女
叔
侯
を
し
て
來
り
て
杞
の
田
を
治
め
し
め
︑
盡
く
は
歸
さ
ざ
る
な
り
︒
晉
悼
夫
人
慍
り
て
曰
く
︑﹁
齊
や
貨
を
取
る
︒

先
君
若
し
知
る
有
ら
ば
︑
之
を
取
る
を
尚
せ
ざ
ら
ん
︒﹂
と
︒
公
︑
叔
侯
に
告
ぐ
︒
叔
侯
曰
く
︑﹁
虞
・
虢
・
焦
・
滑
・
霍
・
楊
・
韓
・
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魏
は
︑
皆
姫
姓
な
り
︒
晉
是
を
以
て
大
な
り
︒
若
し
小
を
侵
す
に
非
ず
ん
ば
︑
將
た
何
に
か
取
る
所
あ
ら
ん
︒
武
・
獻
以
下
︑
國
を

兼
ぬ
る
こ
と
多
し
︒
誰
か
之
を
治
む
る
を
得
ん
︒
杞
は
︑
夏
の
餘
に
し
て
︑
東
夷
に
即
く
︒
魯
は
︑
周
公
の
後
に
し
て
︑
晉
に
睦
ま

じ
︒
杞
を
以
て
魯
に
封
ず
る
も
猶
お
可
な
り
︒
而
る
に
何
か
有
ら
ん
︒
魯
の
晉
に
於
け
る
や
︑
職
貢
乏
し
か
ら
ず
︑
玩
好
時
に
至
り
︑

公
卿
大
夫
︑
朝
に
相
繼
ぐ
︒
史
は
書
す
る
を
絶
た
ず
︑
府
は
虛
月
無
し
︒
是
く
の
如
き
は
可
な
り
︒
何
ぞ
必
ず
し
も
魯
を
瘠
せ
て
以

て
杞
を
肥
さ
ん
︒
且
つ
先
君
に
し
て
知
る
有
ら
ば
︑
毋
寧
夫
人
な
ら
ん
︒
而
る
を
焉
ぞ
老
臣
を
用
い
ん
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
晉
の
叔
侯
が
平
公
に
對
し
︑
魯
は
周
公
の
子
孫
で
あ
る
か
ら
︑
平
公
の
母
で
あ
る
悼
公
夫
人
の
出
身
で
あ
る
杞
よ
り
重
視
す
べ

き
こ
と
を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　
︵
10
︶
襄
公
二
十
九
年

　
　

 

請
觀
於
周
樂
︒
使
工
爲
之
歌
周
南
召
南
︑
曰
︑
美
哉
︒
始
基
之
矣
︑
猶
未
也
︒
然
勤
而
不
怨
矣
︒
爲
之
歌
邶
鄘
衞
︑
曰
︑
美
哉
︑
淵

乎
︒
憂
而
不
困
者
也
︒
吾
聞
衞
康
叔
武
公
之
德
如
是
︒
是
其
衞
風
乎
︒
爲
之
歌
王
︑
曰
︑
美
哉
︑
思
而
不
懼
︒
其
周
之
東
乎
︒
爲
之

歌
鄭
︑
曰
︑
美
哉
︑
其
細
已
甚
︒
民
弗
堪
也
︒
是
其
先
亡
乎
︒
爲
之
歌
齊
︑
曰
︑
美
哉
︑
泱
泱
乎
︒
大
風
也
哉
︒
表
東
海
者
︑
其
大

公
乎
︒
國
未
可
量
也
︒
爲
之
歌
豳
︑
曰
︑
美
哉
︑
蕩
乎
︒
樂
而
不
淫
︒
其
周
公
之
東
乎
︒
爲
之
歌
秦
︑
曰
︑
此
之
謂
夏
聲
︒
夫
能
夏

則
大
︒
大
之
至
也
︑
其
周
之
舊
乎
︒
爲
之
歌
魏
︑
曰
︑
美
哉
︑
渢
渢
乎
︒
大
而
婉
︑
險
而
易
行
︑
以
德
輔
此
︑
則
明
主
也
︒
爲
之
歌

唐
︑
曰
︑
思
深
哉
︒
其
有
陶
唐
氏
之
遺
民
乎
︒
不
然
︑
何
其
憂
之
遠
也
︒
非
令
德
之
後
︑
誰
能
若
是
︒
爲
之
歌
陳
︑
曰
︑
國
無
主
︒

其
能
久
乎
︒
自
鄶
以
下
無
譏
焉
︒
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周
の
樂
を
觀
ん
こ
と
を
請
う
︒
工
を
し
て
之
が
爲
め
に
周
南
・
召
南
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
美
な
る
か
な
︒
始
め
て
之
を
基
す
︑

猶
お
未
だ
し
︒
然
れ
ど
も
勤
め
て
怨
み
ず
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に
邶
・
鄘
・
衞
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
美
な
る
か
な
︑
淵
乎
た
り
︒

憂
い
て
困
し
ま
ざ
る
者
な
り
︒
吾
聞
く
︑
衞
の
康
叔
・
武
公
の
德
は
是
の
如
し
︑
と
︒
是
れ
其
れ
衞
風
か
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に
王

を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
美
な
る
か
な
︑
思
い
て
懼
れ
ず
︒
其
れ
周
の
東
せ
る
か
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に
鄭
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
美

な
る
か
な
︑
其
の
細
已
甚
し
︒
民
堪
え
ざ
る
な
り
︒
是
れ
其
れ
先
ず
亡
び
ん
か
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に
齊
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
美

な
る
か
な
︑
泱
泱
乎
た
り
︒
大
風
な
る
か
な
︒
東
海
に
表
す
る
者
︑
其
れ
大
公
か
︒
國
未
だ
量
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒﹂
と
︒
之
が

爲
め
に
豳
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
美
な
る
か
な
︑
蕩
乎
た
り
︒
樂
し
み
て
淫
せ
ず
︒
其
れ
周
公
の
東
せ
る
か
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に

秦
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
此
を
之
夏
聲
と
謂
う
︒
夫
れ
能
く
夏
な
れ
ば
則
ち
大
な
り
︒
大
の
至
り
な
り
︑
其
れ
周
の
舊
か
︒﹂
と
︒

之
が
爲
め
に
魏
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑
美
な
る
か
な
︑
渢
渢
乎
た
り
︒
大
に
し
て
婉
︑
險
に
し
て
行
い
易
く
︑
德
を
以
て
此
を
輔
け

ば
︑
則
ち
明
主
た
ら
ん
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に
唐
を
歌
わ
し
む
︑
曰
く
︑﹁
思
い
深
き
か
な
︒
其
れ
陶
唐
氏
の
遺
民
有
る
か
︒
然
ら
ず

ん
ば
︑
何
ぞ
其
の
憂
う
る
の
遠
き
や
︒
令
德
の
後
に
非
ず
ん
ば
︑
誰
か
能
く
是
の
若
く
な
ら
ん
︒﹂
と
︒
之
が
爲
め
に
陳
を
歌
わ
し
む
︑

曰
く
︑﹁
國
に
主
無
し
︒
其
れ
能
く
久
し
か
ら
ん
や
︒﹂
と
︒
鄶
自
り
以
下
譏
る
無
し
︒

　

こ
こ
は
呉
の
公
子
札
︵
季
札
︶
が
周
樂
を
評
す
る
と
こ
ろ
で
︑
唐
風
に
つ
い
て
︑﹁
令
德
﹂
あ
る
者
︑
つ
ま
り
陶
唐
氏
の
子
孫
に
よ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
︒

　
︵
11
︶
昭
公
元
年
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十
一
月
己
酉
︑
公
子
圍
至
︒
入
問
王
疾
︑
縊
而
弒
之
︑
遂
殺
其
二
子
幕
及
平
夏
︒
右
尹
子
干
出
奔
晉
︑
宮
廄
尹
子
晳
出
奔
鄭
︒
殺
大

宰
伯
州
犁
于
郟
︒
葬
王
于
郟
︑
謂
之
郟
敖
︒
使
赴
于
鄭
︑
伍
舉
問
應
爲
後
之
辭
焉
︒
對
曰
︑
寡
大
夫
圍
︒
伍
舉
更
之
曰
︑
共
王
之
子

圍
爲
長
︒
︙
︙
楚
靈
王
即
位
︒
薳
罷
爲
令
尹
︑
薳
啓
彊
爲
大
宰
︒

　
　

 

十
一
月
己
酉
︑
公
子
圍
至
る
︒
入
り
て
王
の
疾
を
問
い
︑
縊
り
て
之
を
弒
し
︑
遂
に
其
の
二
子
幕
と
平
夏
と
を
殺
す
︒
右
尹
子
干
︑

晉
に
出
奔
し
︑
宮
廄
尹
子
晳
︑
鄭
に
出
奔
す
︒
大
宰
伯
州
犁
を
郟
に
殺
す
︒
王
を
郟
に
葬
り
︑
之
を
郟
敖
と
謂
う
︒
鄭
に
赴
せ
し
め
︑

伍
舉
︑
應
に
後
と
爲
す
べ
き
の
辭
を
問
う
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
寡
大
夫
圍
︒﹂
と
︒
伍
舉
之
を
更
め
て
曰
く
︑﹁
共
王
の
子
圍
長
爲
り
︒﹂

と
︒
︙
︙
楚
の
靈
王
即
位
す
︒
薳
罷
︑
令
尹
と
爲
り
︑
薳
啓
彊
︑
大
宰
と
爲
る
︒

　

こ
こ
は
伍
舉
が
楚
の
靈
王
に
つ
い
て
︑
後
繼
者
と
し
て
の
名
乗
り
方
を
問
う
と
こ
ろ
で
あ
り
︑
地
の
文
で
あ
る
︒

　
︵
12
︶
昭
公
七
年

　
　

 

子
産
爲
豐
施
歸
州
田
於
韓
宣
子
曰
︑
日
君
以
夫
公
孫
段
爲
能
任
其
事
︑
而
賜
之
州
田
︒
今
無
祿
早
世
︑
不
獲
久
享
君
德
︒
其
子
弗
敢

有
︑
不
敢
以
聞
於
君
︑
私
致
諸
子
︒
宣
子
辭
︒
子
産
曰
︑
古
人
有
言
曰
︑
其
父
析
薪
︑
其
子
弗
克
負
荷
︒
施
將
懼
不
能
任
其
先
人
之

祿
︑
其
況
能
任
大
國
之
賜
︒
縱
吾
子
爲
政
而
可
︑
後
之
人
若
屬
有
疆
埸
之
言
︑
敝
邑
獲
戻
︑
而
豐
氏
受
其
大
討
︒
吾
子
取
州
︑
是
免

敝
邑
於
戻
︑
而
建
置
豐
氏
也
︒
敢
以
爲
請
︒
宣
子
受
之
︑
以
告
晉
侯
︒
晉
侯
以
與
宣
子
︒
宣
子
爲
初
言
︑
病
有
之
︑
以
易
原
縣
於
樂

大
心
︒

　
　

 

子
産
︑
豐
施
の
爲
に
州
の
田
を
韓
宣
子
に
歸
し
て
曰
く
︑﹁
日
に
君
は
夫
の
公
孫
段
を
以
て
能
く
其
の
事
に
任
う
る
と
爲
し
て
︑
之
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に
州
の
田
を
賜
う
︒
今
︑
祿
無
く
し
て
早
世
し
︑
久
し
く
君
德
を
享
く
る
を
獲
ず
︒
其
の
子
敢
え
て
有
た
ず
︑
敢
え
て
君
に
以
聞
せ

ず
︑
私
に
諸
を
子
に
致
す
︒﹂
と
︒
宣
子
辭
す
︒
子
産
曰
く
︑﹁
古
人
に
言
う
有
り
て
曰
く
︑﹁
其
の
父
︑
薪
を
析
き
︑
其
の
子
︑
負

荷
す
る
克
わ
ず
︒﹂
と
︒
施
將
た
其
の
先
人
の
祿
に
任
う
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
懼
る
︑
其
れ
況
ん
や
能
く
大
國
の
賜
に
任
え
ん
や
︒

縱
い
吾
子
︑
政
を
爲
し
て
可
と
す
る
も
︑
後
の
人
若
し
疆
埸
の
言
有
る
に
屬
わ
ば
︑
敝
邑
︑
戻
を
獲
て
︑
豐
氏
︑
其
の
大
討
を
受
け

ん
︒
吾
子
︑
州
を
取
れ
ば
︑
是
れ
敝
邑
を
戻
に
免
れ
し
め
て
︑
豐
氏
を
建
置
す
る
な
り
︒
敢
え
て
以
て
請
を
爲
す
︒﹂
と
︒
宣
子
之

を
受
け
て
︑
以
て
晉
侯
に
告
ぐ
︒
晉
侯
以
て
宣
子
に
與
う
︒
宣
子
︑
初
め
の
言
の
爲
に
︑
之
を
有
つ
を
病
み
︑
以
て
原
縣
を
樂
大
心

に
易
う
︒

　

こ
こ
は
鄭
の
子
産
が
︑
執
政
者
︑
つ
ま
り
韓
宣
子
の
後
繼
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
後
繼
者
は
魏
獻
子
︵
昭
公
二
十
八
年
︶
で
あ

り
︑
韓
宣
子
の
子
孫
で
は
な
い
︒

　
︵
13
︶
昭
公
七
年

　
　

 

九
月
︑
公
至
自
楚
︒
孟
僖
子
病
不
能
相
禮
︑
乃
講
學
之
︑
苟
能
禮
者
從
之
︒
及
其
將
死
也
︑
召
其
大
夫
曰
︑
禮
︑
人
之
幹
也
︒
無
禮

無
以
立
︒
吾
聞
將
有
達
者
曰
孔
丘
︒
聖
人
之
後
也
︑
而
滅
於
宋
︒
其
祖
弗
父
何
以
有
宋
而
授
厲
公
︒
及
正
考
父
︑
佐
戴
武
宣
︑
三
命

茲
益
共
︒
︙
︙
臧
孫
紇
有
言
曰
︑
聖
人
有
明
德
者
︑
若
不
當
世
︑
其
後
必
有
達
人
︒
今
其
將
在
孔
丘
乎
︒
我
若
獲
沒
︑
必
屬
説
與
何

忌
於
夫
子
︑
使
事
之
而
學
禮
焉
︑
以
定
其
位
︒
故
孟
懿
子
與
南
宮
敬
叔
師
事
仲
尼
︒
仲
尼
曰
︑
能
補
過
者
︑
君
子
也
︒
詩
曰
︑
君
子

是
則
是
效
︒
孟
僖
子
可
則
效
已
矣
︒
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九
月
︑
公
︑
楚
自
り
至
る
︒
孟
僖
子
︑
禮
を
相
く
る
こ
と
能
わ
ざ
る
を
病
え
︑
乃
ち
之
を
講
學
し
︑
苟
も
禮
を
能
く
す
る
者
は
之
に

從
う
︒
其
の
將
に
死
せ
ん
と
す
る
に
及
ぶ
や
︑
其
の
大
夫
を
召
し
て
曰
く
︑﹁
禮
は
︑
人
の
幹
な
り
︒
禮
無
け
れ
ば
以
て
立
つ
無
し
︒

吾
聞
く
︑
將
に
達
者
有
ら
ん
と
し
て
孔
丘
と
曰
う
︒
聖
人
の
後
に
し
て
︑
宋
に
滅
ぶ
︒
其
の
祖
弗
父
何
︑
宋
を
有
つ
を
以
て
厲
公
に

授
く
︒
正
考
父
に
及
び
︑
戴
・
武
・
宣
を
佐
け
︑
三
命
し
て
茲
益
共
し
︒
︙
︙
臧
孫
紇
の
言
う
有
り
て
曰
く
︑﹁
聖
人
の
明
德
有
る
者
︑

若
し
世
に
當
た
ら
ざ
れ
ば
︑
其
の
後
必
ず
達
人
有
り
︒﹂
と
︒
今
其
れ
將
に
孔
丘
に
在
ら
ん
と
す
る
か
︒
我
若
し
沒
す
る
を
獲
れ
ば
︑

必
ず
説
と
何
忌
と
を
夫
子
に
屬
し
︑
之
に
事
え
て
禮
を
學
ば
し
め
︑
以
て
其
の
位
を
定
め
よ
︒﹂
と
︒
故
に
孟
懿
子
と
南
宮
敬
叔
と

仲
尼
に
師
事
す
︒
仲
尼
曰
く
︑﹁
能
く
過
ち
を
補
う
者
は
︑
君
子
な
り
︒
詩
に
曰
く
︑﹁
君
子
是
れ
則
り
是
れ
效
う
︒﹂
と
︒
孟
僖
子

は
則
り
效
う
べ
き
の
み
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
魯
の
孟
僖
子
が
︑
孔
子
の
出
現
に
つ
い
て
豫
言
す
る
と
こ
ろ
で
︑
孔
丘
が
聖
人
の
子
孫
で
あ
る
が
︑
宋
で
は
滅
ん
で
い
る
と
述

べ
て
い
る
︒
魯
で
は
續
い
て
い
る
が
︑
宋
で
は
斷
絶
し
た
と
も
解
釋
で
き
る
︒

　
︵
14
︶
昭
公
十
三
年

　
　

子
服
惠
伯
對
曰
︑
君
信
蠻
夷
之
訴
︑
以
絶
兄
弟
之
國
︑
棄
周
公
之
後
︑
亦
唯
君
︒
寡
君
聞
命
矣
︒

　
　

 

子
服
惠
伯
對
え
て
曰
く
︑﹁
君
︑
蠻
夷
の
訴
を
信
じ
て
︑
以
て
兄
弟
の
國
を
絶
ち
︑
周
公
の
後
を
棄
つ
︑
亦
唯
だ
君
の
ま
ま
な
り
︒

寡
君
︑
命
を
聞
け
り
︒﹂
と
︒
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こ
こ
は
魯
の
子
服
惠
伯
が
︑
魯
の
こ
と
を
周
公
の
子
孫
だ
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
邾
・
莒
の
訴
え
を
き
く
晉
に
對
し
て
︑
そ

う
せ
ぬ
よ
う
要
請
し
て
い
る
︒

　
︵
15
︶
昭
公
十
五
年

　
　

 

文
伯
揖
籍
談
對
曰
︑
諸
侯
之
封
也
︑
皆
受
明
器
於
王
室
︑
以
鎭
撫
其
社
稷
︒
故
能
薦
彝
器
於
王
︒
晉
居
深
山
︑
戎
狄
之
與
鄰
︑
而
遠

於
王
室
︒
王
靈
不
及
︑
拜
戎
不
暇
︒
其
何
以
獻
器
︒︹
周
景
王
︺
對
曰
︑
諸
侯
之
封
也
︑
皆
受
明
器
於
王
室
︑
以
鎭
撫
其
社
稷
︑
故

能
薦
彝
器
於
王
︒
晉
居
深
山
︑
戎
狄
之
與
鄰
︑
而
遠
於
王
室
︑
王
靈
不
及
︑
拜
戎
不
暇
︑
其
何
以
獻
器
︒
王
曰
︑
叔
氏
︑
而
忘
諸
乎
︒

叔
父
唐
叔
︑
成
王
之
母
弟
也
︑
其
反
無
分
乎
︒
密
須
之
鼓
與
其
大
路
︑
文
所
以
大
蒐
也
︒
闕
鞏
之
甲
︑
武
所
以
克
商
也
︑
唐
叔
受
之
︑

以
處
參
虚
︑
匡
有
戎
狄
︒
其
後
襄
之
二
路
︑
鋮
鉞
秬
鬯
彤
弓
虎
賁
︑
文
公
受
之
︑
以
有
南
陽
之
田
︑
撫
征
東
夏
︑
非
分
而
何
︒
夫
有

勳
而
不
廢
︑
有
績
而
載
︑
奉
之
以
土
田
︑
撫
之
以
彝
器
︑
旌
之
以
車
服
︑
明
之
以
文
章
︑
子
孫
不
忘
︑
所
謂
福
也
︒
福
祚
之
不
登
︑

叔
父
焉
在
︒
且
昔
而
高
祖
孫
伯
黶
司
晉
之
典
籍
︑
以
爲
大
政
︑
故
曰
籍
氏
︒
及
辛
有
之
二
子
董
之
晉
︑
於
是
乎
有
董
史
︒
女
︑
司
典

之
後
也
︑
何
故
忘
之
︒
籍
談
不
能
對
︒
︙
︙

　
　

 

文
伯
︑
籍
談
を
揖
し
て
對
え
し
め
て
曰
く
︑﹁
諸
侯
の
封
ぜ
ら
る
る
や
︑
皆
明
器
を
王
室
に
受
け
て
︑
以
て
其
の
社
稷
を
鎭
撫
す
︒

故
に
能
く
彝
器
を
王
に
薦
む
︒
晉
は
深
山
に
居
り
︑
戎
狄
と
之
與
に
鄰
し
て
︑
王
室
よ
り
遠
し
︒
王
靈
及
ば
ず
︑
戎
を
拜
す
る
に
暇

あ
ら
ず
︒
其
れ
何
を
以
て
器
を
獻
ぜ
ん
︒﹂
と
︒︹
周
景
王
︺
對
え
て
曰
く
︑﹁
諸
侯
の
封
ぜ
ら
る
る
や
︑
皆
明
器
を
王
室
に
受
け
て
︑

以
て
其
の
社
稷
を
鎭
撫
す
︑
故
に
能
く
彝
器
を
王
に
薦
む
︒
晉
は
深
山
に
居
る
︑
戎
狄
と
之
與
に
鄰
し
て
︑
王
室
よ
り
遠
く
︑
王
靈

及
ば
ず
︑
戎
を
拜
す
る
に
暇
あ
ら
ず
︑
其
れ
何
を
以
て
器
を
獻
ぜ
ん
︒﹂
と
︒
王
曰
く
︑﹁
叔
氏
︑
而
諸
を
忘
れ
た
る
か
︒
叔
父
唐
叔
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は
︑
成
王
の
母
弟
な
り
︑
其
れ
反
て
分
無
か
ら
ん
や
︒
密
須
の
鼓
と
其
の
大
路
と
は
︑
文
の
大
蒐
す
る
所
以
な
り
︒
闕
鞏
の
甲
は
︑

武
の
商
に
克
つ
所
以
な
り
︑
唐
叔
之
を
受
け
て
︑
以
て
參
虚
に
處
り
︑
戎
狄
を
匡
有
す
︒
其
の
後
︑
襄
の
二
路
︑
鋮
鉞
・
秬
鬯
・
彤

弓
・
虎
賁
︑
文
公
之
を
受
け
て
︑
以
て
南
陽
の
田
を
有
ち
て
︑
東
夏
を
撫
征
す
︑
分
に
非
ず
し
て
何
ぞ
︒
夫
れ
勳
有
り
て
廢
せ
ず
︑

績
有
り
て
載
せ
︑
之
を
奉
ず
る
に
土
田
を
以
て
し
︑
之
を
撫
す
る
に
彝
器
を
以
て
し
︑
之
を
旌
す
る
に
車
服
を
以
て
し
︑
之
を
明
ら

か
に
す
る
に
文
章
を
以
て
し
て
︑
子
孫
忘
れ
ざ
る
は
︑
所
謂
福
な
り
︒
福
祚
の
登
ら
ざ
る
︑
叔
父
焉
に
か
在
ら
ん
︒
且
つ
昔
︑
而
の

高
祖
孫
伯
黶
︑
晉
の
典
籍
を
司
り
て
︑
以
て
大
政
を
爲
す
︑
故
に
籍
氏
と
曰
う
︒
辛
有
の
二
子
董
︑
晉
に
之
く
に
及
び
︑
是
に
於
い

て
か
董
史
有
り
︒
女
は
︑
司
典
の
後
な
り
︑
何
の
故
に
之
を
忘
る
る
か
︒﹂
と
︒
籍
談
對
う
る
こ
と
能
わ
ず
︒

　

こ
こ
は
周
の
景
王
が
晉
の
籍
談
に
對
し
て
︑
彼
が
司
典
︵
孫
伯
黶
︶
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　
︵
16
︶
昭
公
十
六
年

　
　

 

子
産
怒
曰
︑
發
命
之
不
衷
︑
出
令
之
不
信
︑
刑
之
頗
類
︑
獄
之
放
紛
︑
會
朝
之
不
敬
︑
使
命
之
不
聽
︑
取
陵
於
大
國
︑
罷
民
而
無
功
︑

罪
及
而
弗
知
︑
僑
之
恥
也
︒
孔
張
︑
君
之
昆
孫
子
孔
之
後
也
︑
執
政
之
嗣
也
︑
爲
嗣
大
夫
︒
承
命
以
使
︑
周
於
諸
侯
︒
國
人
所
尊
︑

諸
侯
所
知
︒
立
於
朝
而
祀
於
家
︑
有
祿
於
國
︑
有
賦
於
軍
︑
喪
祭
有
職
︑
受
脤
歸
脤
︒
其
祭
在
廟
︑
已
有
著
位
︒
在
位
數
世
︑
世
守

其
業
︑
而
忘
其
所
︑
僑
焉
得
恥
之
︒
辟
邪
之
人
而
皆
及
執
政
︑
是
先
王
無
刑
罰
也
︒
子
寧
以
他
規
我
︒

　
　

 

子
産
怒
り
て
曰
く
︑﹁
命
を
發
す
る
の
衷
︵
あ
︶
た
ら
ざ
る
︑
令
を
出
す
の
信
な
ら
ざ
る
︑
刑
の
頗
類
な
る
︑
獄
の
放
紛
な
る
︑
會

朝
の
不
敬
な
る
︑
使
命
の
聽
か
れ
ざ
る
︑
陵
り
を
大
國
に
取
り
︑
民
を
罷
ら
し
て
功
無
く
︑
罪
及
び
て
知
ら
ざ
る
は
︑
僑
の
恥
な
り
︒
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孔
張
は
︑
君
の
昆
孫
︑
子
孔
の
後
な
り
︑
執
政
の
嗣
な
り
︑
嗣
大
夫
爲
り
︒
命
を
承
け
て
以
て
使
い
し
︑
諸
侯
に
周
し
︒
國
人
の
尊

ぶ
所
︑
諸
侯
の
知
る
所
︒
朝
に
立
ち
て
家
に
祀
る
︑
國
に
祿
有
り
︑
軍
に
賦
有
り
︑
喪
・
祭
に
職
有
り
︑
脤
を
受
け
脤
を
歸
る
︒
其

の
祭
に
廟
に
在
れ
ば
︑
已
に
著
位
有
り
︒
位
に
在
る
こ
と
數
世
︑
世
々
其
の
業
を
守
り
て
︑
其
の
所
を
忘
る
︑
僑
焉
ん
ぞ
之
を
恥
ず

る
を
得
ん
︒
辟
邪
の
人
あ
り
て
皆
執
政
に
及
べ
ば
︑
是
れ
先
王
刑
罰
無
き
な
り
︒
子
寧
ろ
他
を
以
て
我
を
規
せ
︒﹂
と
︒

　

こ
こ
は
鄭
の
子
産
が
︑
孔
張
が
襄
公
の
兄
で
あ
る
子
孔
の
子
孫
︵
孫
︶
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
︒

　
︵
17
︶
昭
公
二
十
六
年

　
　

 

王
子
朝
使
告
于
諸
侯
曰
︑
昔
武
王
克
殷
︑
成
王
靖
四
方
︑
康
王
息
民
︑
竝
建
母
弟
︑
以
蕃
屏
周
︒
亦
曰
︑
吾
無
專
享
文
武
之
功
︑
且

爲
後
人
之
迷
敗
傾
覆
而
溺
入
于
難
︑
則
振
救
之
︒
至
于
夷
王
︑
王
愆
于
厥
身
︑
諸
侯
莫
不
竝
走
其
望
︑
以
祈
王
身
︒
至
于
厲
王
︑
王

心
戻
虐
︑
萬
民
弗
忍
︑
居
王
于
彘
︒
諸
侯
釋
位
︑
以
間
王
政
︒
宣
王
有
志
︑
而
後
效
官
︒
至
于
幽
王
︑
天
不
弔
周
︑
王
昏
不
若
︑
用

愆
厥
位
︒
攜
王
奸
命
︑
諸
侯
替
之
︑
而
建
王
嗣
︑
用
遷
郟
鄏
︒
則
是
兄
弟
之
能
用
力
於
王
室
也
︒
︙
︙

　
　

 

王
子
朝
︑
諸
侯
に
告
げ
し
め
て
曰
く
︑﹁
昔
︑
武
王
殷
に
克
ち
︑
成
王
四
方
を
靖
ん
じ
︑
康
王
民
を
息
わ
し
め
︑
竝
く
母
弟
を
建
て
て
︑

以
て
周
に
蕃
屏
と
す
︒
亦
曰
く
吾
專
ら
文
・
武
の
功
を
享
く
る
こ
と
無
く
︑
且
つ
後
人
の
迷
敗
傾
覆
し
て
難
に
溺
入
す
れ
ば
︑
則
ち

之
を
振
救
す
る
が
爲
め
な
り
︑
と
︒
夷
王
に
至
り
︑
王
︑
厥
の
身
に
愆
あ
り
て
︑
諸
侯
︑
竝
く
其
の
望
に
走
り
て
︑
以
て
王
身
を
祈

ら
ざ
る
は
莫
し
︒
厲
王
に
至
り
︑
王
心
戻
虐
に
し
て
︑
萬
民
忍
び
ず
︑
王
を
彘
に
居
く
︒
諸
侯
︑
位
を
釋
て
て
︑
以
て
王
政
を
間
す
︒

宣
王
︑
志
有
り
て
︑
後
に
官
を
效
す
︒
幽
王
に
至
り
︑
天
︑
周
を
弔
ま
ず
︑
王
昏
く
若
わ
ず
︑
用
て
厥
の
位
を
愆
う
︒
攜
王
︑
命
を
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奸
し
︑
諸
侯
︑
之
を
替
え
て
︑
王
嗣
を
建
て
て
︑
用
て
郟
鄏
に
遷
せ
ば
︒
則
ち
是
れ
兄
弟
の
能
く
力
を
王
室
に
用
い
る
な
り
︒

︙
︙
﹂
と
︒

　

こ
れ
は
﹁
後
人
﹂
と
あ
る
が
︑
先
の
﹁
後
之
人
﹂
同
様
︑
檢
討
對
象
に
含
め
る
︒
こ
こ
は
周
の
王
子
朝
の
布
告
文
で
︑
周
王
の
子
孫
で

﹁
迷
敗
傾
覆
し
て
難
に
溺
入
﹂
し
た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
︒

　
︵
18
︶
昭
公
二
十
九
年

　
　

 

秋
︑
龍
見
于
絳
郊
︒
魏
獻
子
問
於
蔡
墨
曰
︑
吾
聞
之
︑
蟲
莫
知
於
龍
︑
以
其
不
生
得
也
︑
謂
之
知
︒
信
乎
︒
對
曰
︑
人
實
不
知
︑
非

龍
實
知
︒
古
者
畜
龍
︑
故
國
有
豢
龍
氏
︑
有
御
龍
氏
︒
獻
子
曰
︑
是
二
氏
者
︑
吾
亦
聞
之
︑
而
不
知
其
故
︑
是
何
謂
也
︒
對
曰
︑
昔

有
飂
叔
安
︑
有
裔
子
曰
董
父
︒
實
甚
好
龍
︑
能
求
其
耆
欲
以
飮
食
之
︑
龍
多
歸
之
︒
乃
擾
畜
龍
︑
以
服
事
帝
舜
︒
帝
賜
之
姓
曰
董
︑

氏
曰
豢
龍
︑
封
諸
鬷
川
︑
鬷
夷
氏
其
後
也
︒
故
帝
舜
氏
世
有
畜
龍
︒
及
有
夏
孔
甲
︑
擾
于
有
帝
︑
帝
賜
之
乘
龍
︑
河
漢
各
二
︑
各
有

雌
雄
︒
孔
甲
不
能
食
︑
而
未
獲
豢
龍
氏
︒
有
陶
唐
氏
既
衰
︑
其
後
有
劉
累
︒
學
擾
龍
于
豢
龍
氏
︑
以
事
孔
甲
︑
能
飮
食
之
︒
夏
后
嘉

之
︑
賜
氏
曰
御
龍
︑
以
更
豕
韋
之
後
︒
龍
一
雌
死
︑
潛
醢
以
食
夏
后
︒
夏
后
饗
之
︑
既
而
使
求
之
︒
懼
而
遷
于
魯
縣
︑
范
氏
其
後
也
︒

︙
︙
對
曰
︑
︙
︙
故
有
五
行
之
官
︑
是
謂
五
官
︑
實
列
受
氏
姓
︑
封
爲
上
公
︑
祀
爲
貴
神
︒
社
稷
五
祀
︑
是
尊
是
奉
︒
︙
︙
獻
子
曰
︑

社
稷
五
祀
︑
誰
氏
之
五
官
也
︒
對
曰
︑
少
皥
氏
有
四
叔
︑
曰
重
︑
曰
該
︑
曰
修
︑
曰
熙
︑
實
能
金
木
及
水
︒
使
重
爲
句
芒
︑
該
爲
蓐

收
︑
修
及
熙
爲
玄
冥
︑
世
不
失
職
︑
遂
濟
窮
桑
︒
此
其
三
祀
也
︒
顓
頊
氏
有
子
曰
犁
︑
爲
祝
融
︒
共
工
氏
有
子
曰
句
龍
︑
爲
后
土
︒

此
其
二
祀
也
︒
后
土
爲
社
︒
稷
︑
田
正
也
︒
有
烈
山
氏
之
子
曰
柱
︑
爲
稷
︒
自
夏
以
上
祀
之
︒
周
棄
亦
爲
稷
︑
自
商
以
來
祀
之
︒



東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
百
六
十
七
册

― 40 ―

　
　

 

秋
︑
龍
︑
絳
郊
に
見
わ
る
︒
魏
獻
子
︑
蔡
墨
に
問
い
て
曰
く
︑﹁
吾
之
を
聞
く
︑
蟲
は
龍
よ
り
知
莫
く
︑
其
の
生
得
せ
ざ
る
を
以
て
︑

之
を
知
と
謂
う
︑
と
︒
信
な
る
か
︒﹂
と
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
人
實
に
知
あ
ら
ず
︑
龍
實
に
知
に
非
ず
︒
古
者
は
龍
を
畜
う
︑
故
に
國

に
豢
龍
氏
有
り
︑
御
龍
氏
有
り
︒﹂
と
︒
獻
子
曰
く
︑﹁
是
の
二
氏
は
︑
吾
も
亦
之
を
聞
く
︑
而
れ
ど
も
其
の
故
を
知
ら
ず
︑
是
れ
何

の
謂
ぞ
や
︒﹂
と
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
昔
︑
有
飂
叔
安
︑
裔
子
有
り
て
董
父
と
曰
う
︒
實
に
甚
だ
龍
を
好
み
︑
能
く
其
の
耆
欲
を
求
め

て
以
て
之
に
飮
食
せ
し
め
︑
龍
多
く
之
に
歸
す
︒
乃
ち
龍
を
擾
畜
し
て
︑
以
て
帝
舜
に
服
事
す
︒
帝
︑
之
に
姓
を
賜
い
て
董
と
曰
い
︑

氏
を
豢
龍
と
曰
い
︑
諸
を
鬷
川
に
封
ず
︑
鬷
夷
氏
は
其
の
後
な
り
︒
故
に
帝
舜
氏
︑
世
々
畜
龍
有
り
︒
有
夏
の
孔
甲
に
及
び
︑
有
帝

に
擾
い
︑
帝
︑
之
に
乘
龍
を
賜
い
︑
河
・
漢
各
々
二
︑
各
々
雌
雄
有
り
︒
孔
甲
︑
食
う
こ
と
能
わ
ず
し
て
︑
未
だ
豢
龍
氏
を
獲
ず
︒

有
陶
唐
氏
︑
既
に
衰
え
︑
其
の
後
︑
劉
累
有
り
︒
龍
を
擾
す
る
を
豢
龍
氏
に
學
び
て
︑
以
て
孔
甲
に
事
え
︑
能
く
之
に
飮
食
せ
し
む
︒

夏
后
︑
之
を
嘉
し
︑
氏
を
賜
い
て
御
龍
と
曰
い
︑
以
て
豕
韋
の
後
を
更
む
︒
龍
の
一
雌
死
し
︑
潛
か
に
醢
し
て
以
て
夏
后
に
食
せ
し

む
︒
夏
后
︑
之
を
饗
け
︑
既
に
し
て
之
を
求
め
し
む
︒
懼
れ
て
魯
縣
に
遷
る
︑
范
氏
は
其
の
後
な
り
︒﹂
と
︒
︙
︙
對
え
て
曰
く
︑﹁
︙
︙

故
に
五
行
の
官
有
り
て
︑
是
を
五
官
と
謂
い
︑
實
に
列
し
て
氏
姓
を
受
け
︑
封
じ
て
上
公
と
爲
り
︑
祀
り
て
貴
神
と
爲
る
︒
社
稷
五

祀
︑
是
れ
尊
び
是
れ
奉
ず
︒
︙
︙
﹂
と
︒
獻
子
曰
く
︑﹁
社
稷
五
祀
は
︑
誰
氏
の
五
官
ぞ
や
︒﹂
と
︒
對
え
て
曰
く
︑﹁
少
皥
氏
に
四

叔
有
り
︑
重
と
曰
い
︑
該
と
曰
い
︑
修
と
曰
い
︑
熙
と
曰
い
︑
實
に
金
・
木
と
水
と
を
能
く
す
︒
重
を
し
て
句
芒
と
爲
し
︑
該
を
し

て
蓐
收
と
爲
し
︑
修
と
熙
と
を
し
て
玄
冥
と
爲
さ
し
め
︑
世
々
職
を
失
わ
ず
︑
遂
に
窮
桑
を
濟
す
︒
此
れ
其
の
三
祀
な
り
︒
顓
頊
氏

に
子
有
り
て
犁
と
曰
い
︑
祝
融
と
爲
す
︒
共
工
氏
に
子
有
り
て
句
龍
と
曰
い
︑
后
土
と
爲
る
︒
此
れ
其
の
二
祀
な
り
︒
后
土
を
社
と

爲
す
︒
稷
は
︑
田
正
な
り
︒
有
烈
山
氏
の
子
を
柱
と
曰
い
︑
稷
と
爲
す
︒
夏
自
り
以
上
︑
之
を
祀
る
︒
周
棄
も
亦
稷
と
爲
す
︑
商
自

り
以
來
︑
之
を
祀
る
︒﹂
と
︒
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こ
こ
は
晉
の
蔡
墨
が
︑
鬷
夷
氏
は
豢
龍
氏
の
子
孫
で
あ
り
︑
有
陶
唐
氏
の
子
孫
に
劉
累
が
お
り
︑
豕
韋
氏
の
子
孫
よ
り
龍
を
畜
う
役
目

を
交
代
さ
せ
て
御
龍
氏
と
し
︑
范
氏
は
そ
の
末
裔
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
︒

　
︵
19
︶
哀
公
九
年

　
　

 

晉
趙
鞅
卜
救
鄭
︑
遇
水
適
火
︒
占
諸
史
趙
史
墨
史
龜
︒
史
龜
曰
︑
是
謂
沈
陽
︑
可
以
興
兵
︒
利
以
伐
姜
︑
不
利
子
商
︒
伐
齊
則
可
︑

敵
宋
不
吉
︒
史
墨
曰
︑
盈
︑
水
名
也
︒
子
︑
水
位
也
︒
名
位
敵
︑
不
可
干
也
︒
炎
帝
爲
火
師
︑
姜
姓
其
後
也
︒
水
勝
火
︑
伐
姜
則
可
︒

︙
︙
陽
虎
以
周
易
筮
之
︒
︙
︙
曰
︑
宋
方
吉
︑
不
可
與
也
︒
微
子
啓
︑
帝
乙
之
元
子
也
︒
宋
鄭
︑
甥
舅
也
︒
祉
︑
祿
也
︒
若
帝
乙
之

元
子
歸
妹
而
有
吉
祿
︑
我
安
得
吉
焉
︒
乃
止
︒

　
　

 

晉
の
趙
鞅
︑
鄭
を
救
わ
ん
こ
と
を
卜
し
︑
水
の
火
に
適
く
に
遇
う
︒
諸
を
史
趙
・
史
墨
・
史
龜
に
占
せ
し
む
︒
史
龜
曰
く
︑﹁
是
れ

を
沈
陽
と
謂
う
︑
以
て
兵
を
興
す
べ
し
︒
以
て
姜
を
伐
つ
に
利
し
︑
子
商
に
利
し
か
ら
ず
︑
と
︒
齊
を
伐
つ
は
則
ち
可
︑
宋
に
敵
す

る
は
不
吉
な
り
︒﹂
と
︒
史
墨
曰
く
︑﹁
盈
は
︑
水
名
な
り
︒
子
は
︑
水
位
な
り
︒
名
位
敵
す
︑
干
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
炎
帝
は
火

師
爲
り
︑
姜
姓
は
其
の
後
な
り
︒
水
は
火
に
勝
つ
︑
姜
を
伐
つ
は
則
ち
可
な
り
︒﹂
と
︒
︙
︙
陽
虎
︑
周
易
を
以
て
之
を
筮
す
︒

︙
︙
曰
く
︑﹁
宋
方
に
吉
︑
與
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
︒
微
子
啓
は
︑
帝
乙
の
元
子
な
り
︒
宋
・
鄭
は
︑
甥
舅
な
り
︒
祉
は
︑
祿
な
り
︒

若
し
帝
乙
の
元
子
︑
妹
を
歸
が
せ
て
吉
祿
有
ら
ば
︑
我
安
ぞ
吉
を
得
ん
や
︒﹂
と
︒
乃
ち
止
む
︒

　

こ
こ
は
晉
の
史
墨
が
卜
し
て
︑
姜
姓
が
炎
帝
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
︒
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以
上
︑︵
１
︶・︵
２
︶・︵
３
︶・︵
４
︶・︵
５
︶・︵
６
︶・︵
８
︶・︵
９
︶・︵
10
︶・︵
11
︶・︵
14
︶・︵
17
︶・︵
19
︶
は
國
君
の
﹁
後
﹂
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
﹁
後
﹂
は
何
ら
か
の
言
説
を
正
當
化
す
る
た
め
の
論
據
と
な
る
故
事
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
︒

　
﹁
後
﹂
が
﹁
有
﹂
る
事
例
は
全
て
大
夫
層
に
關
す
る
説
話
で
あ
り
︑﹁
後
﹂
が
﹁
無
﹂
い
事
例
に
は
國
君
に
つ
い
て
の
も
の
も
含
ま
れ
て

い
る
︒
こ
の
こ
と
は
︑﹃
左
傳
﹄
が
描
く
時
代
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
︑
他
方
で
﹃
左
傳
﹄
の
資
料
と
し
て
の
特
徴

が
現
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
︒
ま
た
血
縁
に
關
係
す
る
﹁
後
﹂
が
現
れ
る
の
は
︑
大
半
が
説
話
の
會
話
文
で
あ
り
︑
地

の
文
に
は
少
な
い
︒
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
﹁
後
﹂
の
語
自
體
が
新
し
い
わ
け
で
は
な
い
が
︑
こ
う
し
た
現
象
も
﹃
左
傳
﹄
に
お
い
て
﹁
後
﹂

の
語
が
現
れ
る
部
分
の
後
代
性
を
疑
う
材
料
に
な
り
得
る︶

11
︵

︒
こ
の
よ
う
に
﹁
後
﹂
が
使
用
さ
れ
る
場
面
や
使
用
の
さ
れ
方
に
は
偏
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
︒
そ
れ
で
は
本
來
の
﹁
後
﹂
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
そ
こ
で
次
節
で
は
︑
成
立
年
代
を
よ
り
遡
及
し

得
る
文
獻
に
見
え
る
﹁
後
﹂
の
用
例
を
幾
つ
か
檢
討
し
つ
つ
︑﹁
後
﹂
の
原
型
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
︒

二
︑﹁
後
﹂
の
原
型
に
つ
い
て

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
︑
繼
承
者
を
意
味
す
る
﹁
後
﹂
の
語
そ
の
も
の
は
古
く
遡
及
し
得
る
︒
傳
世
文
獻
の
中
で
成
立
の
古
さ
が
議
論
さ

れ
る
代
表
的
な
も
の
は
﹃
詩
﹄・﹃
書
﹄
で
あ
る︶

12
︵

︒
こ
れ
ら
の
文
獻
に
お
い
て
そ
の
種
の
﹁
後
﹂
が
現
れ
る
用
例
を
み
て
い
こ
う
︒

　

邶
風
谷
風
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我
躬
不
閲
︑
遑
恤
我
後
︒

　
　

我
が
躬
閲
れ
ざ
る
に
︑
我
が
後
を
恤
う
る
に
遑
あ
ら
ん
や
︒

　

鄭
箋
は
﹁
我
後
﹂
を
﹁
我
が
後
に
生
ま
る
る
所
の
子
孫
︒﹂
と
す
る
︒
女
性
が
男
性
に
對
し
て
︑
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
の
だ

か
ら
︑
子
孫
の
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
︒

　

小
雅
南
山
有
臺

　
　

樂
只
君
子
︑
保
艾
爾
後
︒

　
　

樂
し
め
る
君
子
︑
爾
の
後
を
保
艾
せ
ん
︒

　

君
子
に
對
し
て
そ
の
子
孫
を
安
ん
じ
養
え
と
願
っ
て
い
る
︒

　

小
雅
小
弁

　
　

我
躬
不
閲
︑
遑
恤
我
後
︒

　
　

我
が
躬
閲
れ
ら
れ
ず
︑
我
が
後
を
恤
う
る
に
遑
あ
ら
ん
や
︒

　

先
の
邶
風
谷
風
と
類
似
の
句
で
あ
る
︒

　

大
雅
瞻
卬

　
　

無
忝
皇
祖
︑
式
救
爾
後
︒

　
　

皇
祖
を
忝
む
る
無
か
れ
︑
式
て
爾
の
後
を
救
え
︒

　

祖
先
を
は
ず
か
し
め
る
こ
と
な
く
︑
子
孫
を
救
え
と
あ
る
︒

　

周
頌
雝
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燕
及
皇
天
︑
克
昌
厥
後
︒

　
　

燕
し
皇
天
に
及
べ
ば
︑
克
く
厥
の
後
を
昌
ら
か
に
せ
よ
︒

　

こ
れ
も
子
孫
の
繁
榮
を
願
う
句
で
あ
る
︒

　

周
頌
武

　
　

允
文
文
王
︑
克
開
厥
後
︒

　
　

允
れ
文
な
る
文
王
︑
克
く
厥
の
後
を
開
く
︒

　

鄭
箋
は
﹁
能
開
其
子
孫
之
基
緒
︒﹂
と
い
い
︑
文
王
が
そ
の
子
孫
の
い
し
ず
え
を
開
い
た
こ
と
を
い
う
︒

　

商
頌
殷
武

　
　

壽
考
且
寧
︑
以
保
我
後
生
︒

　
　

壽
考
且
つ
寧
ら
か
に
︑
以
て
我
が
後
生
を
保
ん
ぜ
よ
︒

　

こ
れ
は
子
孫
の
安
寧
を
祈
る
句
で
あ
る
︒

　

以
上
の
よ
う
に
︑﹃
詩
﹄
に
お
け
る
子
孫
の
意
の
﹁
後
﹂
は
子
孫
の
繁
榮
・
安
寧
を
祈
る
定
型
句
的
な
も
の
が
多
い
︒
こ
れ
は
後
に
述

べ
る
よ
う
に
︑
西
周
以
降
の
金
文
に
も
類
例
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
︒

　

次
に
﹃
書
﹄
の
﹁
後
﹂
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
︒

　

西
伯
戡
黎

　
　

非
先
王
不
相
我
後
人
︑
惟
王
淫
戲
用
自
絶
︒

　
　

先
王
︑
我
が
後
人
を
相
け
ざ
る
に
非
ず
︑
惟
れ
王
淫
戲
用
て
自
ら
絶
つ
︒
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﹁
後
人
﹂
は
﹃
左
傳
﹄
昭
公
二
十
六
年
に
も
見
え
た
が
︑
こ
こ
は
先
王
と
對
に
な
っ
て
お
り
︑
殷
の
子
孫
を
示
す
︒

　

大
誥

　
　

予
有
後
︑
弗
棄
基
︒

　
　

予
後
有
り
︑
基
を
棄
て
ず
︒

　

こ
こ
は
例
え
話
で
あ
り
︑
私
に
は
後
繼
者
が
あ
る
︑
の
意
で
あ
る
︒

　

酒
誥

　
　

我
聞
亦
惟
曰
︑
在
今
後
嗣
王
酣
身
︑
厥
命
罔
顯
于
民
︑
祇
保
越
怨
不
易
︒

　
　

我
聞
く
亦
惟
れ
曰
く
︑
在
今
︑
後
嗣
王
身
に
酣
に
し
︑
厥
命
民
に
顯
る
る
罔
し
︑
祇
保
怨
に
越
い
て
し
易
え
ず
︒

　

こ
こ
は
殷
の
後
繼
者
の
王
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

　

召
誥

　
　

茲
殷
多
先
哲
王
在
天
︑
越
厥
後
王
後
民
︑
茲
服
厥
命
︒

　
　

 

茲
れ
殷
︑
先
哲
王
︑
天
に
在
る
多
し
︑
越
び
厥
の
後
王
後
民
︑
茲
に
厥
の
命
に
服
す
︒

　

こ
こ
は
殷
の
子
孫
の
王
と
人
々
の
意
で
あ
る
︒

　

多
士

　
　

在
今
後
嗣
王
︑
誕
罔
顯
于
天
︒

　
　

在
今
後
嗣
王
︑
誕
に
天
に
顯
ら
か
な
る
罔
し
︒

　

こ
こ
は
殷
の
後
繼
者
の
王
の
意
で
あ
る
︒
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君
奭

　
　

在
我
後
嗣
子
孫
︑
大
弗
克
恭
上
下
︑
遏
佚
前
人
光
︑
在
家
不
知
天
命
不
易
︑
︙
︙

　
　

 
我
が
後
嗣
子
孫
に
在
り
て
︑
大
い
に
上
下
を
恭
む
克
わ
ず
︑
前
人
の
光
を
遏
佚
す
る
︑
家
に
在
り
て
知
ら
ざ
ら
ん
や
︑
天
命
易
か
ら

ざ
る
︑
︙
︙

　

こ
こ
は
私
︵
周
公
︶
の
後
繼
者
た
る
子
孫
の
意
で
あ
る
︒

　

君
奭

　
　

告
君
乃
猷
裕
︑
我
不
以
後
人
迷
︒

　
　

君
に
告
ぐ
︑
乃
裕
を
猷
れ
︑
我
が
後
人
を
迷
わ
す
を
以
て
せ
ざ
ら
ん
︒

　

こ
こ
は
後
の
人
々
を
迷
わ
な
い
よ
う
に
さ
せ
よ
︑
の
意
で
あ
る
︒

　

君
奭

　
　

其
汝
克
敬
德
︑
明
我
俊
民
︑
在
讓
後
人
于
丕
時
︒

　
　

其
れ
汝
克
く
德
を
敬
し
︑
我
が
俊
民
を
明
に
せ
よ
︑
後
人
に
丕
時
に
讓
る
に
在
れ
︒

　

こ
こ
も
後
の
人
々
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

　

多
方

　
　

乃
惟
爾
商
後
王
︑
逸
厥
逸
︑
圖
厥
政
︑
︙
︙

　
　

乃
ち
惟
れ
爾
商
の
後
王
︑
厥
逸
に
逸
ん
じ
︑
厥
政
を
圖
り
︑
︙
︙

　

こ
こ
は
商
の
後
代
の
王
の
意
で
あ
る
︒
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立
政

　
　

桀
德
惟
乃
弗
作
往
任
︑
是
惟
暴
德
︑
罔
後
︒

　
　

桀
の
德
惟
れ
乃
ち
往
任
を
作
さ
ず
︑
是
れ
惟
れ
暴
德
︑
後
罔
し
︒

　

こ
こ
は
夏
の
子
孫
が
絶
え
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
︒

　

顧
命

　
　

在
後
之
侗
︑
敬
迓
天
威
︑
嗣
守
文
武
大
訓
︑
無
敢
昏
逾
︒

　
　

後
に
在
る
の
侗
︑
敬
み
て
天
威
を
迓
え
︑
文
武
の
大
訓
を
嗣
守
し
︑
敢
え
て
昏
逾
す
る
無
し
︒

　

文
王
・
武
王
の
子
孫
と
し
て
の
愚
か
な
私
︵
成
王
︶
の
意
味
で
あ
る
︒

　

康
王
之
誥

　
　

惟
新
陟
王
︑
畢
協
賞
罰
︑
戡
定
厥
功
︑
用
敷
遺
後
人
休
︒

　
　

惟
れ
新
陟
の
王
︑
畢
く
賞
罰
に
協
い
︑
戡
く
厥
功
を
定
め
︑
用
て
後
人
の
休
を
敷
遺
す
︒

　

文
王
・
武
王
の
子
孫
の
意
味
で
あ
る
︒

　

康
王
之
誥

　
　

乃
命
建
侯
樹
屏
︑
在
我
後
之
人
︒

　
　

乃
ち
命
じ
て
侯
を
建
て
屏
を
樹
つ
︑
我
が
後
の
人
に
在
り
︒

　

康
王
を
含
む
我
ら
子
孫
の
意
味
で
あ
る
︒

　

伊
訓
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敷
求
哲
人
︑
俾
輔
于
爾
後
嗣
︒

　
　

敷
く
哲
人
を
求
め
︑
爾
の
後
嗣
を
輔
け
し
む
︒

　

こ
れ
よ
り
以
下
︑
僞
古
文
で
あ
る︶

13
︵

︒
だ
が
こ
こ
で
は
﹁
後
嗣
﹂
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

　

太
甲
上

　
　

其
後
嗣
王
︑
罔
克
有
終
︑
相
亦
罔
終
︒
︙
︙
旁
求
俊
彦
︑
啓
迪
後
人
︒

　
　

 

其
れ
後
の
嗣
王
︑
克
く
終
有
る
罔
く
︑
相
亦
終
罔
し
︒
︙
︙
旁
く
俊
彦
を
求
め
︑
後
人
を
啓
迪
す
︒

　

こ
れ
ら
も
僞
古
文
で
あ
る
が
︑
後
繼
者
の
王
や
後
の
人
々
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

　

微
子
之
命

　
　

功
加
于
時
︑
德
垂
後
裔
︒

　
　

功
︑
時
に
加
わ
り
︑
德
︑
後
裔
に
垂
る
︒

　

祭
仲
之
命

　
　

爾
乃
邁
迹
自
身
︑
克
勤
無
怠
︑
以
垂
憲
乃
後
︑
︙
︙

　
　

爾
乃
ち
迹
に
邁
す
る
身
自
り
し
︑
克
く
勤
め
怠
る
無
く
︑
以
て
憲
を
乃
の
後
に
垂
れ
︑
︙
︙

　

そ
れ
ぞ
れ
﹁
德
﹂﹁
憲
﹂
が
子
孫
に
及
ぶ
こ
と
を
い
う
︒

　

以
上
の
よ
う
に
︑﹃
書
﹄
に
お
い
て
も
﹃
詩
﹄
と
同
様
︑﹁
後
﹂
は
定
型
句
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

　

そ
れ
以
外
に
︑
出
土
文
獻
と
し
て
の
金
文
に
も
﹃
詩
﹄・﹃
書
﹄・﹃
左
傳
﹄
に
も
現
れ
る
よ
う
な
﹁
後
﹂
の
用
法
が
見
ら
れ
る
︒
例
え
ば

次
の
通
り
で
あ
る︶

14
︵

︒
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︙
︙
於
︵
烏
︶

︵
乎
︶︑

︵
念
︶
之

︵
哉
︶︑　

 

（
後
）
人
其
庸
二
︵
庸
庸
︶
之
︑
母
︵
毋
︶
忘
尓
邦
︒︵
集
成
五
・
二
八
四
〇
︑

中
山
王

圓
鼎
︶

　
　

 
︙
︙
於
︵
烏
︶

︵
乎
︶︑
之
を

︵
念
︶
わ
ん
か
な
︑　

 

︵
後
︶
人
其
れ
之
を
庸
庸
し
て
︑
尓
の
邦
を
忘
る
る
母
︵
毋
︶
れ
︒

　
　

 

︙
︙
用

︵
稽
︶
後
人
享
︑
隹
丁
公
報
︒
︙
︙
婦
子
後
人
永
寶
︒︵
集
成
八
・
四
三
〇
〇
︑
令
𣪘
︶

　
　

 

︙
︙
用
て
後
人
に

︵
稽
︶
り
享
し
て
︑
隹
れ
丁
公
に
報
ぜ
よ
︒
︙
︙
婦
子
後
人
永
く
寶
と
せ
よ
︒

　
　

 

︙
︙
甬
︵
用
︶
乍
︵
作
︶
宗
彝
尊
壺
︒
後
嗣
甬
︵
用
︶
之
︑
職
才
︵
在
︶
王
室
︒︵
集
成
一
五
・
九
七
一
〇
︑
曾
姫
無
卹
壺
︶

　
　

 

︙
︙
甬
︵
用
︶
て
宗
彝
尊
壺
を
乍
︵
作
︶
る
︒
後
嗣
之
を
甬
︵
用
︶
い
︑
職
と
し
て
王
室
に
才
︵
在
︶
れ
︒

　

令
𣪘
は
大
系
三
な
ど
が
西
周
成
王
期
︑
暦
朔
二
・
一
〇
な
ど
が
昭
王
期
と
し
︑
曾
姫
無
卹
壺
は
そ
の
紀
年
銘
や
器
形
か
ら
大
系
一
六
六

な
ど
が
春
秋
後
期
の
楚
惠
王
期
と
し
︑
中
山
王
圓
鼎
は
お
お
む
ね
前
三
一
〇
年
前
後
と
さ
れ
る︶

15
︵

︒
こ
れ
ら
で
﹁
後
﹂
を
含
む
も
の
は
﹁
後

人
﹂
や
﹁
後
嗣
﹂
で
あ
り
︑
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
︑﹃
書
﹄
や
﹃
左
傳
﹄
に
も
類
似
の
用
例
が
あ
る
︒
こ
の
種
の
表
現
の
﹁
後
﹂
は
少
な

く
と
も
西
周
期
に
遡
及
で
き
る
こ
と
が
分
か
る
︒
ま
た
こ
れ
ら
と
は
少
し
異
な
る
﹁
後
﹂
の
用
法
も
あ
る
︒

　
　

︙
︙
王
用
弗

︵
忘
︶
聖
人
之
後
︑
多
蔑
暦
易
︵
賜
︶
休
︒
︙
︙
︵
集
成
五
・
二
八
一
二
︑
師
望
鼎
︶

　
　

︙
︙
王
用
て
聖
人
の
後
な
る
こ
と
を

︵
忘
︶
れ
ず
︑
多
く
蔑
暦
せ
ら
れ
て
休
を
易
︵
賜
︶
う
︒
︙
︙

　

こ
れ
を
大
系
八
〇
な
ど
は
西
周
共
王
期
の
器
と
す
る
︒
こ
こ
に
は
﹁
聖
人
之
後
﹂
と
あ
り
︑﹃
詩
﹄
に
﹁
～
後
﹂
と
あ
る
用
例
に
似
て

お
り
︑
ま
た
﹃
左
傳
﹄
昭
公
七
年
の
孔
子
出
現
に
關
す
る
説
話
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
用
法
も
西
周
期
に
遡
及
し
得
る

も
の
で
あ
る
︒
た
だ
﹃
書
﹄
に
は
こ
の
種
の
用
例
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
が
︑
君
奭
篇
に
﹁
我
後
嗣
子
孫
﹂
と
あ
る
の
が
や
や
近
い
と

い
え
な
く
も
な
い
︒
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以
上
は
作
器
者
が
﹁
後
﹂
に
對
し
て
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
す
る
か
︑
何
ら
か
の
行
動
を
期
待
す
る
︑
い
わ
ば
定
型
句
的
な
部
分
に
現

れ
る
︒
こ
れ
ら
は
祭
祀
の
繼
承
者
と
し
て
の
意
味
合
い
が
濃
厚
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
繼
承
者
の
意
味
を
有
す
る
﹁
後
﹂
の
用
例
は
金
文

に
お
い
て
西
周
期
に
遡
り
︑
戰
國
時
代
の
中
山
王
鼎
ま
で
受
け
繼
が
れ
て
い
る︶

16
︵

︒
こ
れ
ら
の
場
合
︑﹁
後
﹂
は
専
ら
血
縁
上
の
繼
承
者
で

あ
り
︑
祖
先
祭
祀
を
主
る
こ
と
が
豫
定
さ
れ
る
者
で
あ
っ
た
︒﹃
左
傳
﹄
の
﹁
後
﹂
は
こ
れ
ら
金
文
に
お
け
る
﹁
後
﹂
の
用
法
を
引
く
も

の
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

次
節
で
は
上
記
檢
討
結
果
を
も
と
に
︑
先
秦
時
代
に
お
け
る
﹁
後
﹂
の
あ
り
方
の
變
化
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と

し
た
い
︒

三
︑
先
秦
時
代
に
お
け
る
﹁
後
﹂
の
變
遷

　

西
周
時
代
に
お
け
る
人
間
集
團
の
大
き
な
單
位
は
邑
を
も
と
に
し
た
い
わ
ゆ
る
邑
制
國
家
で
あ
り
︑
そ
の
總
數
は
千
八
百
と
も
稱
さ
れ

た︶
17
︵

︒
だ
が
春
秋
時
代
に
入
る
と
そ
れ
が
淘
汰
さ
れ
︑
滅
國
が
進
行
し
て
い
く
︒
滅
ぼ
さ
れ
た
邑
制
國
家
や
新
た
に
設
置
さ
れ
た
邑
は
縣
と

さ
れ
る
こ
と
が
次
第
に
多
く
な
り︶

18
︵

︑
や
が
て
中
央
か
ら
官
僚
な
い
し
そ
れ
に
近
い
存
在
が
任
命
さ
れ
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒

　

姓
に
よ
る
族
的
血
縁
秩
序
と
祖
先
祭
祀
が
邑
制
國
家
を
支
え
る
大
き
な
基
盤
で
あ
り
︑そ
れ
ら
二
つ
の
要
素
は
相
互
補
完
關
係
に
あ
る
︒

本
稿
で
と
り
あ
げ
た
﹁
後
﹂
は
邑
制
國
家
に
お
け
る
祖
先
祭
祀
の
繼
承
者
で
あ
り
︑
血
縁
集
團
の
長
で
あ
る
︒
春
秋
時
代
に
入
っ
て
も
し

ば
ら
く
は
邑
制
國
家
の
あ
り
方
に
變
化
は
な
い
︒
し
か
し
そ
の
頃
新
た
に
出
現
し
た
縣
は
︑
西
周
以
來
の
邑
制
國
家
の
あ
り
方
か
ら
次
第

に
離
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
く
︒
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縣
に
は
そ
れ
を
統
括
す
る
縣
大
夫
︵
晉
︶
や
縣
公
︵
楚
︶
と
い
っ
た
官
職
が
設
置
さ
れ
︑
主
に
大
夫
層
が
派
遣
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
官
職

に
就
い
た
者
は
縣
を
據
點
と
し
て
︑
そ
の
周
邊
部
を
含
め
た
地
域
に
關
す
る
行
政
を
担
う
よ
う
に
な
る
︒
こ
う
い
っ
た
官
職
は
世
襲
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
が
︑
そ
れ
ま
で
の
采
邑
の
よ
う
に
世
襲
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
︒
晉
や
齊
で
は
有
力
世
族
が
そ
れ
ら
縣
を

統
制
し
︑
そ
の
中
か
ら
や
が
て
晉
で
は
韓
・
魏
・
趙
三
氏
︑
齊
で
は
陳
︵
田
︶
氏
が
戰
國
王
權
へ
と
成
長
す
る
︒
楚
・
秦
・
燕
で
は
晉
と

は
異
な
り
︑
君
主
權
力
が
縣
を
掌
握
す
る
こ
と
に
成
功
し
︑
戰
國
王
權
へ
と
脱
皮
し
て
い
く
︒﹃
左
傳
﹄
に
現
れ
る
大
夫
に
は
︑
そ
の
よ

う
な
世
族
が
多
く
現
れ
る
し
︑
先
に
檢
討
し
た
﹁
後
﹂
の
用
例
に
も
姿
を
見
せ
る
︒

　

前
節
の
檢
討
結
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
︑﹁
後
﹂
の
言
葉
そ
の
も
の
は
西
周
時
代
か
ら
春
秋
戰
國
時
代
に
か
け
て
一
貫
し
て
重
要
で

あ
る
︒﹃
左
傳
﹄の﹁
後
﹂に
關
係
す
る
説
話
に
現
れ
る
の
は
︑ほ
と
ん
ど
が
國
君
も
し
く
は
大
夫
層
で
あ
る
が
︑大
夫
層
に
つ
い
て
の﹁
後
﹂

の
有
無
は
國
君
の
そ
れ
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
︒
大
夫
層
は
國
君
と
は
異
な
り
﹁
氏
﹂
を
有
し
︑
大
夫
の
﹁
後
﹂
は
﹁
氏
﹂
を
繼
承
す

る
︒﹃
左
傳
﹄
の
﹁
後
﹂
の
檢
討
で
見
ら
れ
た
﹁
氏
﹂
の
多
く
は
晉
の
趙
氏
な
ど
︑
祖
先
を
古
く
遡
っ
た
り
國
君
か
ら
派
出
し
た
り
し
た

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
︑
い
わ
ば
﹁
大
宗
﹂
的
な
﹁
氏
﹂
で
あ
る
︒
そ
れ
は
こ
う
し
た
﹁
氏
﹂
か
ら
分
岐
し
て
派
生
し
た
﹁
小
宗
﹂
的
な
﹁
氏
﹂

と
は
異
な
る
︑
い
わ
ば
古
い
﹁
氏
﹂
で
あ
る︶

19
︵

︒
春
秋
時
代
に
は
︑
姓
を
基
軸
と
し
た
西
周
以
前
に
遡
及
し
得
る
族
集
團
か
ら
︑
氏
を
基
礎

と
す
る
春
秋
時
代
以
降
の
新
た
な
血
縁
原
理
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
︑﹁
後
﹂
の
語
か
ら
そ
れ
を
俯
瞰
す
る
限
り
︑

状
況
は
さ
ほ
ど
單
純
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る︶

20
︵

︒

　
﹃
左
傳
﹄
で
は
︑﹁
後
﹂
の
あ
る
理
由
と
し
て
﹁
德
﹂・﹁
忠
﹂・﹁
敏
﹂・﹁
義
﹂・﹁
良
﹂
い
ず
れ
か
の
存
在
が
︑
そ
れ
の
な
い
理
由
と
し
て

﹁
禮
﹂・﹁
敬
﹂・﹁
愼
﹂・﹁
德
﹂
い
ず
れ
か
の
缺
如
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
戰
國
時

代
以
降
に
出
現
す
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
そ
の
用
い
ら
れ
方
に
は
後
代
性
が
た
だ
よ
う
︒﹁
後
﹂
の
有
無
雙
方
の
理
由
と
し
て
現
れ
る
﹁
德
﹂
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に
つ
い
て
い
う
な
ら
︑
小
倉
芳
彦
が
﹃
左
傳
﹄
に
お
け
る
﹁
德
﹂
の
檢
討
を
通
し
て
︑
元
來
︑
西
周
金
文
に
現
れ
る
よ
う
な
﹁
德
﹂
は
王

者
が
行
う
﹁
省
﹂
事
に
關
係
あ
る
概
念
で
あ
っ
た
が
︑
戰
國
時
代
以
降
に
な
っ
て
郡
縣
制
支
配
が
貫
徹
し
て
い
く
と
︑
そ
の
元
の
意
義
が

忘
れ
ら
れ
︑﹁
德
﹂
概
念
が
内
面
化
・
抽
象
化
さ
れ
︑﹃
釋
名
﹄
釋
言
語
・﹃
廣
雅
﹄
釋
詁
﹁
德
は
得
な
り
﹂︑﹃
韓
非
子
﹄
解
老
篇
﹁
德
は

内
な
り
︑
得
は
外
な
り
﹂
の
﹁
得
﹂
に
接
近
し
て
い
く
こ
と
を
論
じ
て
い
る︶

21
︵

︒
ま
た
﹁
忠
﹂・﹁
義
﹂
は
孔
子
の
豫
言
記
事
で
用
い
ら
れ
て

い
る
︒﹁
德
﹂・﹁
禮
﹂・﹁
敬
﹂
は
孔
子
以
外
の
豫
言
記
事
に
見
ら
れ
る
︒﹁
義
﹂・﹁
忠
﹂
は
﹃
周
禮
﹄
地
官
大
司
徒
の
い
う
六
德
に
含
ま
れ
︑

﹁
義
﹂・﹁
禮
﹂
は
﹃
孟
子
﹄
の
四
端
説
な
ど
に
見
え
︑﹁
忠
﹂・﹁
信
﹂・﹁
良
﹂・﹁
敬
﹂
も
﹃
孟
子
﹄
に
現
れ
る
重
要
な
語
で
あ
る
︒

　

四
端
説
に
關
連
す
る
﹁
義
﹂・﹁
禮
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
孟
子
﹄
公
孫
丑
上
篇
に
︑

　
　

 

孟
子
曰
︑
︙
︙
惻
隱
之
心
︑
仁
之
端
也
︒
羞
惡
之
心
︑
義
之
端
也
︒
辭
讓
之
心
︑
禮
之
端
也
︒
是
非
之
心
︑
智
之
端
也
︒

　
　

 

孟
子
曰
く
︑﹁
︙
︙
惻
隱
の
心
は
︑
仁
の
端
な
り
︒
羞
惡
の
心
は
︑
義
の
端
な
り
︒
辭
讓
の
心
は
︑
禮
の
端
な
り
︒
是
非
の
心
は
︑

智
の
端
な
り
︒
︙
︙
﹂

と
あ
っ
て
︑
同
告
子
上
篇
に
も
﹁
敬
﹂
と
共
に
︑

　
　

 

孟
子
曰
︑
︙
︙
惻
隱
之
心
︑
人
皆
有
之
︒
羞
惡
之
心
︑
人
皆
有
之
︒
恭
敬
之
心
︑
人
皆
有
之
︒
是
非
之
心
︑
人
皆
有
之
︒
惻
隱
之
心

仁
也
︒
羞
惡
之
心
義
也
︒
恭
敬
之
心
禮
也
︒
是
非
之
心
智
也
︒
仁
義
禮
智
︑
非
由
外
鑠
我
也
︑
我
固
有
之
也
︑
弗
思
耳
矣
︒
︙
︙

　
　

 

孟
子
曰
く
︑﹁
︙
︙
惻
隱
の
心
は
︑
人
皆
之
有
り
︒
羞
惡
の
心
は
︑
人
皆
之
有
り
︒
恭
敬
の
心
は
︑
人
皆
之
有
り
︒
是
非
の
心
は
︑

人
皆
之
有
り
︒
惻
隱
の
心
は
仁
な
り
︒
羞
惡
の
心
は
義
な
り
︒
恭
敬
の
心
は
禮
な
り
︒
是
非
の
心
は
智
な
り
︒
仁
義
禮
智
は
︑
外
由

り
我
を
鑠
る
に
非
ざ
る
な
り
︑
我
固
よ
り
之
を
有
す
る
な
り
︑
思
わ
ざ
る
の
み
︒
︙
︙
﹂
と
︒

　

と
あ
る
︒﹁
忠
﹂・﹁
信
﹂
に
つ
い
て
は
例
え
ば
同
梁
惠
王
上
篇
に
﹁
忠
信
﹂
の
形
で
︑
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孟
子
對
曰
︑
︙
︙
王
如
施
仁
政
於
民
︑
省
刑
罰
︑
薄
税
斂
︑
深
耕
易
耨
︑
壯
者
以
暇
日
脩
其
孝
悌
忠
信
︑
入
以
事
其
父
兄
︑
出
以
事

其
長
上
︑
可
使
制
梃
以
撻
秦
楚
之
堅
甲
利
兵
矣
︒

　
　

 
孟
子
對
え
て
曰
く
︑﹁
︙
︙
王
如
し
仁
政
を
民
に
施
し
︑
刑
罰
を
省
き
︑
税
斂
を
薄
く
し
︑
深
く
耕
し
易
く
耨
ら
し
め
︑
壯
者
暇
日

を
以
て
其
の
孝
悌
忠
信
を
脩
め
︑
入
り
て
は
以
て
其
の
父
兄
に
事
え
︑
出
で
て
は
以
て
其
の
長
上
に
事
え
し
め
ば
︑
梃
を
制
げ
て
以

て
秦
・
楚
の
堅
甲
利
兵
を
撻
た
し
む
べ
し
︒
︙
︙
﹂
と
︒

　

と
あ
り
︑﹁
良
﹂
は
﹁
義
﹂
と
と
も
に
同
盡
心
上
篇
に
︑

　
　

 

孟
子
曰
︑
人
之
所
不
學
而
能
者
︑
其
良
能
也
︒
所
不
慮
而
知
者
︑
其
良
知
也
︒
孩
提
之
童
︑
無
不
知
愛
其
親
者
︑
及
其
長
也
︑
無
不

知
敬
其
兄
也
︒
親
親
仁
也
︒
敬
長
義
也
︒
無
他
︑
達
之
天
下
也
︒

　
　

 

孟
子
曰
く
︑﹁
人
の
學
ば
ず
し
て
能
く
す
る
所
の
者
は
︑
其
の
良
能
な
り
︒
慮
ら
ず
し
て
知
る
所
の
者
は
︑
其
の
良
知
な
り
︒
孩
提

の
童
も
︑
其
の
親
を
愛
す
る
を
知
ら
ざ
る
者
無
く
︑
其
の
長
ず
る
に
及
び
て
︑
其
の
兄
を
敬
す
る
を
知
ら
ざ
る
也
︵
者
︶
無
し
︒
親

を
親
し
む
は
仁
な
り
︒
長
を
敬
う
は
義
な
り
︒
他
無
し
︑
之
を
天
下
に
達
す
る
の
み
︒﹂
と
︒

　

と
あ
り
︑﹁
敬
﹂
は
先
の
告
子
上
篇
の
例
の
外
︑
同
離
婁
上
篇
に
︑

　
　

孟
子
曰
︑
︙
︙
故
曰
︑
責
難
於
君
謂
之
恭
︑
陳
善
閉
邪
謂
之
敬
︑
吾
君
不
能
謂
之
賊
︒

　
　

 

孟
子
曰
く
︑﹁
︙
︙
故
に
曰
く
︑
難
き
を
君
に
責
む
る
︑
之
を
恭
と
謂
い
︑
善
を
陳
べ
邪
を
閉
ず
る
︑
之
を
敬
と
謂
い
︑
吾
が
君
能

わ
ず
と
い
う
︑
之
を
賊
と
謂
う
︒﹂
と︶

22
︵

︒

　

な
ど
と
あ
る
︒

　
　

な
お
﹃
荀
子
﹄
に
も
こ
れ
ら
の
語
は
頻
見
さ
れ
る
が
︑
同
脩
身
篇
に
︑
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體
恭
敬
而
心
忠
信
︑
術
禮
義
而
情
愛
人
︑
横
行
天
下
︑
雖
困
四
夷
︑
人
莫
不
貴
︒

　
　

 
體
は
恭
敬
に
し
て
心
も
忠
信
︑
術
は
禮
義
に
し
て
情
も
愛
人
︑
天
下
を
横
行
す
れ
ば
︑
四
夷
を
困
む
と
雖
も
︑
人
は
貴
ば
ざ
る
こ
と

莫
し
︒

　

と
あ
り
︑
同
臣
道
篇
に
︑

　
　

 

恭
敬
禮
也
︑
調
和
樂
也
︒
謹
愼
利
也
︑
鬭
怒
害
也
︒
故
君
子
安
禮
樂
樂
︑
謹
愼
而
無
鬭
怒
︒
是
以
百
擧
不
過
也
︒
小
人
反
是
︒

　
　

 

恭
敬
は
禮
に
し
て
︑
調
和
は
樂
な
り
︒
謹
愼
は
利
に
し
て
︑
鬭
怒
は
害
な
り
︒
故
に
君
子
は
禮
を
安
ん
じ
樂
を
樂
し
み
︑
謹
愼
し
て

鬭
怒
す
る
こ
と
無
し
︒
是
を
以
て
百
擧
し
て
過
た
ざ
る
な
り
︒
小
人
は
是
に
反
す
︒

　

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
︑﹃
孟
子
﹄
と
は
意
味
合
い
が
異
な
っ
て
く
る
場
合
が
ま
ま
見
ら
れ
る︶

23
︵

︒
こ
の
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
﹁
後
﹂
に
關

連
す
る
箇
所
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
︑﹃
左
傳
﹄
と
﹃
孟
子
﹄
と
の
思
想
的
な
近
さ
が
想
定
さ
れ
る
︒

　

こ
う
し
た
資
料
状
況
か
ら
は
︑﹁
後
﹂
の
語
と
戰
國
時
代
以
降
︑
特
に
儒
家
系
思
想
要
素
と
の
強
い
關
連
が
想
定
さ
れ
る
︒﹃
左
傳
﹄
で

は
︑﹁
後
﹂
の
有
る
こ
と
は
血
縁
が
繫
が
っ
て
い
る
事
實
の
み
で
は
保
證
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
︒
こ
れ
は
血
縁
關
係
の
存
在
と
﹁
後
﹂
の

存
續
と
が
ほ
と
ん
ど
等
値
さ
れ
得
る
よ
う
な
︑
祖
先
祭
祀
の
世
界
に
あ
る
西
周
金
文
や
﹃
詩
﹄
か
ら
見
れ
ば
︑
非
常
に
大
き
な
變
化
で
あ

り
︑血
縁
原
理
の
み
で
は
必
ず
し
も
繼
承
が
保
證
さ
れ
な
い
縣
の
管
轄
者
の
存
在
が
そ
の
背
後
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
︒

こ
の
後
中
國
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
︑三
禮
の
よ
う
な
儒
家
系
文
獻
が
血
縁
組
織
を
規
制
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒﹃
左
傳
﹄

に
お
け
る
こ
の
種
の
規
制
は
︑
そ
れ
ら
ほ
ど
に
は
直
接
的
か
つ
強
力
な
も
の
と
は
い
え
な
い
が
︑
血
縁
集
團
と
文
獻
と
が
邂
逅
し
た
初
期

の
こ
ろ
の
關
係
性
の
一
つ
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒現
實
世
界
に
對
す
る
文
獻
の
干
渉
と
呼
ん
で
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
︒

そ
れ
は
文
獻
か
ら
現
實
世
界
へ
の
一
方
的
な
働
き
か
け
で
は
な
く
︑
特
に
﹃
左
傳
﹄
の
よ
う
な
年
代
記
風
の
文
獻
は
そ
れ
相
應
の
史
實
を
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基
礎
と
し
て
い
る
以
上
︑
現
實
の
枠
組
み
に
文
獻
が
あ
る
程
度
は
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
︑
思
想
文
獻
以
上
に
相
互
作
用
の
強
い
關

係
に
あ
る
︒
多
少
大
袈
裟
に
い
え
ば
︑
こ
う
し
た
文
獻
と
現
實
と
の
相
互
作
用
こ
そ
が
秦
漢
帝
國
へ
向
け
て
社
會
が
秩
序
化
さ
れ
て
い
く

原
動
力
と
な
っ
た
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
こ
う
し
た
作
用
に
お
い
て
は
︑
編
纂
さ
れ
た
元
の
意
味
内
容
の
ま
ま
文
獻
が

理
解
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
︑
ま
た
そ
う
す
る
餘
地
の
あ
る
方
が
利
用
價
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
︒
こ
れ
は
特

定
の
集
團
・
勢
力
が
特
定
の
意
圖
を
も
っ
て
文
獻
を
編
纂
し
た
と
い
う
︑
文
獻
の
成
立
を
考
察
す
る
際
に
よ
く
利
用
さ
れ
る
思
考
パ
タ
ー

ン
が
常
に
有
効
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
︒
そ
う
し
た
文
獻
が
利
用
さ
れ
る
際
の
あ
る
種
の
危
う
さ

を
念
頭
に
置
き
つ
つ
﹃
左
傳
﹄
の
﹁
後
﹂
に
關
す
る
記
事
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
︑
西
周
も
し
く
は
そ
れ
以
前
か
ら
の
古
い
血
縁
集
團
で

あ
る
こ
と
へ
の
強
い
關
心
︑
そ
し
て
そ
の
西
周
以
來
の
古
さ
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
︑
そ
の
内
實
は
外
觀
ほ
ど
古
い
わ
け

で
は
な
い
組
織
な
の
で
あ
る
︒

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
︑
繼
承
者
の
意
味
を
も
つ
﹁
後
﹂
に
つ
い
て
︑
戰
國
時
代
に
お
け
る
文
獻
成
立
の
果
た
し
た
役
割
を
考
え
つ
つ
︑﹃
左
傳
﹄

を
中
心
と
す
る
若
干
の
文
獻
を
檢
討
し
た
︒﹃
左
傳
﹄
で
﹁
後
﹂
が
﹁
有
﹂
る
と
書
か
れ
た
事
例
は
全
て
大
夫
層
に
關
す
る
説
話
で
あ
り
︑

﹁
後
﹂
が
﹁
無
﹂
い
と
書
か
れ
た
事
例
に
は
國
君
に
關
す
る
も
の
も
含
ま
れ
る
が
︑
や
は
り
大
夫
層
の
も
の
が
多
い
︒
そ
し
て
血
縁
に
關

係
す
る
﹁
後
﹂
が
現
れ
る
の
は
︑
大
半
が
後
世
の
付
加
部
分
で
あ
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒﹁
後
﹂
に
關
す
る
議
論
は
こ

う
い
う
部
分
に
多
い
こ
と
か
ら
︑
そ
の
後
代
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
︒
成
立
が
比
較
的
古
い
傳
世
文
獻
の
﹃
詩
﹄・﹃
書
﹄・
金
文
の
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一
部
で
は
︑﹁
後
﹂
は
専
ら
血
縁
上
の
繼
承
者
で
あ
り
︑
祖
先
祭
祀
を
主
る
こ
と
を
豫
定
さ
れ
る
者
で
あ
っ
た
︒

　
﹃
左
傳
﹄
の
﹁
後
﹂
が
示
す
人
物
の
多
く
は
︑
こ
う
し
た
西
周
以
來
の
國
君
や
︑
比
較
的
古
い
起
源
の
氏
を
も
つ
大
夫
層
で
あ
る
︒
他
方
︑

﹁
後
﹂
の
有
無
の
理
由
と
し
て
︑﹁
德
﹂
な
ど
の
儒
家
的
キ
ー
ワ
ー
ド
を
伴
う
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
︑﹁
後
﹂
の
有
無
は
血
縁
原
理
の

み
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
︒
春
秋
時
代
以
降
︑
舊
來
の
邑
に
か
わ
っ
て
縣
が
設
置
さ
れ
︑
そ
こ
に
大
夫
層
以
下
が
中
央
か
ら
管
轄
者
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
や
が
て
戰
國
時
代
以
降
の
中
央
權
力
に
よ
る
統
治
を
支
え
て
い
く
︒
彼
ら
の
地
位
は
血
縁
の
み
に
よ
っ

て
は
保
證
さ
れ
な
い
︒﹃
左
傳
﹄
で
は
︑
後
に
春
秋
時
代
以
降
戰
國
時
代
に
か
け
て
擴
大
し
て
い
く
縣
に
ま
つ
わ
る
要
素
が
テ
キ
ス
ト
中

に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
︒﹃
左
傳
﹄
が
描
く
血
縁
集
團
は
︑
表
面
上
は
西
周
以
來
の
﹁
古
さ
﹂
を
保
持
し
て
い
る
よ
う
に
見

せ
か
け
な
が
ら
︑
實
態
は
そ
れ
か
ら
離
れ
つ
つ
あ
る
か
︑
離
れ
て
し
ま
っ
た
組
織
で
あ
る
︒
以
上
の
こ
と
は
︑
春
秋
か
ら
戰
國
に
か
け
て

の
社
會
秩
序
の
基
盤
が
︑﹁
後
﹂
關
係
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
︑
西
周
期
に
遡
及
し
得
る
﹁
古
さ
﹂
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
︒
先
秦
文
獻
に
は
︑
個
々
の
編
纂
意
圖
は
別
の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
こ
う
し
た
春
秋
時
代
以
降
に
現
れ

た
新
た
な
社
會
の
動
き
を
統
御
し
︑
そ
れ
以
前
の
枠
組
み
を
利
用
し
つ
つ
秩
序
化
し
て
い
く
働
き
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　
﹁
後
﹂
の
語
は
﹃
左
傳
﹄
以
外
の
文
獻
に
も
見
ら
れ
る
が
︑
本
稿
に
お
け
る
檢
討
は
限
定
的
で
あ
っ
た
︒
ま
た
﹁
後
﹂
に
關
連
し
て
現

れ
る
﹁
德
﹂
な
ど
の
思
想
的
キ
ー
ワ
ー
ド
は
︑
戰
國
秦
漢
以
降
の
思
想
に
お
い
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
︑
ま
た
家
族
思
想
と
も
強
い
關
係

性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
︒
本
稿
の
檢
討
か
ら
は
︑
春
秋
戰
國
期
が
家
族
思
想
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
︑
そ
の
詳
細
を

詰
め
る
作
業
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
︒
そ
の
意
味
で
は
本
稿
は
﹁
後
﹂
に
關
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
初
歩
的
な
見
通
し
を
提
示
し
た
に
す

ぎ
な
い
︒
そ
こ
か
ら
先
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒
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︵
本
稿
は
︑
科
學
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
︵
Ｃ
︶︶﹁
傳
世
・
出
土
文
獻
所
見
の
系
譜
關
係
資
料
に
よ
る
先
秦
家
族
史
の
再
構
築
﹂

︵
研
究
代
表
者
：
小
寺
敦
︶
に
よ
る
研
究
成
果
で
あ
る
︒︶

1　

陳
顧
遠
﹃
中
國
婚
姻
史
﹄︵
商
務
印
書
館
︑
上
海
︑
一
九
三
六
年
十
一
月
︶
八
頁
︒

2　

宇
野
哲
人
﹃
支
那
哲
學
概
論
﹄︵
支
那
哲
學
叢
書
刊
行
會
︑
東
京
︑
一
九
二
六
年
五
月
︶
第
二
章
第
二
節
第
二
欵
︒

3　

仁
井
田
陞
﹃
中
國
法
制
史
﹄︵
岩
波
全
書
︑
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
五
二
年
六
月
︑
増
訂
版
︑
二
〇
〇
五
年
十
一
月
︶
第
十
三
章
﹁
家
族
法
﹂

第
五
節
﹁
家
の
繼
續
﹂
増
訂
版
二
四
〇
～
二
四
二
頁
︒

4　

下
見
隆
雄
﹃
孝
と
母
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
︱
中
國
女
性
史
の
視
座
︱
﹄︵
研
文
出
版
︑
東
京
︑
一
九
九
七
年
九
月
︶
八
〇
頁
︒

5　

文
字
︵
漢
字
︶
と
そ
れ
に
よ
る
文
書
・
文
獻
の
編
纂
が
中
國
古
代
の
諸
方
面
に
對
し
て
多
大
な
影
響
を
與
え
た
こ
と
は
︑
こ
れ
ま
で
漠
然
と
意
識

さ
れ
續
け
て
き
た
が
︑
特
に
近
年
︑
先
秦
秦
漢
時
代
の
出
土
文
獻
が
増
大
す
る
と
︑
こ
の
こ
と
が
研
究
者
の
注
意
を
大
い
に
引
く
よ
う
に
な
っ
た
︒

例
え
ば
︑
呂
思
勉
﹃
先
秦
史
﹄︵
開
明
書
店
︑
上
海
︑
一
九
四
一
年
十
二
月
︶
第
十
五
章
第
一
節
﹁
文
字
﹂︑
楊
寛
﹃
戰
國
史
﹄︵
上
海
人
民
出
版
社
︑

上
海
︑
一
九
五
五
年
九
月
︶
第
十
一
章
一
﹁
文
學
的
發
展
﹂︑
同
︵
一
九
九
七
増
訂
版
︑
臺
灣
商
務
印
書
館
︑
臺
北
︑
一
九
九
七
年
︶
第
十
二
章
一
﹁
文

字
的
變
革
與
書
法
的
起
源
﹂︑
な
ど
參
照
︒
も
と
も
と
こ
れ
ら
着
眼
の
多
く
は
文
化
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
︑
漢
字
を
政
治

的
な
文
脈
と
絡
め
て
論
じ
た
の
が
西
嶋
定
生
﹃
中
國
古
代
國
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
﹄︵
東
京
大
學
出
版
會
︑
東
京
︑
一
九
八
三
年
八
月
︶
で
あ
る
︒

西
嶋
は
専
ら
紀
元
後
の
東
ア
ジ
ア
世
界
に
つ
い
て
論
じ
た
が
︑
平
㔟
隆
郎
﹃
よ
み
が
え
る
文
字
と
呪
術
の
帝
國
︱
古
代
殷
周
王
朝
の
素
顔
︱
﹄︵
中

公
新
書
︑
中
央
公
論
新
社
︑
東
京
︑
二
〇
〇
一
年
六
月
︶
は
文
字
使
用
の
變
化
を
通
し
て
東
周
期
に
官
僚
支
配
が
出
現
す
る
畫
期
性
を
述
べ
て
お
り
︑

こ
れ
は
時
代
を
遡
上
し
て
西
嶋
の
視
點
を
應
用
し
て
い
る
と
い
え
る
︒
本
稿
の
主
題
か
ら
若
干
離
れ
る
こ
と
も
あ
り
︑
文
獻
の
引
用
は
省
略
す
る
が
︑

文
書
行
政
の
方
面
か
ら
は
︑
工
藤
元
男
・
冨
谷
至
・
藤
田
勝
久
ら
を
は
じ
め
と
す
る
簡
牘
に
關
わ
る
研
究
者
た
ち
が
盛
ん
に
業
績
を
擧
げ
︑
ま
た
こ
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れ
と
關
連
し
て
法
制
史
方
面
で
も
多
く
の
研
究
成
果
が
出
て
い
る
︒
そ
の
他
に
教
科
書
で
は
あ
る
が
︑
大
西
克
也
・
宮
本
徹
﹃
ア
ジ
ア
と
漢
字
文
化
﹄

︵
放
送
大
學
教
育
振
興
會
︑
東
京
︑
二
〇
〇
九
年
三
月
︶
の
大
西
克
也
執
筆
部
分
に
は
︑
先
行
研
究
に
據
り
つ
つ
︑
こ
う
し
た
視
點
に
對
す
る
非
常

に
強
い
意
識
が
見
ら
れ
る
︒

6　

拙
稿
﹁
先
秦
時
代
系
譜
編
纂
の
成
立
過
程
と
そ
の
意
義
﹂︵﹃
歴
史
学
研
究
﹄
八
九
八
︑
東
京
︑
二
〇
一
二
年
十
月
︶︒

7　
﹃
左
傳
﹄
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
は
︑
古
來
膨
大
な
研
究
が
あ
る
︒
前
漢
末
僞
作
説
や
左
丘
明
著
作
説
も
あ
る
が
︑
近
年
で
は
成
立
地
域
の
問
題

は
と
も
か
く
︑
年
代
に
つ
い
て
は
戰
國
中
期
と
す
る
研
究
が
比
較
的
多
く
︑
少
し
遡
上
さ
せ
て
戰
國
前
期
と
し
た
り
︑
下
し
て
戰
國
末
期
と
す
る
も

の
も
あ
る
︒
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
著
﹃
先
秦
家
族
關
係
史
料
の
新
研
究
﹄︵
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
︑
汲
古
書
院
︑
東
京
︑
二
〇
〇
八
年

三
月
︶
第
一
章
第
一
節
注
︵
一
二
︶
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
︑
該
書
で
の
結
論
に
お
い
て
年
代
を
戰
國
中
期
と
し
た
部
分
に
つ
い
て
は
︑
本
稿
で
も

そ
の
見
解
を
維
持
し
て
い
る
︒

8　

同
様
の
意
味
を
も
つ
語
と
し
て
﹁
冑
﹂
な
ど
が
あ
る
が
︑
出
現
數
量
と
し
て
﹁
後
﹂
が
圧
倒
的
で
あ
る
た
め
︑
本
編
で
の
檢
討
對
象
は
﹁
後
﹂
に

絞
る
︒

9　

訓
讀
文
は
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
︒

10　

小
倉
芳
彦
﹁
ぼ
く
の
左
傳
研
究
と
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ド
問
題
﹂︵﹃
歴
史
評
論
﹄
一
九
六
三
︱
五
︑
東
京
︑
一
九
六
三
年
五
月
︑﹃
中
國
古
代
政
治

思
想
研
究
︱
﹃
左
傳
﹄
研
究
ノ
ー
ト
︱
﹄︵
青
木
書
店
︑
東
京
︑
一
九
七
〇
年
三
月
︶
所
收
︶
の
﹁︵
Ⅲ
︶
段
落
の
末
尾
に
付
け
ら
れ
て
い
る
＂
君
氏

曰
く
＂
と
い
う
批
評
︑
あ
る
い
は
﹃
春
秋
﹄
本
文
の
句
法
に
つ
い
て
の
説
明
的
な
部
分
﹂
に
あ
た
る
︒

11　

平
㔟
隆
郎
﹃﹃
左
傳
﹄
の
史
料
批
判
的
研
究
﹄︵
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
︑
汲
古
書
院
︑
東
京
︑
一
九
九
八
年
十
二
月
︶
一
六
一
︑
一
八
九
頁

は﹃
左
傳
﹄の﹁
説
話
﹂會
話
部
分
に
は
戰
國
的
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
︒こ
れ
は
小
倉
芳
彦
前
掲
注
８
論
文
の
分
類
に
い
う︵
Ⅱ
︶

﹁
筋
の
展
開
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
演
説
的
な
部
分
﹂︑
春
秋
末
期
以
後
戰
國
に
か
け
て
付
加
さ
れ
た
部
分
と
さ
れ
る
も
の
に
相
當
す
る
︒
い
ず
れ
に
せ

よ
︑
こ
う
し
た
部
分
に
現
れ
る
表
現
に
つ
い
て
は
︑
後
代
性
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
︒
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12　

周
知
の
如
く
﹃
詩
﹄・﹃
書
﹄
の
成
立
に
關
す
る
研
究
は
數
多
あ
る
︒﹃
詩
﹄
に
つ
い
て
は
︑
松
本
雅
明
﹃
詩
經
諸
篇
の
成
立
に
關
す
る
研
究
﹄︵
東

洋
文
庫
︑
東
京
︑
一
九
五
八
年
一
月
︶︑
白
川
靜
﹃
詩
經
研
究
︱
通
論
篇
︱
﹄︵
油
印
本
︑
京
都
︑
一
九
六
〇
年
十
月
︑
朋
友
書
店
︑
京
都
︑
一
九
八

一
年
十
月
︶︑
家
井
眞
﹃﹃
詩
經
﹄
の
原
義
的
研
究
﹄︵
研
文
出
版
︑
東
京
︑
二
〇
〇
四
年
三
月
︶︑
夏
傳
才
﹃
二
十
世
紀
詩
經
學
﹄︵
學
苑
出
版
社
︑

北
京
︑
二
〇
〇
五
年
七
月
︶
な
ど
︑﹃
書
﹄
に
つ
い
て
は
︑
陳
夢
家
﹃
尚
書
通
論
﹄︵
商
務
印
書
館
︑
上
海
︑
一
九
五
七
年
七
月
︶︑
松
本
雅
明
﹃
春

秋
戰
國
に
お
け
る
尚
書
の
展
開
︱
歴
史
意
識
の
發
展
を
中
心
に
︱
﹄︵
風
間
書
房
︑
東
京
︑
一
九
六
六
年
二
月
︶︑
劉
起
釪
﹃
尚
書
學
史
︵
訂
補
本
︶﹄

︵
中
華
書
局
︑
北
京
︑
一
九
九
六
年
八
月
︶
な
ど
參
照
︒

13　

い
わ
ゆ
る
僞
古
文
尚
書
諸
篇
に
つ
い
て
は
宋
代
以
來
そ
の
僞
作
が
疑
わ
れ
︑
清
代
に
至
り
閻
若
璩
﹃
古
文
尚
書
疏
證
﹄
八
卷
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の

こ
と
が
確
定
的
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
︒
だ
が
近
年
︑
李
學
勤
﹁
新
整
理
淸
華
簡
六
種
概
述
﹂︵﹃
文
物
﹄
二
〇
一
二
︱
八
︑
北
京
︑
二
〇
一
二
年

八
月
︶︑
同
﹁
論
清
華
簡
﹃
説
命
﹄
中
的
卜
辭
﹂︵﹃
華
夏
文
化
論
壇
﹄
八
︑
北
京
︑
二
〇
一
二
年
十
二
月
︶
な
ど
の
よ
う
に
︑
出
土
資
料
を
も
と
に

そ
の
眞
僞
と
年
代
遡
上
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
︒
出
土
文
獻
と
僞
古
文
尚
書
諸
篇
と
の
内
容
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
︑
こ
の
種
の

出
土
文
獻
の
存
在
が
直
ち
に
僞
古
文
尚
書
の
古
さ
を
證
明
す
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
例
え
ば
加
藤
常
賢
﹃
書
經
﹄︵
上
︶︵
明
治
書
院
︑
東
京
︑
一
九

八
三
年
九
月
︶﹁
解
説
﹂
二
頁
で
宇
野
精
一
が
い
う
よ
う
に
︑
僞
古
文
は
漢
代
以
前
の
文
獻
に
﹃
書
﹄
の
語
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
語
句
を
拾
い

出
し
て
纏
め
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
︑
そ
の
内
容
に
古
い
要
素
が
紛
れ
込
ん
で
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
︒

14　

金
文
著
録
の
略
號
は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

　
　

・
集
成
：
中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
﹃
殷
周
金
文
集
成
﹄︵
全
十
八
册
︑
中
華
書
局
︑
上
海
︑
一
九
八
四
年
八
月
～
一
九
九
四
年
十
二
月
︶

　
　

・
大
系
：
郭
沫
若
﹃
兩
周
金
文
辭
大
系
圖
録
考
釋
﹄︵
一
九
三
二
年
︑
再
刊
︑
科
學
出
版
社
︑
北
京
︑
一
九
五
七
年
十
二
月
︶

　
　

・
暦
朔
：
呉
其
昌
﹃
金
文
暦
朔
疏
證
﹄︵
商
務
印
書
館
︑
上
海
︑
一
九
三
六
年
十
二
月
︶

15　

李
學
勤
・
李
零
﹁
平
山
三
器
與
中
山
國
史
的
若
干
問
題
﹂︵﹃
考
古
學
報
﹄
一
九
七
九
︱
二
︑
北
京
︑
一
九
七
九
年
四
月
︶︑
于
豪
亮
﹁
中
山
三
器

銘
文
考
釋
﹂︵
同
︶︑
小
南
一
郎
﹁
中
山
王
陵
三
器
銘
と
そ
の
時
代
背
景
﹂︵
林
巳
奈
夫
編
﹃
戰
國
時
代
出
土
文
物
の
研
究
﹄︑
京
都
大
學
人
文
科
學
研
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究
所
︑
京
都
︑
一
九
八
五
年
三
月
︶
な
ど
參
照
︒

16　
﹁
後
人
﹂・﹁
後
嗣
﹂
に
似
た
語
句
が
﹃
書
﹄
に
見
え
る
の
に
︑﹁
～
後
﹂
が
な
か
な
か
な
い
の
は
︑
前
者
が
戰
國
時
代
の
金
文
に
も
現
れ
る
こ
と
か

ら
考
え
れ
ば
︑
當
該
部
分
前
後
に
お
け
る
﹃
書
﹄
の
後
代
性
を
示
唆
す
る
と
い
え
な
く
も
な
い
︒
た
だ
﹁
後
﹂
の
用
法
だ
け
で
成
立
年
代
を
云
々
す

る
の
は
い
さ
さ
か
武
斷
の
嫌
い
が
あ
る
の
で
︑
こ
こ
で
は
そ
の
事
實
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
︒

17　

邑
制
國
家
に
つ
い
て
は
︑
木
村
正
雄
﹃
中
國
古
代
帝
國
の
形
成
︱
特
に
そ
の
成
立
の
基
礎
條
件
︱
︵
不
昧
堂
書
店
︑
東
京
︑
一
九
六
五
年
三
月
︶﹄

第
二
章
一
﹁
邑
制
國
家
の
組
織
﹂︑
松
丸
道
雄
﹁
殷
周
國
家
の
構
造
﹂︵﹃
岩
波
講
座
世
界
歴
史
﹄
四
︑
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
七
〇
年
五
月
︶
五
九
︑

七
九
頁
な
ど
參
照
︒
そ
の
數
に
つ
い
て
は
︑
例
え
ば
﹃
漢
書
﹄
地
理
志
に
︑﹁
周
爵
五
等
︑
而
土
三
等
︒
公
侯
百
里
︑
伯
七
十
里
︑
子
男
五
十
里
︒

不
滿
爲
附
庸
︑
蓋
千
八
百
國
︒
而
太
昊
黄
帝
之
後
︑
唐
虞
侯
伯
猶
存
︑
帝
王
圖
籍
相
踵
而
可
知
︒
周
室
既
衰
︑
禮
樂
征
伐
自
諸
侯
出
︑
轉
相
呑
滅
︑

數
百
年
間
︑
列
國
秏
盡
︒
至
春
秋
時
︑
尚
有
數
十
國
︑
五
伯
迭
興
︑
總
其
盟
會
︒
陵
夷
至
於
戰
國
︑
天
下
分
而
爲
七
︑
合
從
連
衡
︑
經
數
十
年
︒
秦

遂
并
兼
四
海
︒
以
爲
周
制
微
弱
︑
終
爲
諸
侯
所
喪
︑
故
不
立
尺
土
之
封
︑
分
天
下
爲
郡
縣
︑
盪
滅
前
聖
之
苗
裔
︑
靡
有
孑
遺
者
矣
︒﹂
と
あ
り
︑
時

代
が
下
る
ほ
ど
國
數
の
減
少
し
た
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
︒

18　

縣
制
の
發
展
に
つ
い
て
は
︑
顧
炎
武
﹃
日
知
録
﹄
卷
二
十
二
﹁
郡
縣
﹂
以
來
︑
秦
漢
の
縣
の
起
源
が
春
秋
時
代
に
あ
る
こ
と
が
漠
然
と
認
識
さ
れ

て
い
た
が
︑
増
淵
龍
夫
﹃
中
國
古
代
の
社
會
と
國
家
﹄︵
弘
文
堂
︑
東
京
︑
一
九
六
〇
年
二
月
︑
新
版
︑
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
九
六
年
十
月
︶﹁
先

秦
時
代
の
封
建
と
郡
縣
﹂
は
春
秋
時
代
の
縣
と
秦
漢
の
縣
と
を
異
質
な
も
の
と
し
︑
こ
れ
が
研
究
史
上
の
畫
期
と
な
っ
た
︒
増
淵
説
に
刺
激
さ
れ
る

形
で
︑
西
嶋
定
生
﹃
中
國
古
代
帝
國
の
形
成
と
構
造
︱
二
十
等
爵
制
の
研
究
︱
﹄︵
東
京
大
學
出
版
會
︑
東
京
︑
一
九
六
一
年
三
月
︶
第
五
章
第
三

節
﹁
郡
縣
制
の
形
成
と
二
十
等
爵
制
﹂︑
木
村
正
雄
前
掲
注
一
四
書
第
四
章
﹁
郡
縣
制
の
成
立
と
そ
の
性
格
﹂︑
五
井
直
弘
﹃
中
國
古
代
の
城
郭
都
市

と
地
域
支
配
﹄︵
名
著
刊
行
會
︑
東
京
︑
二
〇
〇
二
年
十
月
︶
第
二
部
第
二
章
﹁
春
秋
時
代
の
晉
の
大
夫
祁
氏
・
羊
舌
氏
の
邑
に
つ
い
て
︱
中
國
古

代
集
落
史
試
論
︱
﹂︑
平
㔟
隆
郎
﹃
左
傳
の
史
料
批
判
的
研
究
﹄︵
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
︑
東
京
︑
一
九
九
八
年
十
二
月
︶
第
二
章
﹁
春
秋
時

代
の
縣
﹂︑
江
村
治
樹
﹃
春
秋
戰
國
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
﹄︵
汲
古
書
院
︑
東
京
︑
二
〇
〇
〇
年
二
月
︶
第
二
部
﹁
戰
國
時
代
の
出
土
文
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字
資
料
と
都
市
の
性
格
﹂
な
ど
︑
研
究
成
果
が
數
多
生
み
出
さ
れ
て
き
た
︒
楊
寛
﹁
春
秋
時
代
楚
國
縣
制
的
性
質
問
題
﹂︵﹃
中
國
史
研
究
﹄
一
九
八

一
︱
四
︑
北
京
︑
一
九
八
一
年
十
一
月
︶
は
こ
の
問
題
を
論
じ
つ
つ
︑
同
﹃
戰
國
史
﹄︵
臺
灣
商
務
印
書
館
︑
臺
北
︑
一
九
九
七
年
十
月
︶
第
六
章

三
注
一
〇
で
増
淵
・
西
嶋
説
を
高
く
評
價
し
て
い
る
︒
ま
た
木
村
正
雄
前
掲
注
15
書
︑
江
村
治
樹
前
掲
書
三
九
四
頁
や
藤
田
勝
久
﹃
中
國
古
代
國
家

と
郡
縣
社
會
﹄︵
汲
古
書
院
︑
東
京
︑
二
〇
〇
五
年
十
二
月
︶
第
二
章
﹁
戰
國
秦
の
領
域
形
成
と
交
通
路
﹂
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
縣
制
の
發

展
過
程
や
領
域
支
配
進
展
の
地
域
性
・
多
様
性
に
着
目
す
る
研
究
も
あ
る
︒
こ
う
し
た
中
で
︑
縣
の
存
在
を
西
周
期
に
遡
及
さ
せ
る
議
論
も
あ
っ
て
︑

松
井
嘉
徳
﹃
周
代
國
制
の
研
究
﹄︵
汲
古
書
院
︑
東
京
︑
二
〇
〇
二
年
二
月
︶
二
七
三
頁
は
︑
西
周
金
文
に
見
え
る
﹁
還
﹂
を
﹁
縣
﹂
の
端
緒
的
形

態
と
位
置
付
け
る
︒
本
稿
で
は
縣
制
の
起
源
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
が
︑
い
ず
れ
の
研
究
も
春
秋
時
代
に
お
け
る
世
族
と
そ
の
邑
支
配
と
を
關
連

づ
け
て
縣
制
の
發
展
を
論
じ
て
い
る
︒

19　

大
宗
・
小
宗
に
つ
い
て
は
︑
加
藤
常
賢
﹃
支
那
古
代
家
族
制
度
研
究
﹄︵
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
四
〇
年
九
月
︶
上
編
第
四
章
﹁
大
宗
︱
宗
族

的
家
制
﹂・
第
五
章
﹁
小
宗
︱
宗
族
的
血
族
制
﹂
な
ど
參
照
︒

20　

鈴
木
隆
一
﹁
一
生
一
及
の
相
續
法
﹂︵﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
三
三
︑
京
都
︑
一
九
六
三
年
四
月
︶
八
八
頁
は
︑
春
秋
時
代
初
期
に
は
ま
だ
氏
制
が
發

生
し
て
い
な
い
と
す
る
︒
こ
れ
を
承
け
て
尾
形
勇
﹁
中
國
の
姓
氏
﹂︵
井
上
光
貞
・
西
嶋
定
生
・
甘
粕
健
・
武
田
幸
男
編
﹃
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け

る
日
本
古
代
史
講
座　

第
一
〇
卷　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
會
と
習
俗
﹄︑
學
生
社
︑
東
京
︑
一
九
八
四
年
十
二
月
︶
二
五
頁
︑
同
﹃
中
國
古
代
の
﹁
家
﹂

と
國
家
﹄︵
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
七
九
年
十
月
︶
一
〇
七
頁
は
︑
顧
炎
武
﹃
日
知
録
﹄
卷
六
﹁
卿
不
書
族
﹂
を
引
い
て
︑
各
國
内
の
﹁
封
建
﹂

秩
序
・
宗
法
制
の
確
立
と
表
裏
し
て
︑
春
秋
時
代
中
期
以
降
に
お
い
て
氏
が
一
般
化
し
た
と
す
る
︒

21　

小
倉
芳
彦
﹃
中
國
古
代
政
治
思
想
研
究
︱
﹃
左
傳
﹄
研
究
ノ
ー
ト
︱
﹄︵
青
木
書
店
︑
東
京
︑
一
九
七
〇
年
三
月
︶
Ⅰ
︱
１
﹁﹃
左
傳
﹄
に
お
け
る

覇
と
德
︱
﹁
德
﹂
概
念
の
形
成
と
展
開
︱
﹂︵
原
載
︑
中
國
古
代
史
研
究
會
編
﹃
中
國
古
代
史
研
究
﹄︑
吉
川
弘
文
館
︑
東
京
︑
一
九
六
〇
年
十
一
月
︶

七
四
～
七
九
頁
︒

22　

清
水
盛
光
﹃
支
那
家
族
の
構
造
﹄︵
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
四
二
年
六
月
︶
四
二
二
～
四
二
三
頁
は
︑﹁
恭
敬
﹂
が
子
の
親
に
對
す
る
服
從
を
支
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え
る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
︒
二
字
熟
語
と
し
て
で
は
あ
る
が
︑
家
族
思
想
と
の
深
い
關
係
性
が
窺
え
る
︒

23　
﹃
荀
子
﹄
の
禮
に
つ
い
て
は
︑
板
野
長
八
﹁
荀
子
の
禮
節
︱
儒
教
成
立
の
前
提
と
し
て
︱
﹂︵﹃
歴
史
學
研
究
﹄
一
二
八
︑
東
京
︑
一
九
四
七
年
七
月
︶︑

同
﹃
中
國
古
代
に
お
け
る
人
間
觀
の
展
開
﹄︵
岩
波
書
店
︑
東
京
︑
一
九
七
二
年
七
月
︶
第
六
章
﹁
荀
子
﹂
な
ど
參
照
︒
ま
た
こ
れ
ら
の
語
の
多
く

に
つ
い
て
は
︑
宇
野
哲
人
前
掲
注
二
書
第
二
章
が
簡
潔
に
説
明
し
て
い
る
︒



i

A study of “hou” in the Zuozhuan

by Kotera Atsushi

This article, taking into account the functions of texts in the Warring States 

period, analyzes “hou” 後, meaning “successor,” in the Zuozhuan 左傳 and other 

sources. All of the instances in which the existence of a hou is mentioned in the 

Zuozhuan are episodes about the dafu 大夫 class (aristocracy), and although a 

few of the instances referring to the absence of a hou are about monarchs, most 

of them are about dafu. Most of the hou connected by blood relationships appear 

in conversational passages and few of them in narrative sections. Because hou 

are often mentioned in argumentative and conversational passages, it would seem 

appropriate to infer that arguments about hou evolved later. In the Shijing 詩經, 

Shangshu 尚書, and some bronze inscriptions, hou refers exclusively to a 

successor related by blood, and he is expected to conduct ancestral rites. Most of 

the people referred to as hou in the Zuozhuan are monarchs who come from the 

stock of the Western Zhou dynasty and people of the dafu class who come from 

comparatively old clans (shi 氏). On the other hand, the reason for the presence 

or absence of a hou is not infrequently associated with ideological terms such as 

“virtue” (de 德) and so on, and the existence of a hou was not based solely on the 

principle of blood relationships. After the Spring and Autumn period, prefectures 

(xian 縣) were established to replace city-states (you 邑), and dafu and lower-

ranking people were dispatched as administrators from the capital, eventually 

supporting the rule of the central authorities after the Warring States period. 

Their positions could not be guaranteed solely by their blood relationships. It 

could also be said that prefecture-like elements, which later expanded from the 

Spring and Autumn period to the Warring States period, were inserted into the 

Zuozhuan.


